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建学の精神

理事長 水 田 宗 子

21世記を迎えて， 貰界u)巾0日本というテーマ(})rf[要I‘!［は，

しヽ くことてしょう。こ(})[！］際化(})|i［記を生きる， 四かな感性と矢[『|生と、確かな欠[J識，技屁

を打つ竹々し t)人1オを育成するために，城西口際大学か太平i了に臨む広人な几 1-jじl冒汀圧

さらにし)ちだんと深まって

[）地に誕牛ーいだしました。

房詫0)地に出］し，数次にわたる蔵札］，自民党政調会長可辺う要絨を磨任し。戦後1]本U)

恥台鍔済に少なからす寄りしてきた凸廉な政古家，改水I汀：ー立男J)「f1l[］による人間形戊J

とし)う罪念を建学の精神として，芋校江人城西j：：：：＇ドは 1960年代(J]り］めに発足し＼だしました3

1992りに間予した， i［)『い）域四[_1]際大学は，そ (J_)建芹U)栢神を共行し，屯続してまし＼

（［噌祭[l公の中て生きる人1[ilu）人格形成）を， 4ヽ‘[U)＇i--;1月と敦育(J)日りますか，
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門としていきます，）

大きく変わってし)く時代とともに，大学もまだ Il々 祈たな凸I牛化を求めなげれは，

役罰を東たずことかてきませんか， 人間と教育u)原，点はイ汀とてす。域両［叫祭｝＜戸てはじt¥ 

人々か〈学ふことを逍して白こu)「IIfiビ性を発見）し，〈平I自さと公平さ〉

として牛：きることを目指しますでこまかし［）なし＼スポーツ U)I甘界におけるよう匁フェアプ

レイ U)'f1『神をもって，且lU)内外て，

そじ）

をふたん ur)厨

人生とし)う広し＼フィール；、て、 力し)グ）はし州汀jJtるだ

めに， 汀し）人々か育ってし＼ ＜希亨と『凸負と魅プ）に隣ちだ場として，城l月い］［祭）＼’．j:'は` これ

から糾しし＼年綸を刻んてt)きまずつ
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高

等学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず，とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の問題など，次々に疑間が浮かんで

きます。そのような時，この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城西国際大学の新入生諸君を迎えるにあたり，この学生便覧に盛り込んである内

容を，直接ことばで説明するとともに，諸君一人ひとりの質問に応える，次のような機会や制度

を用意しております。

1. フレッシュマン・セミナー

フレッシュマン・セミナーは，自然の中で教員と学生との交流を図ることをH的として，学科

ごとに一泊二日で実施いたします。たくさんの先生方と出会い，新しい友人と語り合ってくださ

い。詳細については，「フレッシュマン・セミナー要項」を参照してください。

2. オリエンテーション

4月2日（月） ～ 4月10日（火）の間，学部・学科ごとに実施いたします。なお詳細につきま

しては，オリエンテーション時に説明いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションでは，専門科目の説明等それぞれの年次において必要

な事項を説明いたしますので，必ず出席してください。

3.アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度とは，皆さんが「国際社会の中で生きる人間の人格形成」という建学の精

神を，具体化していくのを援助するものです。基礎ゼミおよびオフィスアワーを通じて，皆さん

一人ひとりが持っている能力を十分発揮し，個性を伸ばし，キャリアを形成できるように，勉学

上の指導をはじめ大学生活のさまざまな問題に対して，専任教員がアドヴァイスをしてくれます。

なお，具体的なことについては，オリエンテーションにおいて説明いたします。
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安房ラーニングセンター

安房ラーニングセンターは，学校法人城西大学創設者水田―ー：：唇男先生の生誕の地であり， 年^

を通じて気候温暖で知られる閉0川にありますぐ雄大な太平洋や鳥の声に包まれた豊かな自然の中

で，充実した研修時間やくつろぎの時間を過ごすことができます。

近くには，大自然の楽しさを満喫できる海やアミューズメント施設だけでなく，仁右衛門島や

郷土資料館など文学探訪に適した名所・旧跡があります。

1.利用範囲

(1) ラーニング施設として，本学学生および教職員の教育・研究・研修の場として活用し，

また生涯教育の推進を図ることを目的とし，特に必要と認められる者とします。

(2) 学生の利用に際しては原則として教職員又は卒業生もしくは父母の引率を必要とし，引率

者が利用責任者となります。

2.利用期間

年間を通して利用可能です。ただし，毎年12月29日から 1月3日は休館日とします。

3. 申込窓ロ・事務取扱時間

（］） 窓口

城西国際大学総務課 電話 0475-55 -8800（代表）

(2) 受付時間

午前 9: 30-11: 30 午後12:30-16: 00 

(8月1日～ 8月20日，年末年始，土・日曜・祝祭日・創立記念日を除く）

4.利用日数

原則として 3泊4日を限度とします。

5.学生利用料金

一泊二食付 3,255円（税込み）

6. その他

細部については，城西国際大学JOSAI安房ラーニングセンター利用規定及び利用案内により

ます。
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学生生活のしおり

学 生 証

1. 学生証は，本学学生であることを証明するものです。通学時には必ず携帯し，本学の教職員

より提示を求められた時は，速やかにこれに応じなければなりません。

2.学生証は，人学時に交付します。有効期限が過ぎた場合，卒業，退学，除籍等，学籍異動が

生じた場合は，速やかに返還しなければなりません。

3.学生証は ICチップが搭載され，

下さい。

大変繊細なものです。保管•取扱いには充分に気をつけて

4.学生証には暗証番号（パスワード）機能が備わっており， 交付時は全員が一律，「 11 1 1」

の番号に設定されております。各自の責任のもと， 暗証番号を学生課前にある暗証番号変更

PCで必ず変更して下さい。なお，暗証番号を忘れると各種の証明書の発行ができません。

5.各試験を受ける時は，学生証の提ホが義務づけられています。

6.学生証を紛失， もしくは破損した場合は，「学生証再発行願」を学生課に提出し，申込んで

下さい。なお，再発行にはいずれの理由に拘らずl,500円の発行手数料がかかります。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

学部

学科

学部

学科

経営情報学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・B

総合経営学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・G

福祉総合学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F

福祉総合学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F

観光学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・T

ウェルネスツーリズム学科…W

学部

学科

学部

学科

学部

学科

研

人 文 学 部・・・・・・・・・・・・・・・H

国際文化学科・・・・・・・・・・・・・・・L

国際交流学科・・・・・・・・・・・・• •• K 

薬 学 部・・・・・・・・・・・・・・・P

究

医療薬学科・・・・・・・・・・・・・・・C

メデイア学部・・・・・・・・・・・・・・•X 

メデイア情報学科………A

生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・S 

科 目履修生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•A 

学生証番号（学生番号）の見方
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連絡事項

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメデイア（電動波動掲示板）または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じる場合があります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

ください。

なお， マグメデイア及び掲示板の設置場所は下記の通りです。

マグメデイア： A棟第一学生ホール前

B 104教室前

F棟第二学生ホール内

G 3棟前

掲 不 板： B棟西端B101横（学生課）

B棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通，福祉教育センター）

A棟第一学生ホール内（学生課）

G 1棟 l階通路（総合経営学科，福祉総合学科）

G 2棟 l階通路（国際文化学科，学生課・奨学金，国際文化教育センター）

G 3棟 1階通路（国際交流学科，メデイア情報学科）

A棟 1階

L棟 1階

（福祉教育センター）

（医療薬学科）

2階教学巾務室傍（東京紀尾井町キャンパス）

B棟コリドー （安房キャンパス）
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授業関係

I 履修申請

1.履修申請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科Hを自ら決

定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，自己の学習計画を確立すると

ともに，申請した授業科tiについて履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の脱修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，卒業にも支障をきたすことになりますので，特

に留意して申請手続きを行ってください。

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，諸君の疑間にお応えします。期

間・場所については，毎年オリエンテーション時にお知らせします。

II 授業時間表

時限I I I II I ill I N I V 

H寺間 I9:30-n:oo I 11:10-12:40 I 13:20-14:50 I 15:00-16:30 I 16:40-18:10 

※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲ボに注意してください，

III 授業時間割表

授業時間割表は，学生便覧の科H群・科Hの並び順に表示されています。また，授業を実施す

る時期は，＜期間＞の欄に指定されています。

前期 前期セメスターに実施する科H

後期 後期セメスターに実施する科H

通年 1年間通して実施する科目

集中 集中講義期間に実施する授業（補講期間に実施する場合あり）

その他 実習，研修，インターンシップ科H

授業時間割は，クラスもしくは学籍番号によって編成されている科Hがありますので，自分

の所属するクラス等を確かめて，履修計画を立てるようにしてください。

ただし，学科共通科H等では，所属クラスに関係なく科目を選択することができます。詳細

については，本便覧に載る学部ごとの「履修の手引と手続き」を参照してください。
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教室番号の見方

教室番号の頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

配置図等を参考にしてください。

（例） B 1 0 3 （例） Gl-101

Bは棟番号 1 0 3は教室番号 G 1は棟番号 1 0 1は教室番号

w 休講

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱い

は， JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意

してください。

v 欠席届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓口に用意してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由書を添え保証人連署のうえ，休学顧を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は 1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて頻い出ることによって更

に1年，通算 2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除します。

復学（学則第38条）

休学していた者が復学する時は，原則として学期又は学年の始め lか月前までに，医師の診断

書または理由書を添え保証人連署のうえ復学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

また，復学後の科目履修等については，学部事務室の指導を受けてください。

退学（学則第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することができないときは，その理由書を添え保証人連署

のうえ，退学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければなりません。

除籍（学則第47条）

授業料及び施設設備費の納人を怠り，督促を受けてもなお納入しない者は除籍されます。
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再入学（学則第41条）

正当な理由により退学した者が，その理由を解消し学業の継続がll［能となった時には，顧い出

により再人学を許可されることがあります。

なお，再人学顧は学年の始め 1か月前までに，学部事務室に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

転部を希望する者は，学年の始め 2か月前までに，転部受験許可顧を学部事務室に提出し，所

属学部長の許可を得て受験することができます。

科目等履修生（学則第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希望する者は，学期又は学年の始め 1か月前までに，科目等履

修生受験頻を入試課に提出し，入学の許可を得なければなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従事しようとする者は，研究生受験頻を学部事務室に提出し，人学の許可を得な

ければなりません。

授業料および施設設備費

I 授業料

1.年間納入額を前期分および後期分の 2期に分割納入してください。なお，大学から納人振

込用紙が， 4月t旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙］を使用してください。

2.授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

II 施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納入振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。

Ill 事情により，授業料および施設設備費の納人に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。用紙は経理課窓口に用意してあります。なお，学納金が

未納の場合は，当該学期の定期試験を受けられない場合があります。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担当教員を定め，各担当教員が諸君にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。諸君の担当教員や詳しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことをH的に本部棟 l階に医務室があります。怪我をしたと

き，体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。利用する場合は，受付用紙が学生課

窓口にありますので，必要事項を記入後，来室して下さい。また，体脂肪計，血圧計も設置して

ありますので利用して下さい。

I 定期健康診断

本学では毎年 4月（前期入学）と 11月（後期人学）に定期健康診断（内科検診， X線検介，

身体測定，検尿，血圧，聴覚など）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異

常があった学生は再検壺（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができない事は当然ですが，各

種の奨学金の申請にも支障をきたしますので指定日に必ず受診してください。止むを得ない理

由により受診できなかった学生は，医療機関で発行される健康診断証明書を学生課に提出して

ください（この場合は自己負担となります）。

II 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外の学生は在学証明書を

自宅に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください。

学生相談室

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談室をご利用ください。

例えば， ・「対人関係や家族関係で困っている」

・「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

・「気分や体調がすぐれない」

・「意欲がわかない」

・「自分のことを知りたい」

・「今の学科が自分にあってないようだ」

・「進路について自信がない」

・「事故にあった」

・「金銭トラブルにまきこまれた」

・「誰に相談してよいかわからない」

相談したい時は，

＊ 相談は原則として予約制です。学生相談室に直接ご連絡ください。
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〒283-8555 T・葉県束金rti求名 1番地
城西国際大学学生相談室

TEL 0475-53-2067 

玄開室時間

月・水・金曜日： 11時から16時

玄 その他の時間帯；医務宇へ相談の申し込みをしてください。

医務室 TEL 0475-55-8899 

玄相談室；医務宰隣

唸 なお，電話・手紙による相談も受け付けています〈）

玄 相談については，プライバシーを尊重し秘密を守ります。

奨学制度

奨学制度には，大学独自の水田奨学生制度，日本学生支援機構および地方自治体等の育英資金

があり，それぞれの部署で取り扱っています（〉

I 水田奨学生制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水[ll三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学生の顕彰と，さらなる育成を目的として，成績・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より 1名，学部においては，各学年・各学科より 1

名を選考し，授業料の＾部として年額300,000円の焚学金が授与されます。

II 水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられた水田奨学

生制度とともに，城西国際大学学生の国際的な勉学を奨励することをH的とします。本学学生

の場合は， JEAP制度による留学，海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の一部として500,000円を上限とし，奨学金が授与されま

す。

III 独立行政法人H本学生支援機構（旧日本育英会）貸与奨学金（学生課）

独立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」という。）は独立行政法人日本学生支援機構

法により設立され，優れた学生等であって経済的理由により修学に困難なもののうち，文部科

学省令で定める基準及び方法に従い，これに認定された者に対して貸与されるものです。

学資として貸与する奨学金には，無利息の第一種奨学金と利息付の第二種奨学金の二種類

があり，募集は 4月の年 1回となっています。なお，家計急変等による奨学金必要者について

は，緊急・応急での申込みを随時受け付けます。

機構が行う奨学金は学生課で取り扱っており，申込み募集案内等の連絡事項はすべて掲示で

行います。申込みについての詳細や，家計，学力などの申込み条件等については，事前に説明

会を行いますので，必ずこれに出席して，出願手続きに不備のないように心がけて下さい。申

込概要は以下の通りです。



］．第一種奨学金（無利息）

(1) 貸与月額

自宅通学者： 54,000円

自宅外通学者： 64,000円

(2) 学力

1年生：高校評定平均が3.5以上

2年生以上：大学における学業成績が1/3以上

2. 第二種奨学金（有利息）

(1) 貸与月額

3,5,8,10万円の中から選ぶことがでぎる。
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（薬学部生は10万円を選択した者に限り， 2万円の増額貸与が受けられます。但し，利

息は別途。）

(2) 利率

1.3% （平成18年12月，毎月変動。但し平成19年度より，変動と固定の選択制）

(3) 学力

1年生：出身学校の成績が平均水準以上であること。

2年生：大学における成績が平均水準であること。

3.予約採用候補者

予約採用候補者については，大学が指定した期日に，「奨学生採用候補者決定通知」を提

示し・必要事項をインターネットで入力してください。期日までに提示しないと，資格を失

うことになりますので注意してください。

4.在学届の提出

高等学校在学中に日本学生支援機構の奨学生であった者は，入学後直ちに「在学届」を学

生課へ提出してください。提出しないと，大学在学中の奨学金の返還が猶予されません。

5.奨学金の貸与と返還

奨学金の貸与は，学生本人の各個人名義銀行口座に日本学生支援機構から直接振込まれ，

返還は卒業後に預金口座から自動振替となります。

奨学金は国からの借入金と卒業生からの返還金が主たる財源です。卒業後の返還金は，後

輩学生の奨学金に循環運用されます。返還の義務を果たして，はじめて奨学金制度が成り立

ちます。

6.継続について

毎年 1回奨学生としてふさわしいか否かを判断するために，「継続顧」を提出することに

なっています。成績不良，単位不足，さらには素行不良者は，貸与が停止，または廃止とな

ることもあります。

IV 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，福島県等の各都道府県または市町村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金がありま
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す。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますので，申し

込む場合は早めに各窓LJに問い合わせてください。

v 留学生への奨学金（国際文化教育センター）

外国人留学生に対し， 日本学生支援機構や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲示で連絡しますので見逃さないようにしてくださいQ

住居関係

自宅から通学できない者は，通学u［能なところに「{t」を確保しなければなりません。「住J

は学生生活を充実させるために大切な条件です（）大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています0 詳しくは学生課に相談してください。

アルバイト

学生は学間に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕事を選びましょう。求人については，学生課の掲示板で紹介しております。

なお，留学牛については，資格外活動許＂［書の交付を受ける義務があります。詳しくは，「留

学生の手引き」を参照してドさい。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許す限り一般

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生課で手続をしてください。

拾得・紛失

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課に届け出て拾得届．紛失届に必要事項を記人して

ください。拾得物は学生課で保管していますので，学生課に申し出てください。

学内での忘れ物が多いので，持ち物には必ず，学籍番号，氏名を記人してください。

6ヶ月を過ぎた拾得物については処分します。

また，普段から盗 防止のために 自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。

学用バス

学生・教職員用に東京・横浜・木更津・西船橋・蘇我・大網・成田・成束・東金の各駅から大

学迄，学用バスを運行しています。回数券または利用券がないと乗車できませんので，事前に購

人し乗車してください。回数券は経理課窓口，利用券はA棟 1階ホール自動販売機でそれぞれ販

売しています。
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城西国際大学 シャトルバス

J R東京駅 I所要時間 1時間10分片道 600円

J R横己亘□所要時間 1時間40分片道 900円
JR木亘亘亘□所要時間 60分片道 500円

JR西船橋駅 所要時間 60分片道 400円

J R蘇我駅 所要時間 45分片道 200円 二 J l u 

J R大網駅 所要時間 25分片道 100円

J R東金駅 所要時間 10分片道 100円

J R成東駅 所要時間 10分片道 100円

京成成田駅 所要時間 50分片道 300円

0各駅発大学行き

時間 東京駅発 横浜駅発 木更津駅発 西船橋駅発 蘇我駅発 大網駅発 東金駅発 成東駅発 成田駅発

07 40 10 

08 00 10 25・35 50 15 

09 00 05 

10 10・20 15 50 45 

11 20 35 

12 10 40 25 

13 35・55 15 45 

14 40 10 35 

15 00 50 30 

16 05 00 00 

17 00 00 

0大学発

時間 東京駅行 横浜駅行 木更津駅行 西船橋駅行 蘇我駅行 大網駅行 東金駅行 成東駅行 成田駅行

08 

09 20・30 50 40 40 

10 00 35 

1 1 15 

12 50 15 10・45 45 

13 10 20 10 45 20 00 

14 

15 05・15 05・30 30 05 05 

16 50 50 50 40 

17 00 25 25 

18 30 20・30 

※逍路状況により，到着時間が遅れる場合があります。
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自動車・オートバイ通学

現在，交通事故は毎日のように発生し，尊い命が奪われています0

事故により学生生活や修学に支障をきたすだけでなく，場合によっては人生全てを変えてしま

います（，自動車・オートハイ通学の場合，何時・何処で事故に遭遇するかわかりません。事故を

未然に防ぐ為にも自動車・オートバイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう。

なお，やむを得ない事情で自動車・オートハイ通学をする者は， ドライバーとしての責任と自

覚を持ち，事故の無いよう心掛けて下さい。車輛通学をする場合は，事前に学生課への登録が必

要となりますc，登録のない場合は，車での通学を認めておりませんので，必ず登録をするように

してドさい。登録用紙は学生課窓口にあります（）

また，学内への乗り人れは禁止です。指定駐車場（自動車＝第]_.第 2の2箇所・有料 オー

トハイ＝第 1の1箇所・無料）に駐車する事を義務付けます。

大学周辺道路への違法駐：は 地域住民の方に非常に迷惑を掛けることとなりますので絶対に駐

しないで下さい。違法駐が発呂した場合 自動 ・オートバイ通凡禁止及び厳重処罰を下します。

諸届

I 住所変更届

本人・第一保証人・第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますので記入のう

え，速やかに学生課に届け出てください。

Il 保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので記人のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

皿 身上異動届

本籍地，姓名を変更するときは，所定の用紙がありますので記人のうえ，速やかに学生課に届

け出てください。

w 学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第 8条を参照のうえ学生課に届け出てく

ださい。

※本学学生は，入学時に全員「学生個人別カード」を学生課へ，留学生の場合，加えて「外国人

留学生登録カード」を記載し国際文化教育センターヘ提出することになっています。この提出

された各カードは，在学中における緊急時の連絡，保証人等への連絡及び在籍中の生活指導等

に用いられます。

なお，その運用等については「個人情報の保護に関する法律」の規定に則し，取り扱われます。

また，「住所変更届J等の各種届出用紙や「証明書発行頻」等の各種申請用紙についても前

記法律に則し運用されます。
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その他

I 大学への電話による間い合わせ（行事予定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には一切応じられません。必要のあるときぱ必ず登校のうえ，掲ホにより確認するか事務室窓

口に間い合わせてください。

II 大学の機関ではありませんが，学生の厚生援護を目的とする団体に，〈日本学生支援機構〉

があり，奨学援助，保険診療，厚生会館の運営，管理及び外国人留学生の援助・内外学生の交

流等の事業を行なっています。

（取扱時間）平 日 9 : 00-12: 30 13: 00-16: 00 

休 日 土曜，日曜，祝日，年末年始

日本学生支援機構

駒場事務所

〒153-8503 東京都目黒区駒場4-5 -29 

〔留学生事業部〕

交流事業課合 03-6407-7455
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諸願．届一覧

種 類 摘 要 用紙配布窓口 提出先

休 、、子匹 頻 事由が発生したとき，速やかに学部事務室

復 呂—子＾ 顧
で相談の上，手続きすること

学部事務室 学部事務室

退 学 願

欠 席 届
やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席したと

学部事務室
担当教員

き （学部事務室）

転 部 願 学部事務室 学部事務室

住所変更届
本人又は父母，第 2保証人の住所を変更し

学生課 学生課
たとき

保証人変更届 保証人が変わるとき 学生課 学生課

身上異動届 本籍地異動・改姓名等があったとき 学生課 学生課

紛 失 届
事由が発生したとき 学生課 学生課

拾 得 届

施設・用具使用願 大学の施設・用具を使用したいとき 学生課 学生課

学生団体登録届 掲ポにより指示する (5月） 学生課 学生課

団体設立許可願 顧問教員が必要 (11月） 学生課 学生課

授業料延納顧
やむを得ぬ事情で，授業料の納入がおくれ

経理課 経理課
るとき

授粟料負担者変更届 授業料負担者が変わるとき 経理課 経理課

学生通則

第 1条 本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第2条 学生は人学前に提出した個人調在票・学生個人別カードの記載事項（住所・電話番号な

ど）に変更があったときは，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

第3条 学生は学生証の交付を受け，必ずこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない0

2 学生証は人学時に交付する。

3 学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

4 学生証の所持資格を失ったときは，虹ちにこれを返納しなければならない。

第4条 前条規定の他，学校法人城西大学東点紀尾井町キャンパスでの授業，課外活動その他の
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ため入館する場合，必ず学生証を人り口にて提示し，別に定める様式のネックストラッ

プを用いて，確認し易い位置に常に着装しなければならない (9

第 5条 学生は，毎年 1回本学施行の健康診断を受けなければならない。

第6条 学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴

カ行為・迷惑行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。ま

た，これらの行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

第7条 学生が，交通手段として自動車を用いる場合，学生部に登録することによりそれを認め

る。その場合，指定の駐車場に駐車する事を義務付ける。

2 学生が自動車にて学内に乗り入れることを禁ずる。但し，特別な事情により学内への乗

り入れを希望する場合，学生部を経て施設管理者の許可を得なければならない。

3 許可を受けた学生が，学内に駐車する場合，施設管理者より発行された学内進入許可証

を，車内の確認し易い位置に常に提示しなければならない。

4 許可期間を過ぎた場合は，直ちにこれを返納しなければならない。

第8条 学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

2 許可された団体は，毎年 5月末日までに所定の団体名簿及び連絡網を学生部長に提出し

なければならない。提出のないときは解散したものとみなす。

第9条 本学は，多様な文化的背景を持つ学生が世界各地から集まっている国際大学である。し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および宗教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および宗教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かつ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

し‘°

第10条 学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者及び顧間教員の連署・押印をもって学生部長を経

て学長の許可を得なければならない。

第11条 学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその 7日前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設•その他必要事項を記載の上，学生部長に顧

い出て許可を得なければならない。なお，集会の終［後その結果について学生部長に報

告するものとする。

2 前項の集会は，午前 9時から午後 5時までの間とする。

第12条 学生が学内外において文書の配布及び掲示をするときは，その責任者氏名を記載した文

替を提示し，所定の様式に従い学生部長の許可を得なければならない。

2 前項の掲示は，本学所定の掲ホ板に掲示するものとし，その掲ホ期間は 1週間以内とす

る。
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第13条 学生が学内において募金活動，世論調在，署名運動，投票及び寄付募集などの行為をし

ようとするときは，本学教職員をもってする責任者より，あらかじめ学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

3 第1項に定める行為は，本学教職員及び学生以外の者を含むときには，その行為の一切

を禁ずる。

第14条 学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる。

付則

この規則は平成 6年4月1Hから施行する。

この改正は平成11年 7月 1日から施行する。

この改正は平成17年4月1日から施行する。



各種証明書 I

各種証明書
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各種証明書

証明書センターは，本部棟 1 階事務室内の学生課に置ぎ，各種証明書の受付•発行を取り扱っ

ています。発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書発行一覧」を参照してく

ださい。

証明書の申し込みおよび発行について

1.学生証を使用して証明書自動発行機（取扱時間：年末年始および日曜，祝祭日を除く 9:00

~17:00)で所定の操作をしてください。

2.証明書は即時発行されます。

3.証明書の種類によっては，証明書センター窓口で申し込みし，即日発行できない証明書もあ

りますので注意してください0

4.証明書の有効期間は 3ヶ月です。

5.電話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6.学生証は ICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1. 学割証は，片道の区間内において， 100kmを超え，帰省等で利用する場合に使用するこ

とができます。 (JR各社のみ）

なお， 8名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

2.学割証は， 1回の交付で 2枚までとなっております。（国土交通省規定）

3.他人名義のものや記入事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けることになりますので，使用には注意してくだ

さい。

通学定期について

電車の通学定期は，最寄の定期券発売駅の窓口に学生証と一緒に提示し，購入してください。

なお，通学定期乗車券購人兼用証明書は学生証と一緒に交付します。

その後卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター窓口発行）を添えて購入してください。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と舟者に通学定期乗車券購入兼用証明書を提出してく

ださい。証明書に新住所を記入し，押印します。
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証明書発行一覧

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学証明書 200円 即時

成績証明書 ク ク

自動発行機

卒業（見込）証明書 ，，， ク

健康診断証明書 ク ク

教職関係証明書 ク 3日後 学生課窓口

福祉関係証明書 ク ，， ク

奨学金受給証明書 ク ，，， ク

推鷹書（進学用） ク 7日後 ク

推胞書（就職用） ク ク 就職課

調査書（進学用） ク ク 学生課窓口

英文（在学証明書） ク 即時 自動発行機

ク （その他） ク 3日後 学生課窓口

学生証（再発行） 1,500円 3日後 学生課窓口

凡子- 割 証 無料 即時 自動発行機

路線バス定期券購
2日後 学生課窓口

入用通学証明書
，，， 

通学定期乗車券購

入兼用証明書
ク ク ク



1 将来のみちしるべ

将来のみちしるべ
（キャリア形成・就職センター）
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将来のみちしるべ

諸君の将来に大きな意義をもつ「進路の選択」について，適切な助日と指導を行なうとともに，

就職に役立つ各種資格の取得をサポートするのが「キャリア形成・就職センター」です。各種資

格取得講座を開催していますので， fl分の将来の進路に参衿になるものを選び積極的に受講して

下さい。また，キャリア形成・就職センターには資格取得のための「キャリアアップルーム」を

D棟2階に設岡しています0 各種の教材や問題集が用意されておりますので，ぜひ活用してくだ

さいc

大学時代に何かひとつでも資格を取得したり特技を身につけることは大切なことです。 TOEIC,

マイクロソフトオフィススペシャリスト ナ ムハー ヘルハーなどの資格にも積極的に挑戦しましょ

。
、つ、

1年生・ 2年生にとっては遠い先のことのように思えるかもしれませんが，就職は決して卒業

学年になってから考えればよいというものではありません。入学時から，将来の進路について真

剣に考えることが大切です0 以下に述べるような事柄を十分に注意をして，キャリア形成・就職

センターで行なう諸行事には積極的に参加するよう心がけてください。

キャリア形成・就職センターの活動は，就職委員会が中心になって年間の就職指導方針を立

案し，全学年を対象とした各種資格取得講座の実施に始まり， 3年生に対しては先ず就職適性検

介を実施します。 3年次の 7月から就職ガイダンス，就職試験対策講座，公務員試験対策講座，

個別面接指導などをスタートさせ，キメ細かい就職指導をおこないます。さらに，就織希望者に

は，インターネットや就職図書コーナー，企業個別ファイル等を利用し， 十分な情報を手に人れ

ることが出来るようになっています。

よりよき社会人になるために 4年間を悔いのないように過して下さい。進路について相談した

いことがありましたら，キャリア形成・就職センターをいつでも訪問してください。

主な行事予定

］．各種資格取得講座 （各学年，年間を通じて）

2. 就職ガイダンス （各学年 4月； 3年次7月～ 1月）

3. 就職適性検企 (1年次4月； 3年次 9月）

4. 進路登録票提出 (3年次10月）

5.就職準備セミナー (3年次10月～ 2月）

6. 就職試験対策講座 (3年次8月～12月）

7. 公務員試験対策講座 (3年次 8月～ 4月）

8. 企業・薬学・福祉施設就職面談会 (3年次 2月）

9. 航空・旅行業界受験対策講座 (3年次 9月～ 3月）

※ 詳細は掲ホにより連絡します0



1 図書館 I 

図 書 館
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水川記念図書館

図書館は知識の宝庫です0 図甚や雑誌をはじめとして， CD-ROM, ビデオテープ等大学での

学習教育，研究に必要な資料を収集して利用に供しており，現在，約19万冊の蔵書がありま

すし

そして，それらの資料を利用する快適な環境と最新の設備を整えています。

平成13年度開館した新図書館は，情報図書館的機能の充実を図るためメデイア・ラウンジを設

け，インターネットによる情報収集や， CD-ROMデータベースの検索に対応するパソコンを

多数配骰しています，，また， ビデオテープ， DVD, CDなどを利用するための機器を多数配備し

た視聴詑コーナーを設けるとともに学習や研究機能の一層の充実を図るためグループ学習室や閲

覧ブースを設けています。

1. 図書館の利用にあたって

(])利用資格 学生，教職員，その他図書館長が許可した者

(2) 入館手続学生証を「自動入館ゲート」に差し込み入館します

(3) 開館時間 9:30-20:00（七曜LI9:30-17: oo) 

(4) 休館 日 H曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，本学創立記念E1(4月28日），

毎月の第 1月曜日（館内整理日），春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります。）

2.館外貸出

図書館の資料は，とくに定める資料（貴璽図書，参考図書，視聴覚資料，特別指定図書，加除

式資料，新聞，雑誌の最新号，その他館長が指定するもの）を除き，貸出を受けて館外で利用す

ることができますc

(1) 貸出（図書）の冊数および期間

学部学生，研究生，科 H 等履修生…••• 3冊， 1週間以内（貸出・返却日を含めて 8日間）

大学院生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10冊， 1 か月以内

(2) 貸出の手続

貸出を希望する図書と学生証を受付カウンターヘ提出するか，自動貸出返却機で手続きを

行ってください。

(3) 返却

貸出を受けた図書は，返却期限内に受付カウンターに返却するか，自動貸出返却機で手続

きを行ったあと所定の場所に岡いてください。また，ブックポストにも返却できます（図書

館正面人口，図書館棟事務室人口）ぃ
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(4) 貸出期間の延長

図書を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターヘ図書を持参し手続きをして

ください。貸出予約されている場合を除き， 1回に限り延長できます。

(5) 貸出に関する注意事項

①貸出を受けた図書を他人に転貸することはできません。

②図書を破損，紛失した場合は弁償していただきます。

③返却期限を過ぎても返却していない図書がある場合は，新たな貸出を受けることはできま

せん。

3.図書館利用上の注意

図書館の利用については，職員の指示に従い，特に次の事項については厳守してください。

(1) 固書館の資料および機器は大切に扱ってください。

(2) 館内では静粛を保ち，また飲食はしないでください。館内は禁煙です。

(3) 館内でのゲーム (PCゲームを含む）を禁止します。

(4) 館内では携帯電話は使用しないでください。

(5) 館内で，許可なく集会，印刷物の配布，貼紙，写真撮影等を行わないでください。

(6) 所持品の管理は各自で責任を持ち，貴璽品は常に携帯してください。

(7) その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に慎んでください。
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情報科学研究センター利用案内

情報科学研究センター（以下「情報センター」という）では，研究教育活動の情報化，ネット

ワーク化，国際化を積極的に推進しています。すべての教室と研究室に情報コンセントを配置し

ていますので，学生と教職員は3000を超える情報コンセント（無線LANを含む）から電子メー

ル， WWW, データベースなどのサービスを自由に利用することができます また，情報センタ

ーでは国家試験に関する講座を企画するなど，学生のキャリア形成にも貢献しています。

1.設備

(1) パソコン設置教室

Jゞ ソコン教室 1 (A 204) ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•自習室

編集室 2 (A 209) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・セ ミナー室

Jゞ ソコン教室 3 (A 211) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・セミナー室

Jゞソコン教室 4 (B 206) ·····························•演習室

Jゞ ソコン教室 5 (B 207) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・演習室

メデイア・コミュニケーションセンター 3……セミナー室

(2) ノートパソコン対応教室

A 202 

Gl 10] 

(3) その他

A 203 A 210 B 303 B 310 

G 1 102 G 1 302 G 3 311 

スタジオ・調整室 (A206) 

リニア編集室 (A207, 208) 

2.主なソフトウェア

C2 105 

MS -Office, MS -Visual Studio. net, macromcdia STUDIO MX, 

Adobe Design Collection, ArcView, 弥牛会計~

3.利用にあたって

(1) 開館時間 9 : 00-17: 00 

(2) 休館日 日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，本学創立記念日 (4月28日），

春期・夏期・冬期休業中の一定期間（その他臨時に休館することがあります）。

4.利用上の注意

(1) パソコン教室は飲食厳禁です（持ち込みも不可）。

(2) 教室内のパソコンはファイルを保存できない設定です。ファイルを保存するには， CD-

R/RW, USBメモリ，フロッピーデイスク等を各自で用意してください。

(3) 携帯電話の利用を禁止します。

(4) A 201 （スタジオ）およびB 206, B 207パソコン教室の自動扉は，時間管理していま

す。授業開始時10分前に開錠，授業終r時間10分後に施錠されます。
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(5) A 204パソコン教室の入退室には学生証が必要です。

(6) 連絡事項等ば情報センター前の掲示板で案内します。

(7) その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教室に関する秩序等については，情報

センター職員および学生サポーターの指示に従ってください。

(8) ノート型パソコンは高価な精密機器です。紛失や取り扱いには注意してください。

5. インターネットの利用

教室内のパソコンは一部を除きインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧

や電子メールの利用が可能です。また，学生ホールや図書館，ネットラウンジには，情報コンセ

ントや電源コンセントが設置されていますので，ノートパソコンを接続してインターネットを利

用することができます。利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが， トラブルに巻き込

まれたときには，教職員またば情報センターに届けてください。

大学は，教育・研究，学術目的でインターネットに接続しています。節度ある利用を心がけて

ください。

大学内でのチャットの使用は膨大なトラフィック（情報量）が発生し，教育・研究に支障をき

たすため，禁止しています。

詳細は「城西国際大学学内ネットワーク利用基準」等 (64ページ～）に掲載しています。

6.電子メールアドレスの取得

電子メールアドレスは学科オリエンテーション，コンピュータを使用する授業等で取得するこ

とができます。その他の希望者は「ネットワーク利用資格講習会」を受講し，所定の手統きを経

て取得してください。

し‘

アドレス取得後パスワードを忘れた場合，情報センターで「パスワード変更申請Jをしてくださ

゜
7. プリントアウト（印刷）について

レポート提出時期は混雑が予想されます。時間に余裕をもって利用してください。

紙は貴重な森林資源です。“印刷プレビュー”などを利用し，印刷は最小限にお願いします。

8.講習会

情報センターでは， 1人でも多くの学生にコンピュータの知識および利用技術を修得してもら

うために講習会を開催しています。

9.学生サポート制度

コンピュータを使用する授業において，教員の補助をする学生サポート制度を導入していま

す。詳しくば情報センターヘお問い合わせください。

10. 大学推奨ノートパソコンの修理について

情報センター窓口にて大学推奨ノートパソコンの修理受付をおこなっています。破損させてし

まったり故障と思われるときは，本体を情報センターまで持参してください、状況によってはメ

ーカー修理（有償もある）となります（修理期間中は代替機をt}し出しますが，それ以外の貸し

出しはできません。

なお，保証書は情報センターで竹理しています（）
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城西国際大学学内ネットワーク利用基準

（趣旨）

第1条 この基準は，城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第8条に基づき，学内ネッ

トワークの利用に関し，必要な事項を定めるものとする。

（利用H的）

第2条 学内ネットワークは本学における教育・研究に関する活動の推進及び向上を図ることを

目的として利用されなければならない。

（利用可能者）

第3条 学内ネットワークに機器を接続し，利用できる者は次の区分による。

(1) 本学教職員

(2) 本学学生（留学生別科を含む）及び大学院生

(3) 情報科学研究センター（以下「情報センター」という）所長が適当と認めた者

（接続手続き）

第4条 学内ネットワークに接続し，利用しようとする場合は，あらかじめ情報センター所長に

申請し，承諾を受けなければならない。

2 接続申請及び接続手続きに関する要領は，次の各号による。

(1) 接続申し込み

学内ネットワークヘの接続は，情報センター所定の申込書を提出して行うものとする。承

諾を受けた事項を変更するときは，変更する時効についても同様とする。

(2) 接続の承諾

情報センターは，学内ネットワークヘの接続が適当と認めた場合，これを承諾し，必要な

手続きを行う。

(3) 接続の拒絶

情報センターは，次の場合，学内ネットワークヘの接続と利用を承諾しないことがある。

ア 申込書に，故意に虚偽の事実を記載したとき。

イ 利用者が，本学または第三者の倍用を毀損するおそれがある態様で学内ネットワーク

を利用するおそれがあるとき。

（利用形態）

第5条 学内ネットワークに利用および利用形態に関する要領は，次の各号による。

(1) 利用者の連絡義務
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利用者は，情報センターのネットワーク機器に故障が生じたときは，直ちにその旨を情報

センターに通知する。

(2) 利用の制限情報

センターは，天災・事変その他の非常事態が発生するか， もしくはおそれがあるときは，

学内ネットワークの利用を制限する措置をとることがある。

(3) 利用の中止

情報センターは，次に掲げる事由があるときは，学内ネットワークの利用を中止すること

がある。

ア 情報センターの通信設備の保守または［事のためやむを得ないとき。

イ 情報センターが設置する通信設備の障害等のやむを得ない事由があるとき。

(4) 利用の停止，登録抹消

ア 情報センターは上項(2X3)の事情以外に，利用者が城酉国際大学学内ネットワーク利用

基準第 6条に該当し，及び利用ガイド（情報倫理規程）にある違反行為を行った者に

対して，事前に事情を聴取したうえで，学内ネットワークの利用を停止し，または登

録の抹消を行うことができる。ただし，緊急を要し，事前に聴取することができない

場合は，この限りではない。

イ 利用者が，著しく日本国内の法令•関係各国の法令·条例に抵触する行為を行った場

合には，学生の場合は学生部長に，それ以外の場合は所属長に対し，事実を速やかに

報告しなければならない。

ウ 報告を受けた各部署は，学則に基づく処分の要否，または既に講じられた措置の解除

の要否を審議しなければならない0

工 学生は，退学・除籍・卒業と同時に登録を抹消する 0 進学した場合には，新たに接続

の申し込みをしなければならない。教職員は手続きにより，退職後も定められた期間

内のみ，転送サービスを利用することができる。

（遵守事項）

第6条 学内ネットワーク利用者はその利用に当たっては，次に掲げる事項を遵守しなければな

らない。

(1) 教育・研究及びその支援のH的以外に利用しない。

(2) 営利を目的とした行為，またはその準備を H的とした行為に利用しない。

(3) 第三者の権利•財産・プライバシーに損害を与える行為に利用しない。

(4) 公序良俗に反する行為に利用しない。

(5) 犯罪的行為， または犯罪的行為に結びつく行為に利用しない。

(6) 学内ネットワークの運用を妨げる行為0

(7) 法令に違反する，または違反するおそれのある行為をしない。

(8) その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド（情報倫理規程）に定められた本学が
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不適切と判断する行為をしない。または行為に利用しない(〉

（免責）

第 7条 情報センター及び学内ネットワーク管理者は，学内ネットワークによるサービスの提供

の遅延もしくは中断によって，または提供されだ情報に関連して生じた損害に対し，一切の賠償

責任を負わない。

附則

この基準は，平成16年1月1Bより施行する。
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城西国際大学Webページ管理・運川規程

（趣旨）

第 1条 この規程は城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第8条に甚づき，学内の

WWWサーバーの利用に関する必要な事項を定めるものである。

（審議機関）

第2条 本学の Webページの管理・運営に関し，必要な事項ば情報科学研究センター研究員会

議（以下「研究員会議」という）において審議・決定される。

（管理機関）

第3条 本学の WWWサーバーは城西国際大学情報科学研究センター（以下「情報センター」

という）が管理する。

(WWWサーバーの利用可能者）

第4条 本学の各WWWの各サーバーのディレクトリー領域の貸与可能者は以下のとおりとする。

本学の学科・各センター・各事務部署と第 2条の研究員会議が適当と認めた団体，本学教職

員，情報教育担当教員，授業に活用する教員，大学院学生，学生および学生団体。

(Webページ公開手続き）

第5条 第4条に掲げられた各部署・団体が Webページを公開する際は，責任者及び作成担当

者をおき，情報センター所定の申請書を提出しなければならない。

（責任者）

第6条 Webページの記事内容は第5条において申請を行った各責任者が責任を負う。

（禁止事項）

第7条 本学 Webページの内容については，研究・教育活動，または広報活動に沿ったものに

限り，公序良俗に反するもの，商業活動，政治活動及び宗教活動を目的とするものは禁止する。

他人の著作権， 肖像権を侵害する行為，また，個人及び組織等の権利利益を侵害する行為，ま

たは侵害するおそれのある行為を禁止する。その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）に定められた本学が不適切と判断する行為を梵l|月^するっ

（改善通知及び公開中止）

第8条 本学 Webページから公開されたホームページの内容について，本規程の趣旨に反する



68 

ものと研究員会議が判断したときは，情報を公開した者に対して，改善通知を行うとともに，情

報の公開を中止する措置をとることができる。

（その他）

第 9条 その他，本学Webページの管理・運用に関して必要な事項は研究員会議が定めること

ができる。

附則

この規程は平成16年1月1日より施行する。
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城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）

（趣旨）

1 城西国際大学学内ネットワークの利用は，教育・研究の支援，またその発展と向上をH的と

している。利用者は本学の建学の精神に基づき，品位を保ち社会の一員としての自覚を持っ

てネットワークを利用しなければならない。この利用ガイド（情報倫理規程）はネットワー

ク設備の利用に関する事項をまとめたものである。

（利用上の遵守事項）

2 城西国際大学学内ネットワーク利用基準第3条に定められている学内ネットワーク利用可能

者は，本ガイドラインを理解したうえで利用しなければならない。

3 上述利用可能者の 2に定められている本学学生は，本ガイドラインに基づいたネットワーク

利用資格試験に合格し，利用資格を取得しなければならない。

4 ネットワークの利用に際しては，情報科学研究センター（以下「情報センター」という）の

指示に従わなければならない。

（利用上の守るべき）レール）

5 学内ネットワークを利用する際には最低限以下に掲げる事項を守らなければならない。

＜申請について＞

利用者はネットワークの利用を申請する際には以下の事項を守らなければならない。

(1) 利用者は，資格取得後は全ての利用行為に関して全責任を負う。

(2) 虚偽または二重の利用資格を申請してはならない。

(3) 他の利用者と利用資格を共有してはならない。但し，円滑な情報の共有を目的としたメー

リングリスト作成を申請する場合はこの限りではない。メーリングリスト作成を希望する

団体ば情報センターの所定の利用申請書を提出しなければならない。

く学内情報機器の使用に関して＞

(1) 学内の情報機器・設備を使用する際は，定める利用時間内に限られる。

(2) 学内の情報機器設置教室は飲食持込禁止である。

く利用について禁止事項＞

学内ネットワークの利用は利用基準第 2条にあるように，教育・研究を H的としている。従っ

て，以下に掲げる行為は行ってはならない。
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(1 I バーチャル企業やバーチャル・モール等の常利[l的での利用

(2l SOHO等の自営業のための利用

(3) 研究活動に関係のないゲーム，その他単に娯楽のためだけの利用

(41 政治活動・家教活動の許及活動のためだけの利用

15) インターネットを利用したギャンブルやねずみ講などへの利用

(61 ソフトウェアの違法コピーのための利用

以卜に掲げる行為は学内ネットワークの運常を妨げるものであるので，遵守しなければならな

し‘c

(7! ネットワークの資源 (n「算時間，ハードデイスク使用鼠，通信時間）を人鼠に消費し続け
るような行為によって他の利用者の利用を妨害してはならない0

映像や音楽等の大星のデータのダウンロードする際には注意しなくてはならない。

違法なダウンロードは禁止されている。

18! 事前のInl、意なしに，他の利用者が保有するファイルまたはデータを削除し，複製し，改変

してはならない

(91 ネットワーク及びユーザーのパスワードの解説を試みてはならない。

(JO) システムファイルを複製・削除・改変してはならない。

(11) リモートシステムヘの権限外のアクセスを試みてはならない。

(12) コンピュータ・ウィルス等，ネットワークの混乱の原因となる有害プログラムまたはデー

タを作成したり，故意に学内ネットワークに持ち込んだりしない。

＜虚fメールの利用について＞

(1) 発信された軍fメールは，その発信者がすべての責任を負う。

(2) 電fメールを偽造してはならない。

(3) 他の利用者の軍fメールを許可なく読み，削除・複製・変造または公開してはならない。

(4) チェーンメールや爆弾メールなどの，いやがらせや公序良俗に反する内容の電子メール，

脅迫的な電fメール，不確かな，社会通念に反する内容の電子メールを発信してはならな

しヽ。

(51 営利目的のメッセージを発信してはならない。

(61 求められていないメールや迷惑となる電子メールを発信してはならない。

(7) 機密を要するメッセージを送信するときはデジタル署名，その他，公に承認された電f証

明を用い，暗号化して送信するように努めるなど，十分に注意しなければならない。

(81 パスワードはメモしたり，友人と共有したりすることなく自己管理し，定期的に変更しな

ければならない。
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く法律上の禁止事項＞

(1) 他人の著作権，その他商標権などの権利を侵害する行為，または侵害するおそれのある行

為を行ってはならない。

(2) 他人の財産・プライバシーを侵害する行為，または侵害するおそれのある行為を行っては

ならない。

(3) 他人の名誉を毀損するような誹謗中傷を行ってはならない。

(4) 第三者の著作物であるファイルやデータの引用・参照するときは著作権法の規定及び公正

な慣行に従わなければならない。

(5) わいせつな文書，画像その他のものを頒布してはいけない。

(6) 商業用音楽CD・DVD等を許可なしに複製し，その複製物を営利H的に頒布してはなら

ない。

(7) コンピュータを破壊したり，不正の指令を与えるなどしてコンピュータによる業務を妨害

してはならない。

(8) コンピュータに不正の指令を与えるなどして，コンピュータを誤作動させ，不正の利益を

得てはならない。

くその他＞

学内 WWWサーバーの利用， Webページ管理・運用規程は別に定めるが，遵守すべき行為，禁

止される行為は上項と同様である。

附則

この規程は，平成16年 1月1日から施行する。
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情報科学研究センター配置図

A棟

A206調整室

A209編集セミナー室1
A210 
ノートパソコン対応教室

情報科学研究センター

． 
． 
． 

B棟

．
 
． 

※情報科学研究センターヘの学生の人退室は，正面出人口を利用してください。



JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I JEAP （城西国際大学海外教育プログラム） I 
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JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I．留学

JEAP = Josai (International) Education Abroad Program（城西国際大学海外教育プログラ

ム）は国際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独自の海外留学制度

ですc

その基本方針は，休学せずに在学のままで，姉妹校であるカリフォルニア大学 (UCR) やカ

モーソン大学 (CC) セントメアリーズ大学 (SMU)，首都師範大学 (CNU) および真理大学

(Aじ）に留学（期間は， 6か月， 8か月， 1年）し，本学を 4年間で卒業できることです。と

くに UCRでは，両大学間の協定にもとづいて本学の学生のために特別のカリキュラムを組んで

おり，さらに， JCR(Josai Center in Riverside) に常駐する ResidentDirectorが一人ひとりの

留学牛の学習・研究と生活の両面についてアドヴァイスを行い，皆さんの留学生活が円滑に送ら

れるような体制を整えています。

また「CRと同様に本学と提携関係を結んでいる，カナダのカモーソン・カレッジ (CC) との

JEAP協定も， UCRと詞じように整備されつつあります0

1. 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以上在学していることつまり，留学は 2年次以降に行う。

(2) 単年次配当科目の単位を取得していること。例えば， 2年次で留学する場合には， 1年

次配当科tiの単位を取得していること c

(3) 留学生活が可能な英語能力を修得していること。

留学生活を実り多いものにするには TOEIC400点以上の英語能力をもっていることが望

ましいので，必要に応じて国際文化教育センターのエクステンション講座を受講するなど

して能カアップに務めること。

【注】 TOEIC(Test of English for International Communication) は，世界約60ヶ国で実

施されている英語によるコミュニケーション能力を測るテストです。

2.留学中の授業等

(1) JCR (Josai Center in Riverside)のカリキュラム (UCRのみ）

・JCRの本学教員による講義・ゼミ等。

・ UCRのIntensiveEnglish (UCR・エクステンション学部による「外国人のための語

学」プログラム）。

・ UCR学部の授業の履修 (1, 2科H程度。英語力の条件あり）。

・ UCRの教授スタッフによる特別カリキュラム。



•本学学生のための特別語学クラスでの TOEIC500点を目標とした授業。

TOEIC500点に到達すると， UCRのカリキュラムを受講できます。

(2) JCRの課外プログラム

・ UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

・ UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受講。

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学。

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。

3.単位の取得と認定
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JCRのカリキュラムおよびUCRなど留学先の大学のカリキュラムで履修した科目と単位

が， 1年間で最高30単位まで認定されます。

4. ホームステイ

UCR, CCならびに SMUは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立していま

す。その斡旋によって留学生」人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一員としてアメリ

カ，あるいはカナダの人々の日常生活を体験するこができます。費用には，宿泊，食費が含

まれて，極めて安価です。

5.寮

CNU, AUでは，大学寮での生活となります。

6. 費用

本学への授業料他，留学先大学の授業料，渡航費，滞在費，保険代等がかかります。為替

レートや諸条件の変化により，毎年金額が変わりますので詳しくは，国際文化教育センター

にお問い合わせください。

II.交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹校での 6か月～ 1年を期間として交換留学生として派遣され

る制度があります。

くわしい内容は国際文化教育センターにお問い合せ下さい。

皿サマー・セミナー

留学までは考えていないけれども，英語研修と同時にアメリカやカナダの文化に触れたりアメ

リカの大地に立ってみたい人のために，夏期休暇中に CC・ UCR ・ SMじにおいてサマー・セミ

ナーを開きます。また，スペインのバルセロナ自治大学でのスペイン語研修，韓国の東西大学，

建陽大学での韓国語研修，北以の首都師範大学での中国語研修のコースがあります。セミナーの
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期間は， 2週間から 1か月間とコースによって異なります。

各コースとも，プログラムの内容に特徴があるので，自分の目的にかなうコースを選ぶことが

重要です。詳しくは，オリエンテーションに出席して聞いてください。

どのコースに参加する場合も，研修効果を高めるために， JEAP関連科目から 1科目 (2単

位）を，サマー・セミナーに先吃って履修しておくことが望ましい。

w．卒業後プログラム

4年で， Jll]を卒業したあと， JEAPでの留学を希望する学生のためのプログラムも用意され

ている。卒業後の人生設計に留学を組み人れたい学牛は，国際センターに相談すること。

〔留学に向けての履修について〕

JEAPでの留学効果をより高めるために，留学を希望する学生は特に次のことに注意して履修

登録をすることが望ましい

l. 1年次必修の英語IA，英語IBば必ず］年次中に履修し，合格しておくこと。

2.英会話 Iを履修しておくことが望ましい。

3. Reading & WritingおよびSpeaking& Listeningなどは，学科設定の必修科目などの履

修に障害がないことを確かめてから履修すること c

注 1i 上の英会話． Reading& Writing. Speaking & Listeningなどの科目は留学のための絶対条件で

はありません。時間表で必修科目と重なる場合は必修科目を最優先してください。ただし，留学

効呆をあげるためには履修しておくことが望ましい0 あくまでも時間表と照らし合わせて少なく

とも 1科目は履修しておくとよいヘ

(2: スペインおよび中国（北京）へのサマー・セミナーに関しては，特に参加条件はない。スペイ

ン語，中国語を履修している必要はない。
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JEAP参加への手順

I ガイダンス •———• | 4月に、留学カイダンスを行います。

申し込み ←|  

授業開始

TOEIC（第2回）

400点を目標に

学部申請・選考

――▼ 
←|  

――
 

TOEIC 500点

――
 

------

I TOEICによる到達度チェック。

留学希望者（未定者も可）は、まず事務室の

国際文化教育センターに申し込みます。

学部や年次にしたがって、留学中に何を学ぶ

かという学習計画や、単位の取得や認定など

についての助言と指導を得てください。

前出「JCRのカリキュラム」の項を参照。同

行の本学教授スタッフによる講義・ゼミ・プ

ロゼミや、 UCRの教授スタッフによるアメリ

カ社会・文化についての溝義を受講しながら、

UCRのIntensive Englishなど、 TOEIC500点

のレベルを目ざすレッスンを受けますt)

500点を突破したら、点数により UCRの講義

を選択しで受溝OK(〉

目ざせ、 TOEIC500点！

明るい南カリフォルニアの陽光があふれる

アメリカン・キャンパスの日々を

よく学び、よく遊べ！

（他大学への留学も、これに従う）
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2007年度 (3月期出発UCR)JEAP留学の流れをF記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考にしてドさい。

2006年 10/8中旬 留学顧書提出期限

（添付書類：語学能力証明書・健康診断書・留学についての作文）

1月中旬 第 1回オリエンテーション

※JEAP実施委員会代表者出席

※UCR人学顧書＆ HOMESTAY［れ込書提出

※パスポート申請要領＆留学ヴィザ取得必要書類説明

2月中旬 第2回オリエンテーション

2月下旬 父母および学牛への説明会

※留学牛活の意義等全般説明

※パスポート提出期限

※U.S.ヴイザ申請書類提出

※アメリカ生活事情・治安状態説明

※外貨購人・旅行用品説明

※質疑応答

※アメリカ大使館面接

3月上旬 出発前最終オリエンテーション

※出発日の集合時間・場所の確認

3月27日 出発

（以後の主な手続き）

UCRレジストレーション

授業開始



プロジェクト教育センター

I プロジェクト教育センタ― I
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プロジュクト教育センター

プロジェクト教育センターとは？

プロジェクト教育センターは，＂ BePositive!＂，をモットーとして，平成 15年11月に設立され

たセンターです。 “BePositive ! "は，「前向きに生きよう」とか，「将来に希望を持とう」とい

った慈味です。当センターでは，大学で将来の夢を育みたいと思っている学生を応援すべく，多

彩なプログラムを用意して「あなた」をお待ちしています。

「プロジェクト教育プログラム」とは？

プロジェクト教育センターは，従来のカリキュラムではなかなか実施できない［プロジェクト

教育プログラム」を実施しています。その内容は毎年変わりますが，次のような教育を目指して

います。

・問題について考え，問題の解決方法（ソリューション）を見つけ出し，問題解決を実践する

教育

・学生が積極的に関わり，個人としての力を高め，将来設叶のなかで具体的な目に見える成果

を挙げる教育

．何かを作るとか，イベントをするといったプロジェクトを実施することにより，学生が自ら

の力を高め，将来につなげていく教育

いずれにしても，教える側も教わる側も，真剣勝負。どちらも本気で取り組む，そんな教育を

目指しています。

「プロジェクト教育プログラム」を受講するには？

・個々のプログラムの内容は，すべて掲ホします0 掲示に注意してください。

・間い合わせは，掲示の間合せ先にしてください（プロジェクト教育センターには常設の事務

局はありません）。

・城西国際大学の学生ならば，誰でも受講できます〈，ただし，定員や，希望者多数の場合には

選抜をします。

•履修の仕方は，各プログラムで異なります。掲示に従ってください。各学期の初めの通常の

履修申請とは，まったく別に履修申請をする形になります。

「プロジェクト教育プログラム」は単位になりますか？

単位認定をおこなうプログラムと，そうでないプログラムがあります。大部分のプログラムで

は，プロジェクト終了後，単位認定がされます。その場合，人文学部の学生には，専門科目（「プ

ロジェクト教育 I~w」各 2単位，計4科Hのいずれか）として単位が認定されます。メデイア
学部，経営情報学部，福祉総合学部の学生は，他学部履修の枠を利用して，上記の科目を卒業単
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位に組み込むことができます。薬学部の学生は，他学部履修の粋がありませんので，卒業単位に

組み込むことはできませんが，自由科Hとして受講できます。

アドバイス

あなたのやる気と本気さが試されるプログラムです。自分の将来を考え，前向きに取り組む，

"Be Positive !＂なあなたを待っています。



副専攻

J
 

攻専"＂＂J 
亘出ー
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副専攻について

多様化する現代社会においては，学際的な学びの評価が注目されています。こうしたニーズ

に応えるために，本学では，学部・学科の枠を越えて学ぶ「副専攻」制度を設けています。「副

専攻」とは，「主たる専攻＝所属する学部」以外の特定分野科目を一定単位数以上取得した学生

に，その勉学の認証を付与する制度です（，「主たる専攻」とは別の学間領域を体系的に，密度高

く学ぶ良い機会です。

例えば，人文学部の学生が「日本の中世史］について学びながら「女性学」副専攻を修rする
ことによって，幅広い視点から多角的な間題の捉え方ができるようになります。

これはアメリカなどで見られる__::.つの学問を専攻し，卒業時に二つの学士 (Bachelor)学位を

受け取るシステムに準じるもので，キャリア形成のうえでもたいへん有用です。また，専門分野

以外の視点から考える能力も身につき，大学院の科Hも先行履修できるため大学院への進学も布

利になります。

副専攻を修了した学牛は，卒業時に卒業証書以外に，「副専攻修r証」を受け取ることができ
ます。また，履歴書にも記人でき相応の評価を受けることになります。

「副専攻」制度は，学生が自立的に学ぶ意欲を持って初めて有用なものとなります。学生のみ

なさんが専門的分野の学習に加えて，自ら多元的な理解カ・総合力を育む上で役に立ててもらう

ことを期待しています。
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く登録から修了証授与まで＞

副専攻は，まず教務課で登録し，おおむね下記のH安で単位を取得してください。なお，登録

手続きをしていない場合は，科目の履修ができませんので注意してください。

呂子 年
手続き関係

修得単位の目安 修得単位の目安

1 学年 4月 オリエンテーション 4単位 登録時に 10,000円

登録カードの提出

2 学年 4月 オリエンテーション 8単位

3 学年 4月 オリエンテーション 10単位以上

4 学年 4月 オリエンテーション 10単位以上 認定申請時に 40,000円

2月 副専攻認定申請書の提出

卒業式 3月 副専攻修了証の授与 計 32-40単位 計 50.000円

※副専攻登録者は，教務課にて副専攻の事前登録と履修申請時の事前相談をすることにより，

1年次から他学科履修をすることができます。

＜副専攻に関する問い合わせ＞

【副専攻の登録・相談について】••……•教務課

［授業科目の履修について】••……•学部事務室



福祉教育センター

1 福祉教育センタ―|
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福祉教育センター

福祉教脊センターは，社会福祉教育を幅広く円滑に実施するための窓LIとなっています（）社会

福祉に関する資格や実習に関することはもちろん，福祉に関することでわからないことや疑問が

あるときには，気軽に ‘liセンター (A棟 l階）までお越しください。

■現場実習について
福祉総合学部では，社会福祉士，精神保健福祉士の国家試験受験資格，保育士の国家資格を取

得することかできますか，どの資格においても現場実習が必修科目になっています（，福祉教育セ

ンターは，それらの実習を円滑に行うために次の仕事を行っています。

l. 現場実晋計画立案・連絡調整・資料作成

2. 実習配属先の調整・決定，実習施設との連絡・調整

3. 現場実習に関するオリエンテーション，情報提供，個別相談などの学生指導

4. 演習・実習指導担％教員の教育補助・支援

5. 実習教育に関する情報・賽料の収集・調介

実習についての具体的な況明は，毎年開催されるオリエンテーションと，演習・実習科Hの授

業において行われますので，必ず参加して下さい。

■国家試験について
福祉教育センターでは，国家試験受験資格が得られる社会福祉士，精神保健福祉七について，

国家試験受験のための以ドのような支援業務を行っています。各行事については福祉教育センタ

ーの掲ホ板や，演習・実習関係の授業，アドバイザー・ゼミナール担当教員から通知されますの

で，積極的に参加するようにしてください。

1. 受験対策講庫等の開催

2. 模擬試験の実施

3. 受験手続の指導

4. その他国家責格取得に関する相談・情報の提供

■その他研修の実施等について
以上のほか，福祉教育センターでは，福祉教育を充実するための下記のような活動をはじめ

様々な機会を設けていますので，積極的に参加するようにしてください。

l. 訪問介護員養成研修（ホームヘルパー 2級課程）

2. 保育士国家試験受験対策講座（全学部対象）

3. 介護技術講座（ホームヘルパー 3級相当）

4. ボランティア活動の支援

5. ニュースレター「WELLSAILING」の編集•発行



学習支援室

I 学習支援室 I 
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学習支援室

学習支援室は，在学生の学習上の間題点を解決し，学習効果を上げることを H的として開設さ

れています。

学習支援室では，経験豊かな教授が相談に応じ，履修指導やレポート作成等について， ］人ひ

とりに合った方法で問題解決ができるよう適切なアドヴァイスを行っています。

また，成績が伸び悩んでいる人は，科H担当・演習担当・アドヴァイザー教員などが直接相談

にのり，学習支援室で有効なサポートを受けることができます。また，留学生については， 日本

語学習般について輻広く相談に応じています。

授業の内容が理解できない，学習のコツがつかめない，キャリア形成のためにどんな勉強をし

たらいいかわからないなど，学習に関する悩みを持つ学生諸君は，気軽に学習支援室 (D棟中 2

階）までお越しください。テキストの選び方，ちょっとした発想の転換，情報処理の方法，ノー

トのとり方の工夫といった技術を習得することにより，学習上の悩みは解消します。

また，学習支援室では，みなさんの効果的な学習のために，様々なプログラムを提供しています。

開室日時，開講講座等の詳細については，掲ホ板でお知らせします。

学習支援室に関する間い合わせ → 教務課



経営情報学部

総合経営学科

履修の手引と手続き

経営情報学部総合経堂学科
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履修の手11と手続き

I 授業科目について

経営情報学部総合経営学科における授業科Hは学科共通科目群 I・ II,専門科目群 I・ II,演

習科H群及び目由科H群から構成されている

また東金キャンパス，束京キャンパスで開講される科Hならびに履修方法については，オリエ

ンテーション等を通じて指示する 原則として，年度の途中にキャンパスの変更はできないので

十分に注：意すること c

なお，教職に関する科Hは，目由科tl群に準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している c 単位制とは，ひとつひとつの授業科Hにー＾定の基準により

定められた単位があり，股修した授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認、定する制度である勺

単位の認定は， A・B・Cの3段階評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しないものとするc 成績の評価については， 1X 成績発表」の項を参照すること。

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

ただしfl由科Hは卒業に必要な単位には含めないっ

口
学科共通科H群 I（英語・日本語・情報リテラシ）
--------------------------------------------・ 

学科共通科日群II（桔礎科H群）
------------------. 

専門科目群 I
------------------

専門科H群II
----------------

演習科目群

----------------

指定された各科H群より修得した科H以外に

選択必修

計

経営情報学部 総合経営学科

単 位 数

16 
---

20 
---

16 
---

16 
---

12 

44 

124 



糸f‘許柏報学部 股修のf'JIと手続き 93 

W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科目を含め36単位以上を修得し

なければならない。

各学年における授業科目および修得単位数のH安は，次の表にホすとおりである。

学 年 単 位 数 の 目 安

1年次 I学科共通科目群 I （英語• H本語・情報リテラシ）

修得単位数

Fundamentals of English I ・Oral Fluency I ・・・…... 2手斗目 4単位（必修）

日本語IA・ IB・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

情報メディア論・・・・・・・・・・・・・................................l科目 2単位 （必修）

経営情報基礎論・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位 （必修）

コンピュータ基礎論又はコンピュータ応用論……］科目 2単位

（選択必修）

専門科目群I
経営学総論...................................................1科目 2単位（必修）

演習科H群

基礎ゼミ I・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2単位（必修）

30単位 1※指定された各科H群より修得した科目以外に16単位

2年次 I学科共通科目群 I （英語・日本語・情報リテラシ）

修得単位数

Fundamentals of English II・OralFluency II……… 2科 H4単位（必修）
日本語IIA・IIB・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科H4単位
（外国人留学生・帰国生必修）

演習科目群

基礎ゼミ II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 H 2単位 （必修）□-※指定された各科H群より修得した科目以外に36単位
3年次 涼習科H群

ゼミナール I・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・ ・ ・・ ・・・・・・ ・ 1科目4単位（必修）
インターンシップ （国内） （海外） ・・・・・•..…·・・・・・・・・・ 1科目 2単位

又は地域研修 （選択必修）

修得単位数

口指定された各科H群より修得した科H以外に28単位

4年次 演習科目群

ゼミナール II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科 H4単位（必修）

修得単位数 1

18単位 1※指定された各科H群より修得した科li以外に14単位

卒業

修得庫位数

124単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群

学科共通科目群は，学科共通科H群 I （英語・日本語・情報リテラシ），学科共通科日群II

（基礎科H群）の二系列に分かれている。それらの各系列の中から「III. 卒業に必要な単位につ

いて」で示された所定の単位以上を修得するために，科Hを履修し，卒業要件を満たさなければ

ならない。

(1) 学科共通科H群 I （英語・日本語・情報リテラシ）

※単位数に〇印を付してある科Hば必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授業科H 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of (2>
「学科共通科H群

English I I （英語・ H本
凡子 語・情報リテラ

科 Oral Fluency 1 ② シ）」の中より必

修科目及び「コン
仕ノ‘ Fundamentals of ピュータ基礎論」

② 
通 English II または「コンピュ

ータ応用論」のう
科 Oral Fluency II ② ち1科Hを含み16

目 H 本語 l A ② 
単位以上を選択必

修すること。
群
日本語 I B ② 

I 
日本語 II A ② 

ヘ

日本語 II ② 外国人留学生・帰B 
英 国生は「日本語 I
語 日 本 語 III 2 16単位 A・IB・IIA・ 

日 本 語 w 2 
II B」を第一外国

日 語として必修する

本 英 会 話 I 2 こと。

語
英 会 話 II 2 

情 英 会 話 m 2 

報 Reading & Writing I 2 
リ

テ Reading & Writing II 2 

ラ Reading & Writing III 2 
シ

-Speaking & Listening I 2 

Speaking & Listening II 2 

Speaking & Listening III 2 
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年次および単位数
最低修得系

備 考授業科目
単位数列

1年 2年 3年 4年

日本語甚礎表現法 2 「学科共通科H群
I （英語・日本

ドイツ語 IA 2 語・情報リテラ

子ヽ，，，，• シ）」の中より必

修科目及び「コン
科 ドイツ語 IB 2 

ピュータ基礎論J
共

または「コンピュ
通 フランス語 IA 2 ータ応用論」のう
科 ち］科目を含み16
目 フランス語 IB 2 単位以上を選択必

群 修すること。

I スペイン語 IA 2 

/ 

英 スペイン語 IB 2 
外国人留学生・帰

語
国生は「日本語 I

中国語 I A 2 16単位 A・IB・IIA・ 
日 II B」を第一外国
本
中国語 I B 2 語として必修する

語 こと。

情
翰国語 I A 2 

報
韓国語 I B 2 

リ

テ
情報メディア論 ② 

ラ

シ

-コンピュータ基礎論 2 

コンピュータ応用論 2 

経営情報基礎論 ② 

〔備考〕

(1)学科共通科目群 Iでは第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生徒は日本語）を学ぶ。うち
Fundamentals of English 1 ・ II, Oral Fluency I ・ II (日本語は日本語IA・IB・IIA・IIB)
は必修科目である。

(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには履修前提条件として，それぞ
れの Iを修得していなければならない。

(3)日本語IA・ I Bのいずれか2単位を修得していなければ日本語IIA・ II Bを履修することはで
きない。

(4)第2外国語において IBを履修するには IAを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科H群II （基礎科H群）

系 年次および単位数 最低修得
授業科目

単位数
備 考

列 1年 2年 3年 4年

倫理学概論 2 「学科共通科目群

法律学概論 2 II （基礎科目群）」

の中より 20単位以
国家と政治 2 上を選択必修する

現代社会論 2 こと。

心 理 、子匹 2 

四--f→ 統計学の基礎知識 2 

科 女性学人門 2 

北/9ヽ 基 礎の数学 2 

通 線形代数学 2 

科 生涯スポーツ概論 2 

目 スポーツ科学 I 2 
20単位

群 スポーツ科学 II 2 

II 外国史概説 2 

基
日本の歴史 a 2 

礎 日本の歴史 b 2 
科
H 地 理 学 a 2 
群

地 理 え子 b 2 

地 誌 2 

宗教学概論 2 

スポーツ文化論 2 

異文化適応論 2 

情報表現技法 2 

経済学の基礎 2 

経 済 事 情 2 

情報社会と情報倫理 2 

〔備考〕

学科共通科目群II （基礎科目群）は経営基礎と教養基礎に関する科目群である。

卒業要件として 2年次以降に「コース」を選択し，各コースが求める単位修得もあわせておこなわ

なければならない。詳細については，オリエンテーション時に説明します。
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2.専門科目群

専門科目群は，「専門科目群I」「専門科目群IIJ「演習科目群Jによって構成されている。

本学部では，コース制を導入しており 3年次からは「企業マネジメントコース」「非営利組織

マネジメントコース」「生活・環境マネジメント系コース」「情報マネジメント系コース」の 4つ

に分かれ，その中の専門領域のゼミで研究を深めることになる。 1年次の基礎教育と「基礎ゼミ

I」, 2年次の「基礎ゼミ II」と段階的に学び， 十分な基礎知識を備えて専門領域の研究「ゼミ

ナール」に進むことになる。

1. 企業マネジメントコース

企業マネジメントコースでは， 1年次では語学，情報，簿記，経営とマーケティングの基礎を

学び，基礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次以降は自分の将来を見据えて学生一

人ひとりが，カリキュラムの編成を行います。また 2年次からは，コースに対応した資格取得の

ための特訓プログラムや就職準備が始まります。 3年次からはゼミナールやインターンシップ，

実務家講座，体験プロジェクト等でマネジメント能力を高めて社会へ巣立つ準備を行います。

2.非営利組織マネジメント系コース

非常利組織マネジメントコースでは 1年次では語学，情報，簿記，経営とマーケティングの基

礎を学び，基礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次以降は自分の将来を想定して，

キャリア形成を意識したカリキュラム作りをおこないます。 2年次からコースに対応した公務

員試験のための特訓プログラムや就職準備が始まります。 3年次からはゼミナールや非営利分野

でのインターシップ，実務家講座，体験プロジェクト等でマネジメントの能力を高めて自治体，

NPO, NGOなどの非営利組織で活躍できる準備をします。

3.生活・環境マネジメント系コース

生活・環境マネジメントコースでは 1年次では語学，情報，簿記，経常とマーケティングの基

礎を学び，基礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次からコースに対応した消費牛活

アドバイザー試験や健康・体力づくり指導者関連資格のための特訓プログラムや就職準備が始ま

ります。 3年次からはゼミナールや生活・環境・スポーツ分野でのインターンシップ，実務家講

座，体験プロジェクト等でのマネジメントの能力を高めて生活・環境・健康・スポーツ分野で活

躍できる準備をします。

4.情報マネジメント系コース

情報マネジメントコースの授業は，情報の専門家育成，情報を経営に高度に利用する人材の育

成，そしで情報をビジネスとする人材の育成を目指しています。そのために，情報関連資格の修

得は必須と考えられ，大学の授業を受講しているだけで経営に必要な知識とともに， 4年次まで

に何らかの情報関連資格を修得できるようにカリキュラムが組まれています
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5. コース必修科Hについて

各コースに分かれて学習する上で，次のコース必修科Hを履修しなければならない。

企業マネジメント

コース

非営利組織

マネジメント

コース

生活・環境マネジメントコース

消費生活・環境マネ

ジメントサブコース

健康・スポーツマネ

ジメントサブコース

情報マネジメント

コース

マーケティング論 経済原論I 簿記論I 情報社会ど情報倫理

コ
ー
ス
必
修
科
H

企業と社会 経済原論II 企業と社会 電子商取引論

簿記論I
行政自治体

マネジメント論
消費生活と行政 生涯スポーツ概論I情報学基礎演習

企業倫理論 H本国憲法 地域と暮らし
※ 

スポーツ文化論I情報ネットワーク論
または

データベース基礎論

※情報マネジメントコースは「情報ネットワーク論」または「データベース基礎論」の内，少なくと

も1科目を修得すること。

※各コースの選択方法や手続きについては，基礎ゼミ I・ IIを通じておこないます。
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系
年次および単位数

最低修得

列
授業科目

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

企業と社会 2 「専門科H群 I」の

経営学総論 ② 
中より必修科Hを
含み16単位以上を

マーケティング論 2 選択必修すること。

流 通 論 2 

ロジスティクス概論 2 

簿 記 論 I 2 

簿 記 論 II 2 

上級簿記論 2 

工業簿記論 I 2 

工業簿記論 II 2 

会 計 屈子 I 2 
寸市

門
会 計 ＇子い II 2 

科
財務諸表論 I 2 

目 財務諸表論 II 2 16単位

群 経営分析論 2 

I 経済原論 I 2 

経済原論 II 2 

地域と暮らし 2 「I・ II」で表示さ

れた科Hは，数字
消費生活と行政 2 の順序に従い，履

日本国憲法 2 
修すること。

政 治 ，，，，:-;-9 2 

行 政 、い了今- 2 

企業とスポーツ 2 

電子商取引論 2 

インターネット社会論 2 

情報システム論 2 

情報セキュリティ 2 
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系 年次および単位数 最低修得

列
授業科H

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

経営戦略論 2 「専門科目群ll」の

経 党 史 2 中より 16単位以上

経営管理総論 2 
を選択必修するこ

と。

人事労務管理論 2 

経営組織論 2 

中小企業論 2 

企業倫理論 2 

企業とリスクマネジメント 2 

管理会計論 I 2 

管理会計論 II 2 

原価計算論 l 2 

原価計算論 II 2 

会計監壺論 2 
寸由^

現代ファイナンス論 2 
門
財務会計学 I 2 

科 財務会計学 II 2 

H 流通情報システム論 2 
16単位

群 マーケティング情報論 2 

II ビジネスデータ分析 2 

ビジネスゲーム 2 

情報と職業 2 「I・ II」で表ホされ

情報産業論 2 た科目は，数字の順

序に従い，履修する
デジタルメデイア論 2 こと。

情報ネットワーク論 2 

データベース基礎論 2 

情 報 理 論 2 

組織情報論 2 

情報化戦略論 2 

データベース応用論 2 

情報処理基礎論 2 

情報処理応用論 2 

アルゴリズム基礎論 2 
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系 年次および単位数 最低修得
備 考授業科H

単位数列 1年 2年 3年 4年

アルゴリズム応用論 2 

プログラム設計 2 
「専門科目群 II」の

中より 16単位以上
プログラミング基礎 2 を選択必修するこ

プログラミング応用 2 と。

システム監在論 2 

モデル化とシュミレーション 2 

デジタルメデイア
2 

アプリケーション基礎

情報学基礎演習 2 

情報学応用演習 2 

データベース演習 2 

消費者行動分析論 2 

広 告 論 2 

非営利マーケティング論 2 

専 サービスマーケティング論 2 

門 国際マーケティング論 2 

科
起業マネジメント論 2 

事業と継承 2 16単位
H 
新規事業開発論 2 

群
ベンチャーキャピタル論 2 

II NPOマネジメント論 2 「I・ II」で表示され

行政・自治体マネジメント論 2 
た科目は，数字の順

序に従い，履修する
医療経営論 2 こと。

医療と健康 2 

社会保険と福祉 2 

環境管理論 2 

地域振興論 2 

スポーツビジネス論 2 

健康栄養管理 2 

心と身体の科学 2 

運動生理学 2 

スポーツ医療・薬学 2 

スポーツ心理 2 

ライフセービング論 2 

海洋スポーツマネジメント 2 
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

スポーツと地域振典 2 

健康運動指導法（含実習） 2 「専門科H群II」の

体）Jトレーニング実習 1 
中より 16単位以上

を選択必修するこ

健康スポーツ実習 1 と。

地域スホーツマネシメント論a 2 

地域スポーツマネジメント論b 2 

小売経営論 2 

サービス実践論 a 2 

サービス実践論 b 2 

国際経常論 2 

ミクロ経済学 2 

マクロ経済学 2 

国際経済学 2 

寸出← 財 政 学 2 

門
金融システム論 2 

16単位

科
国際経済事情 2 

H 
金 融 論 I 2 

金 融 論 II 2 
群

「I・ II」で表示され金融商品取引法 I 2 
II 
金融廂品取引法II

た科Hは，数字の順
2 

序に従い，履修する

民 法 I 2 こと。

民 法 II 2 

商 法 ［ 2 

裔 法 II 2 

会 社 法 I 2 

会 社 法 II 2 

法人税法 I 2 

法人税法 II 2 

行 政 法 2 

がヵ4 働 法 2 

国 際 法 I 2 

国 際 法 II 2 

経 済 法 2 
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系 年次および単位数 最低修得
授業科目

単位数
備 考

列 1年 2年 3年 4年

基礎ゼミ I ② 「演習科目群」の中

基礎ゼミ II ② 
より必修科目及び

演 「インターンシッ
ゼミナール I ④ プ（国内），同（海

習
外），地域研修」のゼミナール II ④ 

科 12単位 内 1科Hを含み12
インターンシップ（国内） 2 単位以上を選択必

目
修すること。インターンシップ（海外） 2 

群
地 域 研 修 2 

プロジェクト研究 2 

3.特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目であり，企業活動全般にわたる日本的な枠組みの理

解を深めさせる科Hである。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科H

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

H本事情 I （日本の政治） 2 外国人留学生・帰

日本事情II （日本の経済） 2 
国生のための履修

特 科目
日本事情llI （日本の経営） 2 

設
日本語文章論I（論理的表現）

修得した単位の内
2 4単位を学科共通

科
日本語文章論II（文学的表現） 2 科目群に振り替え

目
国際理解 I

ることができる。
2 

群
国際理解 Il 2 

国際理解 III 2 
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4. 自由科目群

系 年次および単位数

授業科H 備 考
列 1年 2年 3年 4年

ボランティア活動 IA 2 

ボランティア活動 IB 2 

ボランティア活動IIA 2 

ボランティア活動IIB 2 

地理情報論I 4 

地理情報論II 4 

職業指導 4 

自 教育原理 l 2 

由
教育原理II

科 2 
（教在，見打の、瓜義及ひ奇抽成の）jiLを含む）

H 

群 教 職 論 2 

教育心理学 2 

青年心理学 2 

教育制度 2 

教育方法 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法II 2 

社会科教育法1lI 2 

社会科教育法w 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法II 2 
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系 年次および単位数

授業科目 備 考
列 1年 2年 3年 4年

商業科教育法 I 2 

商業科教育法II 2 

情報科教育法 l 2 

情報科教育法II 2 

道徳教育 2 

特別活動 2 
自

由 生徒指導
2 

科 （進路指迎の坪論及びJii人を含む）

目

群 教育相談
2 

（カウンセリングを含む）

総合演習 I 2 

総合演習 II 2 

教育実習 I
3 

('F1lfi及び’j[後指祁を含む）

教育実習 II 2 

〔備考〕

(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することのでき

る授業科Hである。
(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科Hが準備されている。これらの自由

科Hについては，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，幅広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ間題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等を主たる目標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした問題意識をもって科目履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科tlを“人格形成領域”“,＾般教養領域"“基礎能力領域”という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想J「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉Jという 4テーマ

基礎能）J領域：「非言語分野」「言語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです0

これらに加えて， LASセンターが特に力を人れたい分野・テーマについては独自の科Hとして

開講し．さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合甚礎教養I~w」として単位認
定しますo LASセンターが独自に開講するこれらの科Hは，すべて 1~ 4年次のいずれかで履

修することができます C)

「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科H

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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LASセンター科目群

領
系列

年次および単位数

域
授業科H 備 考

1年 2年 3年 4年

①地球と環境
地球環境論 ※ 2 

生活と環境 ※ 2 

現代の人間思想

人 ②人間と思想
日本の思想 ※ 2 LASf斗目群から

アメリカの思想 ※ 2 修得した単位の
格 現代思想 2 中から30単位を

形 国家と政治 2 限度として，各

③国家と規範
日本国憲法 ※ 2 科目群に申請に

成 法律学概論 ※ 2 より振り替える

領 政治学入門 ※ 2 ことができま

④倫理と社会
倫理学概論 ※ 2 す。詳細につい

域
情報社会と情報倫理 2 ては，オリエン

女性学人門 2 テーション時に

⑤社会とジェンダー
ジェンダー論 ※ 2 説明します。

女性学 ※ 2 

男性学 ※ 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史a ※ 2 

日本の歴史 b ※ 2 

アメリカの歴史a ※ 2 

①人類のあゆみ
アメリカの歴史b ※ 2 

韓国の歴史 ※ 2 

中国の歴史 ※ 2 

ジェンダーと歴史a ※ 2 

ジェンダーと歴史 b ※ 2 

人類と科学技術の発達 2 

般
文化人類学 ※ 2 

キリスト教文化の世界※ 2 
教 イスラム文化の世界※ 2 

養
②文化のかたち 日本文化概論 ※ 2 

アメリカ文化概論 ※ 2 
領 日本美術 ※ 2 

域 西洋美術 ※ 2 

社会学入門 ※ 2 

経済事情 2 

③社会と経済 経済学入門 ※ 2 

経済学の基礎 2 

中国経済入門 ※ 2 

心と身体の科学 2 

健康栄養管理 2 

④健康と福祉 こころとからだ ※ 2 

ジェンダーと福祉社＾会※ 2 

健康維持と牛活習慣 2 

※印は，他の科H群に配当
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LASセンター科目群

領 年次および単位数
系列 授業科目

1年|2年
備 考

域 3年 4年

基礎の数学 2 

線形代数学 2 

基 (1〕非言語分野 統計学の基礎知識 2 

礎
総合基礎教養 I（非言語） 2 

総合基礎教養 II（非言語） 2 
よ月、ヒヒ

日本語基礎表現法 2 

力 日本社会と日本語 ※ 2 
②』＾語分野

総合基礎教投m（言語） 2 
領 総合基礎教養IV（言語） 2 

域 ③ビジネスマナー
ビジネスマナー I 2 

ビジネスマナ―-ll 2 

94プレゼンテーション プレゼンテーション I 2 
プレゼンテーション II 2 

※[|］は，他の科H群に配当
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V11 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結果，進級はもとよ

り卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないよう

に履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどがないよ

う，提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなどの細心の注意を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうかを必ず確認す

ること。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので，必ず「学生控」をとっ

ておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められない。また修得した単位

は分割することはできない（）よって，授業科目の申請にあたっては進級や卒業に必要な単

位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しないように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科Hを履修することはできない。もしこのような

重複する授業科Hを履修申請書に記人した場合は，両科Hとも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 寸変単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科且コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること，記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること，

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記人されている番号で，その時限の

授業科Hに固有の番号である。

(7) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期Hを厳守すること。

VlII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，アドバイザーと

相談の上必ず学部1i務室に申し出ることただし 1年次牛の規定外履修は原則として認め

ない。
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IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の1/3以上を欠席した場合には，原則として当該授業科

Hの受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別

に配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科Hによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成禎表の当該科Hに「T」の表ホがなされた場合に限って受験することが

できる。

なお，追試験は，履修（再展修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科Hに「F」の表示がなされる）と

なった授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験する

ことができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆品用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指
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定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A :100~80点 F : 59点以下（再試験受験可） D: 59点以下

B : 79-70点 T:追試験受験可 E:未受験

C : 69-60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は代理人学生証および委任状を持参すること。
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履修の手5Iと手続き

I 授業科目について

人文学部国際文化学科における授業科目は，学科共通科目群 I・ II,学部共通基礎科H群，専門

基礎科H群I・ II,専門科目群 I・II・ III・ N, 専門関連科H群及び自由科H群から構成されている。

なお，自由科Hにおいては，教職課程および学芸員資格取得の科目が配置されている。

II 授業科目の単位と認定

本学では単位制を採用している。単位制とは， 一つひとつの授業科Hに一定の基準により定め

られた単位があり，履修した授業科Hに対しては，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・ B ・ C, 3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認

定しない。

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである，J

ただし，自由科Hは卒業に必要な単位には含めない。

学部・学科 人文学部 国際文化学科

系列 表現文化 1 
生活・民俗・
女性文化

I 地域文化
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専門関連科目群（キャリア形成） 8 -.“---.. --------.. ---------“---------“.. -------.. -------“----------.。--l ------. --------“.．-------------―こ“―.----------------• --------
指定された各科H群より修得した科H以外に，
以上の科目群もしくは人文学部国際交流学科及

び経営情報学部，福祉総合学部，メデイア学部

の科目より選択必修。--------. ---・ -------·~ーー・響――---O - • • - - - - - •~ - - • - - - - - - - - - - - - - - --.“-------

計
-.. 1―--------.．. -------•.. ------• ----------• --------. ------“. ----

126単位

16 

* 1 履修要件については118ページの備考欄を参照のこと 0
* 2 専門科且群に対応した 3系列がある。履修要件については119,120ページの備考欄を参照のこと。
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I・ II J及び 1年次の必修科目を含め36単位以上修得して

いなければならない。

各学年に履修する授業科H群および修得単位数のH安は，次の表に示すとおりであるつ専門科

目群のどの系列を選択するか， 1年次から学習計画を立てる必要がある。

学年

1年次

修得単位数
39単位

2年次

修得単位数
39単位

3年次

修得単位数
38単位

4年次

修得単位数
10単位

卒業

修得単位数

126単位

単位数の目安

学科共通科目群 I （言語）

Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I..……・… 2千斗目 4平位 （必修）
その他の言語・•.．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...．．．．． 2 科 H 4単位（選択）

学科共通科H群Il （情報科学）
情報メデイア論 l科目 2単位（必修）
情報メデイア演五：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 1科目 2単位（必修）

学部共通基礎科H群
国際日本学 a • b................................................ 2科目 4単位（必修）

4科H8単位（選択）
専門基礎科 H 群 I.. ・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．． 6 科目 12単位 （選択）

専門科目群w（演習・プロジェクト研究・研修）
基礎ゼミ I.........................................................1科Hl屯位（必修）

1科目 2単位（選択）

学科共通科H群 l （言語）

Fundamentals of English Il ・ Oral Fluency Il …•• • •…• • 2手斗目 4単位（必修）
その他の言語または英語科R・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科H2単位（選択）
学部共通基礎科H群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4科目 8単位（選択）

専門基礎科目群 I・・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ ・ ・・ ・・・・・・ ・ ・・・ 4科甘 8単位（選択）

専門碁礎科 H 群 l] （研究方法・表現技法）………•……•• 2科H4単位（選択）
専門科H群I-ill・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5科Hl0単位（選択）
専門科H群w（演習・プロジェクト研究・研修）
基礎ゼミ l]・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科目］単位（必修）

専門関連科目群（キャリア形成）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科H2単位（選択）

学科共通科H群 I (言語）.......................................1科H2単位（選択）

専門基礎科 H 群 l] （研究方法・表現技法）………·……•• 1科目 2単位（選択）

専門科目群 I-ill・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7科目］4単位（選択）
専門科目群w（演習・プロジェクト研究・研修）
演習 Iまたはプロジェクト研究 I・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科H2単位（必修）
専門関連科甘群（キャリア形成）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6単位（選択）

※指定された各科目群より修得した科l1以外に12弔位

専門科H群w（演習・プロジェクト研究・研修）
演習 l]またはプロジェクト研究II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科H6弔位（必修）
※指定された各科H群より修得した科H以外に 4単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

凡例●「 I・II・Ill・N」で表ホされた科目は，原則として数字の順序に従い，履修するものとする。

●「a ・ b」はどちらを先に履修してもよい。また， どちらか Jiのみの履修も可とする。

●ただし，実際の履修については，シラハスに記された各科目の履修要件をよく読むこと。

●単位数にC)を付した科目は，必修を示す。

1.学科共通科目群

学科共通科H群は，同 I （言語）， I"]II （情報科学）の 2系列に分かれている。それらの各科

H群のうちから「III. 卒業に必要な単位について」にホした所定の単位以上を修得しなければな

らない。

(1) 学科共通科目群 I （ば語）

国際化社会に生きるための教養としての言語，さらに専門分野の学修に必要な言語を学ぶ

ための科Hを配置している c¥
※単位数にC)印を付してある科Hは必修をホす。

系 年次および単位数 最低修得
授業科H 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of English I ② (1)「学科共通科H
Oral Fluency 1 ② 群 I（言語）」にお

Fundamentals of English II ② いて，必修科Hを

Oral Fluency II ② 
含み16単位以上選

択必修。
TOEIC:Vocabulary I 2 

TOEIC:Grammar&Listening I 2 

子凡
TOEIC:Vocabulary II 2 

(2)英語以外から—•
科 TOEIC:Grammar&Listening II 2 

ヶ国語を選択し，
辻ノ・ヽ Basic Writing Skills 2 

2科H4単位を修
通 Intermediate Grammar 2 得しなければなら

科 Intermediate Practical Discussion Skills 2 16単位 ない。

H Intermediate Reading Skills 2 
群
Business English Writing 2 
I 
Spoken Business English 2 (3)英語以外の言語

/言-―̀‘ 
ド ィ ッ 語 I A 2 において IBを履

-語
ド イ ツ 語 I B 2 

修するには， IA 

を修得していなけ
ド イ ツ 語 II 2 

ればならない。同

ド イ ツ 語 m 2 様に， mを履修す
フランス語 IA 2 るためにはIIを，

フランス語 IB 2 
演習を履修するに

はmを修得してい
フランス語 II 2 

なければならない。
フランス語 III 2 
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系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

スペイン韮＂ロ IA 2 

スペイン韮nn IB 2 
｝子立

スペイン韮＂ロ II 2 
科
スペイン語 III 2 

＊外国人留学生・士
ノ‘ヽ

中 国 語 IA 2 帰国生徒の場合は，
通
中 国 語 IB 2 国際交流学科開設

科
中 国 苔五 II 2 の日本語 IA・ I ＂ロH 
中 国 苔五~ m 2 B・IIA・IIB・ 

群 ＂ロ
ill・ N, ビジネス中国語演習（表記・文怯•LLを含も） 2 

I 日本語 IA・ I B 
ヘ
緯 国 語 IA 2 

を履修し，修得し号

ロ 韓 国 語 IB 2 
た単位を学科共通至五

-un 
韓 国 語 II 2 科目群 Iの単位と
韓 国 語 III 2 して認定すること

韓国語演習（表記•文怯•LLを含む） 2 ができる。

〔備考〕

（］） 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語を学ぶ。うち， Fundamentalsof English I ・ II, 
Oral Fluency I ・ IIば必修科目である。
(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには，それぞれの Iを修得してい
なければならない。

(2)学科共通科目群 II （情報科学）

これからの情報化社会で必要とされる，パソコンやインターネットなどについての知識と技能

修得し，実務能力を養う科目を配置している。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目 備 考

1年 2年 3年 4年 単位数

賃共 情報メディア論 ② 
「コンピュータ技

能 I・ II」を履修

通 するには，「情報

科 情報メディア演習 ② メデイア演習」を
且
群 4単位

修得していなけれ

II ばならない。

~ ， ~一• ~ 
コンピュータ技能 I 2 

コンピュータ技能II 2 

〔備考〕

「コンピュータ技能 I」履修後に， MicrosoftOffice Specialist（通称MOS)あるいは日商PC検定
を受検することが望ましい。科目を履修していなくとも，上記の資格の受検およびミニマムスタンダ

ードは認められる。
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2.学部共通基礎科目群

学部共通科H群は，人文学部[F.j際交流学科と共通する科Hを配附している。グローバル化する

文化や社会．コミュニケーションのありかたを多様な切り llから学び，現代に生きる人間として

の教義を身につけ．人文学を学ぶことの、慈義をl月確にしていく。そのために，本科H群は，「世

界の中の日本」「人間と社会］「地球の未来（平和・環境）」「コミュニケーションと異文化理解」

「ジェンダー・こころ・身休」「白己表現と文化」の 6系列に分かれている（〉

系 年次および単位数 最低修得
授業科tl 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

jll: 
国際 H本学 a (＼ 2¥ (1)、必修科H「国際弄

0) 日本学a・b」 2科,,, 国際日本学 b ② 
0) 目4単位を含め，
II 
国際文化テーマ講座 2 20単位以上選択必本

政治学人 門 2 
修。

人 経済学人 門 2 (2)「人間と社会」

門
社
社 会学入 門 2 

「地球の未来（平

和・環境）」「コミ

会 法作学概 ユnCAAlJ ー 2 ユニケーションと

異文化理解」「ジ
日 本国 憲法 2 ェンダー・こころ

地 国際ボランティア論 2 ・身体」［自己表
.f求

現と文化」から—-の

土 地球環境 論 2 つの系列を選択し，

悶 同際政治入門 2 4科目 8単位を選

隠
択必修。

国際経済 'li情 2 

ごゴ

コミュニケーション概論 2 
20単位

ミ
ユ

ケ

日本社会と日本語 2 I 
シ
sa 
ン
アメリカ社会と英語 2 

信翡 文 化 摩 擦 2 

ジ
スポーツ科学 a 2 ユ’→

ン
ダ→

スポーツ科学 b 2 l 

人 間 、心 理 2 
ろ

謀 ジェンダー論 2 

自 現 代 詩 歌 2 

己
表 比較表現論 2 
現
と 世界女性の自己表現 2 
文
化 異文化体験と表現 2 
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3.専門基礎科目群

専門基礎科H群は，「専門基礎科目群 I」と「専門基礎科H群II （研究方法・表現技法）」の 2

系列に分かれている。

(1) 専門基礎科目群 I

「言語と表現」「家族と生活文化」「歴史・思想・社会」の 3系列に分かれている。表現文化，

生活・民俗・女性文化，地域文化の各コースおよびそれらを横断する内容について，学問の体系

や用語などの基礎的な知識を学ぶ。これらの 3系列は，次のような専門科目群に対応している。

「言語と表現」 → 表現文化コース

「家族と生活文化」 → 生活・民俗・女性文化コース

「歴史・思想・社会」 → 地域文化コース

選択するコースと対応している系列から12単位以上を選択必修として学習し， 8単位は他の 2

系列からの自由選択とする。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

日本文学概論 2 (1)「表現文化」を

選択する者は，
日 本文学史 2 「専門基礎科H群

アメリカ文学概論 2 
I （言語と表現）」

より 12単位以上

アメリカ文学史 2 選択必修。「専門

専 言語学概論 a
基礎科目群 I（家

2 族と生活文化）」

門
言語学概論 b 2 

「同］（歴史・思想

基
・社会）」より 8単

日本語学概論 a 2 位選択必修。

礎

科
日本語学概論 b 2 

目
英語学概論 a 2 

20単位

群
英語学概論 b 2 

I 西 洋 美 術 2 

ヘ言 日 本 美 術 2 
語
と 異文化問コミュニケーション論 2 
表

現ヽ 比較文学論 2 

サブカルチャー論 2 

比較メデイア論 2 

文化交流史a（廿本・．アジア） 2 

文化交流史b（廿本：欧米） 2 
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系
授業科•H

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

文化人類学 2 (2)「生活・民俗・

日 本民俗学 2 
女性文化」を選択

tヽI•ナi 
生涯学習論

する者は，「専門
門 2 基礎科H群 l （家
基
礎 生涯スポーツ概論 2 族と生活文化）」よ

科 女 性 だ-fら→ 2 り12単位以tム選
H 択必修。「専門基
群 男 性 、-い-fら^  2 
I 礎科H群 I(言語
生活文化論 2 と表現）」「同 1（歴

家
家 族 論 2 史・思想・社会）」

族
と 発達心理学 2 

より 8単．位選択必
生 修。
l、古 高齢社会論 2 
文
f どもの文化化 2 

染 織 文 化 2 

アジアの女性論 2 

日本文化概論 2 (3)「地域文化」を

H本の歴史 a 2 選択する者は，

日本の歴史 b 2 
「専門甚礎科甘群

I （歴史・思想・
H 本の息想 2 社会）」より 12単

一出ヽJ-
アメリカ文化概論 2 位以上選択必修。

門 アメリカの歴史a 2 「専門基礎科H群

基 アメリカの歴史b 2 
I （言語と表現）」

「同 I （家族と生

礎 アメリカの思想 2 活文化）」より 8

科
韓国の歴 史 2 単位選択必修。

H 
中国の歴 史 2 

ラテンアメリカの歴史 2 
群
カナダの歴史 2 

I 外国史概説 2 

-歴 地 理 i子‘’-・ a 2 
史
地 理 '，子立 b 2 

思
地 誌 2 

木ヽじH』ヽ

社
比較文化概論 2 

会 遺跡と文化遺産 2 -
倫理学概論 2 

宋教学概論 2 

経済原論 I 2 

経済原論 II 2 
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(2) 専門基礎科目群II （研究方法・表現技法）

専門とする分野の研究方法の科目では，課題設定，調壺分析，考察，まとめというような問題

解決能力を身につける。表現の方法に関する知識と技術を習得する科Hでは，目的や相手に応じ

て効果的に表現し，適切に意図する内容を伝えることができる能力を養う。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

専
国際文化研究の方法a 2 「国際文化研究の方

門 法a・b・c」のうちい
基

胃
ずれか 1科Hを含み

国際文化研究の方法b 2 6単位以上選択必修。
目
群
II 国際文化研究の方法c 2 
／ 

6単位研
究
表現の技法 a 2 

忍
表 表現の技法 b 2 
現

督創 作 2 
ヽ
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4. 専門科目群および専門関連科目群

国際文化学科の専門科目は，「表現文化」「生活・民俗・女性文化」「地域文化」の 3系列に分

かれている。それぞれのコースには，各地域の表現、生活・民俗・女性，地域に関して学ぶ科H

と，それらを横断して理解を深める科l::lを配置しているて）

いずれかの系列を各自の専門として選択して， 4年次には各日の興味や研究を「卒業論文」と

してまとめるか，プロジェクトとして課題制作に集大成していく。したがって，どの系列を選択

するか， 1年次から「専門基礎科目群 I・ II」を計画的に履修し，系統立てて学習することが大

切である。

(1) 専門科H群 I（表現文化）

地域としては東アジアとアメリカを軸としつつ，文学，ば語，言語教育，視詑文化のほ

か，それらや他コースの学問分野を複合的にとらえる領域である。特に， 日本の視覚文化

（漫画やアニメなど）が，昨今の国際社会においてめざましく受け入れられていることを踏

まえつつ，サブカルチャー論にも取り組んでいく C〉

(2) 専門科H群11（生活・民俗・女性文化）

人間牛活の営みを文化としてとらえ，かつ，文化人類学や民俗学の視点からもとらえて

いく領域である。衣食仕の各文化のほか，染織文化，都市芸術，環境，スポーツ，身体や健

康，宗教など内容は多岐にわたるぐ

特に，ジェンダー関連の科Hを充実させており，ジェンダーと歴史，グロバリゼーション

とジェンダー，ジェンダーと表現など，各文化におけるジェンダーの問題を輻広く考えてい

く。

(3) 専門科目群III（地域文化）

H本，東アジア，南北アメリカ，ヨーロッパ，環太平洋の諸地域について，その構造およ

び特質を，は語，地理，歴史，政治，社会，文化等種々の面から学際的に学び，各地域の社

会を全体的に坪解し把握する。表現文化コースや生活・民俗・女性コースとは横に重なる関

係となる C) 日本については，各地域との関係を学ぶ科Hを配置し，日本を相対化する視点を

重要視していく。

また，中国に関しては，経済や法律などの科Hも配置している。これらの授業は中国語と

日本語で展開されるので，専門知識と語学）Jを同時に修得していくことができる。詳細につ

いては， 136ページから記載のチャイニーズ・スペシャリスト・プログラムを参照のこと。

(4) 専門科目群W （演習・プロジェクト研究・研修）

基礎ゼミ，演習・プロジェクト研究，研修の 3系列を含む。

「基礎ゼミ I」は 1年次，「同 II」は 2年次の必修である。大学で学ぶための基礎的な学

力を身につけることや専門分野への導人，およびキャリア形成への意識開発をH的としてい

る。

「国際文化演習 I・ II Jおよび「プロジェクト研究 I・ II」は，いずれかを選択して履修

する。
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「国際文化演習 I」は 3年次，「同II」は 4年次の選択必修である。 2年間同じ教員の演

習を継続して履修し，文献講読，調介，分析，発表，討論などを行いつつ， 4年次において

卒業論文を執筆することにより学問の内容を集大成する。

「プロジェクト研究 I」は 3年次，「同II」は 4年次の選択必修である。 2年間同じ教員

のもとで，共同あるいは個人でプロジェクトに取り組み， 4年次において活動報告や課題制

作の形で集大成を行う。

研修の内容は，「インターンシップ」「国際文化研修I・ II」「海外活動 I・ II」であり，

いずれも選択科目である。「インターンシップ」は，企業や自治体および各種団体において

~＇＾定期間の就業体験を行うものである。「国際文化研修 I・ II」は，海外あるいは国内に設

定されたコースで研修を行う。当該地域の文化を現地において体験もしくは身をもって経~

し，新たな知識と視野を獲得することを目的としている。「海外活動 I・ II」は，全学対象

に提供されている JEAP短期語学セミナーに参加した場合に単位として認定されるもので

ある。

(5)専門関連科H群（キャリア形成）

大学における学びと卒業後の活動や仕事とを結びつける科目が配置されており，将来の進

路目標にむかって，学業と並行してキャリア形成を行う。国際法や国際経済などの科目は，

教職課程に関する科目であるが，あらゆる業種において活用できる国際的な視野を養うこと

ができる。また，専門職に必要な知識や技能を修得する科目，資格取得，検定試験合格を目

指す科目が設置されているので，個々の目標を立てて履修していくことが望ましい。

(6) その他の選択科目

指定された科目群より修得した科目以外に，国際文化学科の全ての科目群もしくは人文学

部国際交流学科，経営情報学部，福祉総合学部，メデイア学部より 16単位以上修得しなけれ

ばならない。
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系 年次および単位数 最低修得

列
授業科 目

1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

日本語の音声 2 (1)「表現文化」を専攻

日本語の語彙・紅味 2 する者は， 16単位以上

日本語の文法 a
選択必修（）

2 

日本語の文法 b 2 (2)「生活・民俗・女性

日本の文学a（古典） 2 
文化」を専攻する者は，
4単位以卜且選択必修(,

寸i打 日本の文学b（近・現代） 2 

門 近代アメリカ文学 2 
(3)「地域文化」を専攻
する者は， 4単位以上

科 近代イギリス文学 2 選択必修C

ll 英米児童文学 a 2 

群 英米児童文学 b 2 
I Oral English for Children a 2 

表 Oral English for Children b 2 

雙漢文講読a（韻文） 2 

化 漠文講読 b （散文） 2 

書道 a（書写中心） 2 

書道 b （書写中心） 2 

絵 と 文 呂子 2 

古典芸能と現代 2 

映像文化論 2 
24単位

東アジアの表現文化 2 

衣 と 文 化 2 (1)「生活・民俗・女性
食 と 文 化 2 文化」を専攻する者は，

住 と 文 化 2 
16単位以上選択必修，9

専
都 市

丑
術 2 (2)「表現文化」を専攻コペ^

門
生活 と 環境 2 

する者は， 4単位以上

科
選択必修。

こころとからだ 2 
目
スポーツ文化論 2 

(3)「地域文化」を専攻

群 する者は， 4単位以上

II 
伝統文化と生活 2 選択必修。

仏教文化の世界 2 
生 儒教文化の世界 2 
活
キリスト教文化の世界 2 

民
イスラム文化の批界 2 

俗

ジェンダーと歴史a 2 
女
ジェンダーと歴史b 2 性

文 ジェンダーと福祉社会 2 
化
‘-‘ グローバリゼーションとジェンダー 2 

ジェンダーと表現a（文学） 2 

ジェンダーと表現b（美術） 2 



人文学(";|； 股修の丁・'）1と「続き 125 

系 年次および単位数 最低修得

授業科 目 備 考
列 1年 2年 3年 4年 単位数

日本と東アジア 2 (1)「地域文化」を専攻

日 本 と 北米 2 
する者は， 16単位以上
選択必修。

日本と中南米 2 
(2)「表現文化」を専攻

日本とヨーロッパ 2 する者は， 4単位以上
専
ヨーロッパ世界とアメリカ 2 

選択必修。

門
カナダの社会と文化 (3)「生活・民俗・女性

科
2 

文化」を専攻する者は，

H 
ラテンアメリカの社会と文化 2 4単位以上選択必修。

群
北米先住民社会と文化 2 

m 環太平洋圏の社会と文化 2 

ヘ
多文化社会論 2 

地 越 境 論 2 
域
文 韓国事情 I 2 

化- 韓国事情 II 2 

韓国の社会と文化 2 

中 国 と 日 本 2 

中国都市文化論 2 

中国経済入門 2 

中 国 産 業論 2 

中国ビジネスと法 2 

日中比較文化 2 

基礎 ゼ ミ I ② (1)必修科目を含み12単
専 位以上選択必修。
門 基礎 ゼ ミ II ② (2)「演習 I・ II」「プロ
科 ジェクト研究 I・ II」
目 国際文化演習 I 2 は， どちらか 8単位選
群

択必修。w 国際文化演習 II
6 (3)「演習 IJ 「プロジ

-視、rらi （卒業論文作成を含む） ェクト研究 I」を履修

習 プロジェクト研究 I 2 12単位
するには， 「基礎ゼミ
I ・ II」を修得してい

プ プロジェクト研究II 6 
ること。

ロ (4)「演習 II」および
ジ
インターンシップ 2 「プロジェクト研究II」

工 は，同 Iの単位を修得
ク
国際文化研修 I 2 した同じ教員の科日を
卜 継続して履修するこ
研
国際文化研修 II 2 と。

クブし

(5)「海外活動 I・ II」は．
研 海外 活動 I 2 サマーセミナー（短期

修
海外 活動

語学留学）を行った場
II 2 合の忍定科Hである。
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系 年次および単位数 最低修得

授業科 目 備 考
列 1年 2年 3年 4年 単位数

国 際 法 4 (1)「専門関連科 H群
（キャリア形成）」よ

国際経済学 4 り， 8単位以上を選択

国際関係論 4 
必修。

国際文化特論 a 2 

国際文化特論 b 2 

翻訳の基礎（英日） 2 

翻誤の技法（英日・実務翻訳） 2 

専 通訳の甚礎（英日） 2 

通訳の技法（英日・実務通訳） 2 
門
日中翻訳技法 2 

関 日中通訳技法 2 

日韓翻訳技法 2 
連
日本語教授法a（教授法） 2 

(2)「日本語教授法b
科 日本語教授法 b 2 （コースデザイン・評
（コースデザイン・評価） 価）」「日本語教授法c

日本語教授法c（教材・教具） 2 8単位
（教材・教具）」を履修

目 するには，専門科H群

日本語教育事情a 2 I （表現文化）の「日
本語の文法a・ b」を

群
H本語教育事情b 2 修得していなければな

/ 
らない。

キ 日本語教育実習 3 

ヤ 児童英語教授法 I 2 

リ 児童英語教授法 II 2 

ア English Teaching Methodology I 2 

形 English Teaching Methodology ll 2 

-成
秘書実務 I 2 

秘書実務 II 2 

キャリア開発a（行政業務の基礎） 2 

キャリア開発b（旅行菜務の甚礎） 2 

プロジェクト教育 I 2 

プロジェクト教育Il 2 

プロジェクト教育m 2 

プロジェクト教育W 2 
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5. 自由科目群

専門の内容以外に，教育職員免許状や学芸員資格などに必要な科目を配置する。本科H群の履

修単位は，卒業単位に含まれない。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科 H 

1年|2年 3年 4年 単位数
備 考

博物館概論 2 

博物館学各論 4 

視聴覚教育 2 

博物館実習 I 2 

博物館実習 II 1 

教育原理 I 2 

教育原理 II 2 
（教育謀程の意義及び編成の方法を含む）

教 職 論 2 

教育心理学 2 

自 青年心理学 2 

教 育 制 度 2 

教 ユ目 方 法 2 

由 国語科教育法 I 2 

国語科教育法 1I 2 

国語科教育法 11I 2 

科
社会科教育法 I 2 

社会科教育法 1I 2 

社会科教育法 1II 2 

社会科教育法 w 2 
目
地理歴史科教育法 I 2 

地理歴史科教育法II 2 

英語科教育法 I 2 
群 英語科教育法 II 2 

英語科教育法 III 2 

道 徳 教 ギ目 2 

特 別 活 動 2 

生 徒 指 導
2 （進路指導の理論及び方法を含む）

教 育 相 弓n火火
2 

（カウンセリングを含む）

総合演 習 I 2 

総合演 習 II 2 

教育実習 I 
3 

（事前及び事後指導を含む）

教育実 習 II 2 
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，輻広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ間題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等を主たる目標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした間題意識をもって科H履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科目を“人格形成領域"“一般教養領域”“基礎能力領域”という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科且群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」 9人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

.＾般教餐領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非言語分野」［は語分野J「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります（）いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独自の科目として

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養 I~IV」として単位認

定しますo LASセンターが独自に開講するこれらの科目は，すべて 1~4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科H

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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LASセンター科目群

領 年次および岨位数

域
系 列 授業科H 備 考

1年 2年 3年 4年

①地球と環境
地球環境論 ※ 2 

生活と環境 ※ 2 

現代の人間思想

人 ②人間と思想
日本の思想 ※ 2 LAS科H群から
アメリカの息想 ※ 2 修得した単位の

格 現代思想 2 中から30単位を

形
国家と政治 2 限度として，各

③国家と規範
日本国憲法 ※ 2 科H群に申請に

成 法律学概論 ※ 2 より振り替える

領 政治学人門 ※ 2 ことができま

④倫理と社会
倫理学概論 ※ 2 す。詳細につい

域
情報社会と情報倫理 2 ては，オリエン

女性学人門 2 テーション時に

⑤社会とジェンダー
ジェンダー論 ※ 2 説明します。

女性学 ※ 2 

男性学 ※ 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史a ※ 2 

日本の歴史 b ※ 2 

アメリカの歴史a ※ 2 

①人類のあゆみ
アメリカの歴史 b ※ 2 

韓国の歴史 ※ 2 

中国の歴史 ※ 2 

ジェンダーと歴史a ※ 2 

ジェンダーと歴史 b ※ 2 
-- 人類と科学技術の発達 2 

般
文化人類学 ※ 2 

キリスト教文化の世界※ 2 
教 イスラム文化の批界※ 2 

養
②文化のかたち 日本文化概論 ※ 2 

アメリカ文化概論 ※ 2 
領 日本美術 ※ 2 

域 西洋美術 ※ 2 

社会学入門 ※ 2 

経済事情 2 

①社会と経済 経済学人門 ※ 2 

経済学の基礎 2 

中国経済人門 ※ 2 

心と身体の科学 2 

健康栄養秤理 2 

①健康と福祉 こころとからだ ※ 2 

ジェンダーと福祉社会※ 2 

健康維持と牛活骨慣 2 

※印は，他の科目群に配％
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リベラルアーツ＆サイエンス科H群

領 年次および単位数
考系列 授業科目

1年I2年
備

域 3年 4年

基礎の数学 2 

線形代数学 2 

基 ①非言語分野 統計学の基礎知識 2 

礎
総合基礎教養 I（非言語） 2 
総合基礎教養II（非言語） 2 

能 日本語基礎表現法 2 

力 日本社会と日本語 ※ 2 
②言語分野

総合基礎教養III（百語） 2 
領 総合甚礎教養1V（言語） 2 

域 ③ビジネスマナー
ビジネスマナー I 2 
ビジネスマナー II 2 

④プレゼンテーション
プレゼンテーション I 2 
プレゼンテーション II 2 

※印は，他の科H群に配当
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VII 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申油は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表ホをする学期初めの重要な手続きであるつこの

履修申請手続きを間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないよ

うに履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどはないよ

う，提出する前に授業時間割表に即してもう一度確認、するなど，細心の‘iじ意を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認す

ること。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとって

おくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は誌められないので，授粟科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎直に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記人した場合は，両科Hとも登録無効となるので注意す

ること。

(4) 一度単位を取得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科且コマ・コード番号など必要事項を正しく記人することっ品載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効となるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は，黒色ボールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期Hを厳守すること。

Vlll 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科Hについては，次年度において再び履修

することができな

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，必ず人文学部1i

務室に相談すること。ただし 1年次牛の規定外履修は原則として認めない
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IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期未または学年末に行

い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の1/3以上欠席した場合には，原則として昔該授業科H

の受験資格を失う。ただし，病気またはJ［当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある（）

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する

(4) 授業科Hによって論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある/}

2.追試験

(]) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年木に実施する

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成粕表の％該科Hに＇「の表ぷがなされた場合に限っで受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を人文学部事務室に提出しなけれ

ばならない。

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき200円である。

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期未または学年未に実施する。ただし，授業科Hによっては

再試験を行なわない場合もある勺

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科HにFの表示がなされる）となっ

た授業科Hのある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許n［された者は，「再試験受験顧」を人文学音闘事務室に提出しなけれ

ばならない。

なお，再試験の受験料は， 1科Hにつき 1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指ホに従わなければならない。なお，監督者の指示に

従わない者には，退場を命ずることがある 0

(2) 試験場内では，筆叫月］具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指定
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する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机のt．の見やすい場所に

提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる場

合はこの限りでない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を受

けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明その

他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければならない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該授

業科目の単位の認定を行なわない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知する

と共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，人

文学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期H以外には交付しない。

(2) 成禎の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100-80点

B : 79-70点

F : 59点以下（再試験受験可）

T:追試験受験可

C : 69~60点 z:追・再試験の受験資格なし

D: 59点以下

E:．未受験

(3) 成績についての疑問，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので人文学部事務室に問合

わせること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学牛証および委任状を持参すること。
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児窟英語指導員投成課程

l 児童英語指導員について

小学校において「総合的な学習の時間」の国際理解教育の＾環として，外国語に慣れ親しみ，

外国の牛活や文化に触れるなどの学晋活動が加わりましたそれに伴い， It1期英語教育への関心

はますます高まっています。児咽に英語を教えるということは，音声重視ということと，英語に

対する興味を抱かせるという、Iばにおいて，中高化の指導法とは異なりますし，児童英語指導員養成

講附では，児箪の発逹段階を名慮し，早期英語教育に対応できる英語教師を投成することを H的

とします。

II 課程修了認定について

現時点では，児菫英語指導員には，資格認定や免許制度がありません。大学や専門学校などの

飽戊機関は，それに基づいてカリキュラムを組み，それぞれに課程修了認定を行っています。

本学も，所定の単位を修得した学牛には，独自の諜程修f認定証を発行します。修［証が必要

な場合は，卒業時あるいは卒業後に，所定の手続きにより発行申請してください。
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m 課程修了認定に必要な単位について

児童英語指導員養成課程に関する科目は，人文学部国際文化学科に設置されています。

以下の表にしたがって，合計34単位（必修30単位，選択4単位）を取得することで，修了認定

証が交付されます。なお，これらの科目はすべて卒業要件単位にも含まれます。

領域 科H名

英語科教育法 I

児
児童英語教授法 I童

英
児童英語教授法1I （実習を含む）語

教
English Teaching Methodology I 育

English Teaching Methodology II 

英米児童文学 a

ノ1日L』
英米児童文学 b

童
英 Oral English for Children a 
語

Oral English for Children b 

児旱立
発達心理学、し、

理

英 近代アメリカ文学
米

斎 近代イギリス文学
英語学概論 a

言
語 英語学概論 b
，，，，—子9^  

Basic Writing Skill 

アメリカ社会と英語

英 アメリカ文化概論

委異文化間コミュニケーション論
化
比較文化概論

ヨーロッパ世界とアメリカ

間い合わせ先：人文学部事務室

修了証の申請先：証明書センター

科目群

自由

専門関連

専門関連

専門関連

専門関連

専門 I

専門 I

専門 I

専門 I

専門基礎 I

専門 I

専門 I

専門基礎 I

専門基礎 I

学科共通 I

学部共通基礎

専門基礎 I

専門基礎 I

専門基礎 I

専門III

履修
単位 必修選択

【参考】
年次 英語教免

3 2 必修 必修

2・3 2 必修

2・3 2 必修

3・4 2 必修

3・4 2 必修

3・4 2 必修

3・4 2 必修

3・4 2 必修

3・4 2 必修

2・3 2 必修

2・3 2 必修 選択

2・3 2 必修 必修

1 ・ 2 2 必修 必修

1 ・ 2 2 必修 必修

1 ・ 2 2 必修 必修

1 ・ 2 2 選択

1 ・ 2 2 2科H4 選択
単位選択

必修1 ・ 2 2 必修

1 ・ 2 2 選択

3・4 2 選択
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プラス One

「チャイニーズ・スペシャリスト・プログラム」

1.趣旨

近年，中国経済の躍進に伴って，国際社会における中日のプレゼンスが次第に高まり，今後，

束アジアにおける日本と中lk]との相圧協力，相圧依存の関係がいっそう強まっていくと見られま

す。特に，民間部門においては，中国市場を目指した日系企業の進出が加速していく中，中国に

詳しい人材を持つことは日中ビジネス発展の前提条件であり，成功の基本条件にもなりますしし

たかって，中国のば語，文化，社会，経済等を熟知し，異文化交流に適応していける人材に対す

る孟要は，これまで以上にその必要性が高まっていくと考えられます、）

冴プログラムは，このような社会的なニーズに対応し，人学時の学部・学科に在藉しながら，

叫 E]に関する知識を総合的に学習する，いわゆるダブルメジャーを H指すことが可能であり，プ

ログラムの最大特徴でもあります（）日本人学牛はプログラムを履修することによって， 日本と中

国の文化，社会，歴史に関する基礎知識を系統的に学晋し，日中両国文化を比較しながら，異文

化コミュニケーションの能力を身につけられるだけではなく，日中ビジネスで不可欠な経済，法

律に関する知識を学晋し，卒業後， H中ビジネスの即戦力になれますc また，中国文化圏からの

学生は， ［］中文化の比較学習によって，専門知識に対する坪解を深め，かつ円滑に学業を終「す

ることができ，卒業後， ［1中交流のスペシャリストになることが期待されます()

2.単位認定および履修について

「語学・日中コミュニケーション」 (14単位）をコアとして，「文化と社会」 (8単位），「経済

と経悩~」 (8 単位），［中国研修・留学」 (4 単位＋単位認、定分）という三つの科目群から構成され

ます（）

また，中国語能力の向上や，中国ビジネス体験学習の場として，「プロジェクト教育 I~wJ 

(8単位）を設け， さらに，中日文化学習のステップアップを希望する履修生に対しては， 3, 4 

年次に「国際文化演習 1・ II」(8単位），「プロジェクト研究 I・ II」(8単位）を導人していま

す。

本プログラムは，人文学部国際文化学科に設置しますが，より多くの学生に履修してもらうた

めに人文学部国際交流学科生はもとより，他学部•他学科の学生の履修を可能にし，学部・学

科横断的な，ダブルメジャー的なプログラムが特徴ですQ
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3.プログラムについて

く語学・日中コミュニケーション＞ （14単位）

科 H 名 配当年次 単位数 履修学年 備考

中国語 I A 1 ・ 2 2 1 人文学部，経営情報学部

中国語 I B 1 ・ 2 2 1 人文学部，経営情報学部

中 国 語 II 2 ・ 3 2 2 人文学部

中 国 語 III 2 ・ 3 2 2 国際文化学科

中国語演習 3 ・ 4 2 3 国際文化学科

日中翻訳技法 3 ・ 4 2 3 人文学部

日中通訳技法 3 ・ 4 2 4 人文学部

く文化と社会＞ （8単位）

科 目 名 配当年次 単位数 履修学年 備考

中国の歴 史 1 ・ 2 2 1 国際文化学科

中国 と 日 本 2 ・ 3 2 2 国際文化学科

中国都市文化論 2 ・ 3 2 2 国際文化学科

H 中比較文化 3 ・ 4 2 3 国際文化学科

く経済と経営＞ （8単位）

科 目 名 配当年次 単位数 履修学年 備考

中国経済入門 2 ・ 3 2 2 国際文化学科，国際交流学科

中国産業論 2 ・ 3 2 2 国際文化学科

中国ビジネスと法 3 ・ 4 2 3 国際文化学科，国際交流学科

日中ビジネス 3 ・ 4 2 3 国際交流学科

く中国海外研修・留学＞ （4単位＋単位認定）

科 目 名 配当年次 単位数 履修学年 備考

海外活動 I （中国研修） 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 2 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 国際文化学科

インターンシップ（中国） 3 2 3 国際文化学科

海外短期留学 (1か月） l ・ 2 ・ 3 ・ 4 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 
現地での講義内容により単位認
定 (2~4単位）

長期留学 (1年） 3 3 
現地での講義内容により単位認
定 (l4~30単位）

くプロジェクト・演習＞ （16単位）

科 H 名 配当年次 単位数 履修学年 備考

国際文化研修 I 1・2・3・4 2 l ・ 2 国際文化学科

国際文化研修II 1・2・3・4 2 1・2・3・4 国際文化学科

プロジェクト教育 I 1・2・3・4 2 1 国際文化学科，国際交流学科

プロジェクト教育II 1・2・3・4 2 2 国際文化学科，国際交流学科

プロジェクト教育III 1・2・3・4 2 1 国際文化学科，国際交流学科

プロジェクト教育W 1・2・3・4 2 2 国際文化学科，国際交流学科

プロジェクト研究 I 3 2 3 国際文化学科

プロジェクト研究II 4 6 4 国際文化学科

国際文化演習 I（中目文化・経済） 3 2 3 国際文化学科

国際文化演習 1I（中l玉］文化・経済） 4 6 4 国際文化学科
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4. 履修モデル

学年 学期 05五口 1だ乙ら 研修・プロジェクト 専門科H

前期 中国語 IA プロジェクト教育 I
（中国語検定）

1年 夏期プログラム サマースクール
プロジェクト教育 II
（中国語圏映像文化）

後期 中国語 IB 
海外活動 I（中国）
国際交流研修（海外）

前期 中国語II プロジェクト教育III

（中国語検定）
夏期プログラム 短期留学

プロジェクト教育IV

2年 中国語III
（中国創業実践） 中国経済入門

後期 国際文化研修 中国都市文化論
中国語演習

中国の歴史

春期プログフム 検定準備講座

国際文化演習 I
またはプロジェクト研究 I

前期 中国ビジネスと法

検定準備講座
日中ビジネス

3年 長期留学
インターンシップ 日中比較文化

国際文化演習 I

後期 またはプロジェクト研究 I
中国産業論
H中翻訳技法

国際文化演習 II

前期
（卒業論文含む）

4年 検定準備講座
またはプロジェクト研究II
日中通訳技法

後期
国際文化演習 II
またはプロジェクト研究II

注］） 「中国語検定」関連の「プロジェクト教育」及び「海外活動 I （中国）」はチャイニーズ・ス

ペシャリスト・プログラムの必修として扱う。
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5.中国語検定の目標

2年後期から中国語で行う授業を履修するために， 1年次から目標をもって中国語を学習して

いきます。このプログラムに登録する全ての学生は，中国語検定を受検し，キャリアアップをめ

ざしていきます。

受験時期 レベル 合格を目指すためのプログラム

中国語 IA
夏期プログラム

1年 11月 準4級 国際交流研修
中国語IB 

プロジェクト教育 I （中国語検定）

2年 6月 4級 中国語II 短期留学

国際文化研修

2年 3月 3級
中国語m 春期プログラム
中国語演習 プロジェクト教育m（中国語検定）

4年 11月 2級
国際文化演習 I・ II 

国際交流インターンシップ
国際交流演習 I・ II 

6.プログラムの運営

チャイニーズ・ペシャリスト・プログラムは，主に次の教員が担当します。

孫根志華助教授 （中国文化研究センター所長） コア 経済

コア語学

槃 殿武講師 （国際交流学科） コア文化

＊チャイニーズ・スペシャリスト・プログラムについての詳しい説明は，各学年において実施

する 4月のオリエンテーションで行う。 1・ 2年は中国語学習が主となるので， 1年次から

計画を立ててプログラムに参加することが望ましい。

間い合わせ先： 人文学部事務室 （本部棟 1階）
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履修の手り1と手続き

I 授業科目について

人文学部国際交流学科における授業科Hは，学科共通科目群 I・ II,学部共通基礎科日群，専

門基礎科H群 I, II,専門科H群 I~W，特設科ll群及び自由科H群から構成されている〈，適切
な行動力， interactionの能力を身につけ，実際に国際的な環境で活羅できるように科Hを配置

している。

自由科Hにおいては，教職に関する科Hが準備されている。
また，国際交流学科では，「英語集中特』IIプログラム」を置いている。英語集中特』IIプログラ

ムについては164-165ページ参照のこと。

II 授業科目の単位と認定

本学では単位制を採用しているの単位制とは，ひとつひとつの授業科tlにうビの基準により定

められた単位があり，履修した授業科Hに対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度であるc

単位の認定は， A・ B ・ C, 3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認

定しない。

m 卒業に必要な単位ついて
卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりであるし

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めないc

ロ 人文学部 国際交流学科

単位数

学科共通科目群I（英語・日本語） 12 
• ---------------“-• ------°“• ------O - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -“------ -““° --------• -------“”------°“-------＂ 、^----0 -“”• -------0 - - - - ～ ----

学科共通科H群II （情報科学） 4 亨蔀玉岡伍礎科五扉…:i1:r-"¥) I 1, --—ーロー一
---------------------------------------------------------

専門基礎科目群l（世界の文化と言語） 8 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------、--• ・ 

甕門羨羹狂且且叫璽羹塵基饂臼!-----:::::----［:::---::::::----::::----::-::-[::…------…------…---::::::
専門科目群 I （国際交流・協カコース）

専門科目群II （国際コミュニケーションコース）

(* 1) 
24 

" ＂ ＂ ＂ " " ＂ " " " " ＂ ＂ ＂ ＂ " " " " ----" " " ＂ ＂ ＂ " ＂ " " " ＂ ＂ ＂ ----" ＂ ＂ " ＂ " ＂ " " " " " • ----＂ ＂ " ＂ " " ＂ " ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂―- --＂ " " " ＂ "――ーー"" " ＂ ＂ ＂ ＂ " " " ＂ " " "――" " ＂ " " " " ＂ ＂ ＂ " ＂ " " ＂ " " " " " ＂ ＂ ＂ " ---""""" 

専門科目群Ill（演習） 1 10 

専門科H群w（専門関連科H群）
指定された各科目群より修得した科H以外に
選択必修

計

10 

32 

126 

(* 1)いずれか 1コースを選択することし、なお24里位のうちtコースより 18単位以上，他コースか
ら6単位以上修得すること。

※ 卒業論文を選択しない学生は専門科目群I~Nの内より， 4単位を選択必修。
※ 外国人留学生・帰国生は特設科目群での修得単位を他の科且群の単位に一部振り替えることがで
きる。（詳細は 156頁参照のこと。）
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科Hを含め36単位以上修得

しなければならない。

各学年における授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

学年 I 単位数の目安

1年次 I学科共通科目群 I （英語・日本語）
Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I 2科目 6単位（必修）

日本語 TA・ I B （外国人留学生・帰国生必修）・・ 2科目 4単位

学科共通科H群Il （情報科学）

情報メデイア論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報メディア演習 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

学部共通基礎科目群

国際日本学a............................

政治学人門．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

経済学入門・・・...........................

選択科§ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....... 

専門基礎科H群 I （世界の文化と汀語）

1科目 2単位（必修）

1科目 2単位（必修）

1科目 2単位（必修）

1科目 2単位（必修）

1科目 2単位（必修）

3科H6単位（選択）

外国語科§.............................. 2科目 4単位（選択必修）

専門基礎科H群II （国際交流基礎論） ・・・・・・・・ 1科目 2単位（選択）

専門科目群 I（国際交流・協カコース）．．．．．．

専門科目群II （国際コミュニケーションコース）．．． ｝ 
1科H2単位（コース必修）

専門科目群1lI （演習）

修得単位数 基礎ゼミ I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l科Hl単位（必修）

39単位 ※指定された各科目群より修得した科目以外に 8~10単位

2年次 I学科共通科目群 I（英語・日本語）
Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II 2科甘 4単位（必修）

日本語IIA・IIB （外国人留学生・帰国生必修）・・ 2科H4単位

学部共通基礎科H群 4科H8単位（選択）

専門基礎科目群 I （枇界の文化と言語） ・・・・・・ 2科目 4単位（選択）

専門基礎科H群II （国際交流基礎論） ・・・・・・・・・ 2科目 4単位（選択）

専門科目群I （国際交流・協カコース）．．．．．．．．

専門科日群II （国際コミュニケーションコース）．．．｝
8単位（選択）

専門科H群III （演習）

基礎ゼミ II ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科H］巣位（必修）
修得単位数 専門科H群N （専門関連科[1群） •．．．．．．．．．．．．．．． 3 科目 6 単位（選択）

39単位 ※指定された各科目群より修得した科目以外に 4単位
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学年 単位数の H 安

3年次 学科共通科H群 I（英語・日本語）
英語科H ..........................疇●● 1科目 2単位（選択）
日本語科H （外国人留学牛・帰国生） 2科H4単位（選択）
専門科H群I（国際交流・協カコース）．．．．．．．．．｝
専門科目群II （国際コミュニケーションコース）．．．．

14単位（選択）

専門科H群皿（演習）

修得単位数 国際交流演習 I........................... 1 Ht1 2単位（必修）
38単位 ※指定された各科H群より修得した科目以外に18-20単位

4年次 専門科H群Ill （演習）
国際交流演習 II ...................... 1科H2単位（必修）
卒業論文 ............................ 1科H4単位

修得単位数 ※指定された各科H群より修得した科日以外に 4単位
10単位 （卒業論文を履修しない者は， 146ページ備考欄を参照のこと（〉）。

卒業

修得単位数

126単位



人文学，9il；脱修の了'）|と丁紬苔 145 

v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

凡例●「 l・II・III・N」で表示された科目は，数字の順序に従い，履修するものとする。

●「 a • b」はどちらを先に履修してもよい。また， どちらか一方のみの履修も可とする。

●ただし，実際の履修については，シラバスに記された各科目の履修要件をよく読むこと C)

●単位数に0を付した科目は，必修を示す。

1.学科共通科目群

学科共通科H群は，同 I （英語・日本語），同 II （情報科学）て系列に分かれているが，

それらの各系列のうちから「III. 卒業に必要な単位について」に示した所定の単位以上を修

得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語・日本語）

系

列

巫・子

科

」廿ノ^  

通

科

目

群

I 

英
語

H 
本

語-

国際社会に生かせる英語，外国人留学生・帰国生においては高度な日本語を学ぶための科

Hを配置している。

年次および単位数
最低修得

授業科H
単位数

備 考

1年 2年 3年 4年

Fundame叫 lsof English I ③ 
「学科共通科H群

Oral Fluency I ③ I （英語• H本
Fundamentals of English II ② 語）」において，

Oral Fluency II ② Fundamentals 

Basic Writing Skills 2 of English Iから

Intermediate Grammar 2 Public Speaking 

Intermediate Practical の中より，必修科

Discussion Skills 
2 Hを含み12単位以

Intermediate Reading Skills 2 上選択必修。

Oral Fluency III 2 

Intermediate Writing Skill, 2 

TOEIC : Vocabulary I 2 12単位

TOEIC : Grammar & Listening I 2 

TOEIC : Vocabulary II 2 

TOEIC : Grammar & Listening Il 2 

Advanced Grammar 2 

Advanced Practical 
2 

Discussion Skills 

Advanced Reading Skills 2 

Oral Fluency N 2 

Business English Writing 2 

Spoken Business English 2 

Public Speaking 2 
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系
年次および単位数

最低修得
授業科H

単位数
備 考

列 1年 2年 3年 4年

日本語 IA ② 
外国人留学生・帰}—子‘’テ

日本語 I B (2-> 国生は「日本語
科
日本語 II A ② I ・ II ・ III・ N, ビ

±1: 
ジネス日本語 I.ノ

日 本語 II B ② 
通 II」を第力t国語
科
H 本語 III 2 として，必修科目

目
日 本語 w 2 を含み12単位以上

選択必修。
群 ビジネス日本語I 2 

I ビジネス日本語II 2 

／ヘ H本語基礎a 2 H本語基礎 a.
英
日本語基礎b 2 b ・ c ・ d ・ e ・ 至

＂ロ
f ・ g ・ h」は英H本語某礎c 2 

H 語圏からの留学生
本 日本語基礎d 2 対象科目である。
語 日本語基礎€ 2 

日本語基礎 f 2 

日本語基礎g 2 

日本語基礎 h 2 

〔備考〕

(1)学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生徒は日本語を選択可能）

を学ぶ。うち， Fundamentalsof English I ・ II, Oral Fluency I ・ IIは必修科目である。外国
人留学生・婦国生徒で日本語を選択する場合は，日本語IA・IB・IIA・IIBが必修となる。
(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには，それぞれのIを修得してい
なければならない。

(3) 日本語IA・ I Bのどちらか 2単位を修得しなければ， 日本語IIA・IIBを履修することはでき
ない。

(2) 学科共通科H群 II （情報科学）

これからの情報化社会で必要とされる，パソコンやインターネットなどについての知識と

技能を修得し，実務能力を養う科目を配置している。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数
‘‘芹

情報メデイア論 ② 
「コンピュータ技

賛
能 I・ II Jを履修通

するには，「情報科

晶 情報メデイア演習 ② 
メデイア演習」を

II 4単位
修得していなけれ

闘 コンピュータ技能 I 2 ばならない。

> コンピュータ技能 II 2 gr: 

〔備考〕

「コンピュータ技能 I」履修後に， MicrosoftOffice Specialist（通称MOS)あるいは日商PC検定

を受検することが望ましい。科且を履修していなくとも，上記の資格の受検およびミニマムスタンダ

ードは認められる。
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2.学部共通基礎科目群

学部共通基礎科目群は，人文学部国際文化学科と共通する科目を配置している。グローバル

化する文化や社会，コミュニケーションのありかたを多様な切り［」から学び，現代に生きる人

間としての教養を身につけ，人文学を学ぶことの意義を明確にしていく。そのために，本科目

群は，［世界の中の日本」 「人間と社会」「地球の未来（平和・環境）」「コミュニケーションと

異文化理解」「ジェンダー•こころ・身体」「自己表現と文化」の 6 系列に分かれている。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

牒 国 際 日 本学 a ② 「学部共通基礎科
の

目群」の中より，
9 1’ 国 際 日 本学 b 2 
の 必修科目を含め，II 国際文化テーマ講座本 2 

20単位以卜選択必
日 本 文 化 a 2 修c

日 本 文 化 b 2 

日 本 文 化 C 2 
人
日 本 社 会 a 2 

間 日 本 社 会 b 2 

と 日 本 社 会 C 2 

社 政 治 学 入 門 ② 

会
経 済 巫f 入 門 ② 

社 会 え子 入 門 2 

法 律 学 概 論 2 

日 本 国 憲 法 2 

牒 国際ボランティア論 2 
20哨位の

球土 地 環 境 論 2 

贔--- 国 際 政 治 人 門 2 

腐 国 際 経済 事情 2 
ご了

コミュニケーション概論 2 ミ

> 日本社会と日本語 2 

嘉と アメリカ社会と英語 2 

文 化 摩 擦 2 角年

ジ
スポーツ科学 a 2 -E→ 

ン
ダ
ス ポーツ科学 b 2 ！ 

ろ
人 間 心 理 2 

ば ンヽゞ 工 ン ダ 論 2 

自 現 代 詩 歌 2 
己
表 比 較 表 現 論 2 
現
と 枇界女性の I]己表現 2 

斎 異文化体験と表現 2 
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3.専門基礎科目群・専門科目群

「専門基礎科H群」は，専門諸科H群を学ぶ基礎となる科H群であり，「世界の文化と言

語」「国際交流基礎論」の 2分野に分かれている（，「専門科H群」は，「国際交流・協カコ

ース」「国際コミュニケーションコース」「演習J「専門関連科H群」の 4分野に分かれてい

る。学生は 3年次に「国際交流・協カコース」もしくは「国際コミュニケーションコース」

のいずれかを選択して分かれる。卒業要件を満たすには， ＂」人ひとりが学びたい専門分野の

科Hを， 1年次から系統だてて腹修し，必要単位を修得することが望ましい0

(1) 専門碁礎科H群 I （世界の文化と言語）の内容と教育H標

専門科H群 Iは， 9世界の文化と言語」を学ぶ科H群である。地域の文化と宗教文化に

ついて学ぶ科且および第こ外国語の科目を設けている。異文化と言語を学び，国際コミ

ュニケーション能力の増強を図る。

(2) 専門基礎科H群II （国際交流基礎論）の内容と教育目標

専門基礎科ti群IIは，「国際交流基礎論」をテーマとする科H群である。現代における

地球規模の国際交流・協力および国際コミュニケーションの重要性を多様な角度から学ぶ

ことができる（〕

(3) 専門科H群 l （国際交流・協カコース）の内容と教育H標

専門科H群Iは，「国際交流・協カコース」の科目群である。「国際交流・協力実践の方

法」をコース必修科Hとし，次のような科Hを設けている。

l) 「日本と北米」「El本と中南米」 9日本とヨーロッパ」「日本と束アジア」は，日本と

国際地域，あるいは地域相互間の政治・経済・文化などにおける交流の問題を理解する

ための科Hである。

2) 「国際機構論」「NGO・NP(_)論」「開発と女性」「国際開発論」は，国際的な行動を

実践することに役立ち，なおかつ国際的な問題への理解を深めるための科Hである。

3) 「国際関係論J「アジア国際関係論」「アメリカ国際関係論」は，国際関係を理解する

ための科目である。

(4) 専門科目群II （国際コミュニケーションコース）の内容と教育目標

専門科H群IIは「国際コミュニケーションコース」の科H群である。「国際コミュニケ

ーション実践の方法」をコース必修科Hとし，次のような科Hを設けている。

1) 「言語学概論a・b」「社会言語学」「翻訳の基礎（英日）」「通訳の甚礎（英日）」「通

訳の技法（英日・実務翻訳）」「翻訳の技法（英日・実務翻訳）」「日中翻訳技法」「日中

通訳技法」「日韓翻訳技法」は，言語及び言語コミュニケーション翻訳・通訳の技法を

学ぶ科Hである。

2) 「異文化間コミュニケーション論」「異文化適応論」「国際人間関係論」は，異文化間

コミュニケーションに関する科目である。

3) 「ユーモア・コミュニケーション」［国際摩擦とコミュニケーション」「国際コミュニ

ケーションとメデイア」「組織コミュニケーション論」は，国際関係におけるコミュニ
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ケーションに関して学ぶ科Hである。

4) その他，出版，マスコミについて実践的に学ぶ科目を置いている。

(5) 専門科目群III （演習）の内容と教育H標

専門科H群l!Iは，「基礎ゼミ I・ II」「国際交流演習 I・ II」「国際交流研修J及び

インターンシップ科Hで構成されている e 「国際交流演習」は，個々の研究テーマによ

り， 3 • 4年の必修科目であり， 2年間同じ教員の演習を履修していく。「国際交流研

修」は，国内外で実施し，大学で実践的知識として学んだことを，実地で体験し学習す

る。インターンシップ科Hでは，内外の企業・組織等でインターンシップを実施する。

1) 「基礎ゼミ I・ II」は 1・ 2年次の必修であり，専門科目を学習するための基礎教育

を目的としている。

2) コース必修科目である「国際交流演習 I・ II」は， 3 年次• 4年次に各 2単位，計

4単位が必修となっている。「国際交流演習」のそれぞれの履修申請にあたっては， 2 

年次に仮登録を実施する。その方法・期日等は掲示する。

また，それぞれ演習 IIを履修するには，演習 Iの単位を修得していなければならない。

(6) 専門科H群w（専門関連科H群）の内容と教育目標

専門科H群Wは，国際社会，国際経済， 日本語教授法，英語教授法，英語学，英米文学

など資格に関連する科目からなっている。

なお，実践的能力を養う「プロジェクト教育 I・Il・III・NJについては，オリエンテ

ーション時に説明をする。

(7) その他の選択科H

指定された 平目群より修得した科H以 に 以上の手目群もしくは人文学部他学科

経営情報学部，福祉総合学部，メデイア学部の科Hより 32単位以上修得しなければならな

し‘
゜
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系
授業科tl

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

文 化 人 類 足子 2 (1) 「専門基礎科

仏教文化の 1仕界 2 H群 I （世界の文
化と言語）」の中

キリスト教文化の軋界 2 より，第 2外国語

イスラム文化の世界 2 1ケ国語 4単位を

含み 8 単位以卜〗選
偏教文化の世界 2 択必修。

、上ー・ 教 Af‘’— ’ 概 論 2 (2)全ての註語に
AJ.< 

おいて， I Bを履
外 lll 史 概 説 2 修するには IAを

地 理 ‘ヽr‘’令・ a 2 修得していなけれ

ばならない。
地 理 だ―f'̂’ b 2 

地 ニ二比-じl:ュヽ 2 

昔ヽji— ド イ ツ 語 l A 2 

門 ド イ ツ 語 I B 2 

甚 ド イ ツ 語 II 2 

礎 フラ ンス語 l A 2 

科
フ ラ ンス韮nロ I B 2 

H 
フ ラ ン ス 語 Il 2 

スペイ ン語 I 八 2 
群 8単位
スペイ ン語 I B 2 

1 
ス ペ イ ン 語 II 2 

世
ス ペ イ ン 語 lI1 2 界

の
中 国 語 I A 2 

文
化 中 国
と

語 I B 2 

i．．i → 
中 国 語 II 2 

語
語-中 国 III 2 

夕 イ 語 I A 2 

夕 イ 語 I B 2 

マレー・インドネシア語 IA 2 

マレー・インドネシア語 IB 2 

ベ トナム語 I A 2 

ベ トナム語 I B 2 

韓 国 語 I A 2 

韓 国 語 l B 2 

韓 国 語 II 2 

韓 国 語 III 2 
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系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

専
国際交流・協力概説a（軋界） 2 専門基礎科目群 II

門 （国際交流基礎

基 国際交流・協力概説b（日本） 2 論）の中より， 6

胃国際交流・協力概説c（アジア） 単位以上選択必

H 
2 修。

群
文化交流史 a（日本：アジア）
II 2 

ヘ
文化交流史 b（日本：欧米）国 2 6単位

慶国際交流・協力と法 2 
流
碁
海 外

礎
活 動 I 2 

編ヽ
海 外 活 動 II 2 

国際交流・協力実践の方法 2 国際交流・協カコ

ースを選択する者

日 本 と 北 米 2 は， 「国際交流・

日 本 と 中 南 米 2 
協力実践の方法」

と国際コミュニケ

日本とヨーロッパ 2 
ーションコースの

科目 6単位を含み

日本と東アジア 2 24単位以上選択必

修。
専

汀
中 国 経 済 入 門 2 

日 中 ビ ジ ネ目 ス 2 
群
I 中国ビジネスと法 2 

ヘ国
国 際 機 構 論 4 24単位

際
交
NGO・NPO論流 2 

協 NGO・NPO実務 2 
力
コ 国 際 開 発 論 4 l 
ス
ヽ 国 際 関 係 論 4 

国 際 経 営 論 4 

アジア国際関係論 4 

アメリカ国際関係論 4 

開 発 と 女 性 4 
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

English Learning ~lethods I 2 国際コミュニケー

ションコースを選
English Learning lllcthods II 2 択する者は， 「国

English Learning ¥lcthods Ill 2 
際コミュニケーシ

ョン実践の方法J

English Learning'vlethods]¥’ 2 と国際交流・協力

English Communication I 2 
コース 6単位を含
み， 24単位以上選

English Communication II 2 択必修。

English Communication Ill 2 

English Communication IV 2 
「EnglishLearning 
Methods I ・ II ・ 

専 TOEIC 600 2 ill・ NJ 「English

門
一央千_,- Corrnnunication I ・ 

語 TOEIC 700 2 II・III・N」は，

科 コ 英語集中特訓コー

‘ 
TOEIC 800 2 

ス登録学生が履修
l1 ユ English ProJcct Education: できる科Hである，-
Lecture Series I 2 

群 ケ
I English Project Education: 「TOEIC600・700

II ン Lecture Series[] 2 ・800」は，英語幽
ヨ

留学生には対応し
国 ン English Project Education: 
際
ムHヒヒ' Lecture Sencs ill 

2 ない。

コ 力 24単位
を English Project Education: 

｀ 上 Lecture Series IV 
2 

ユ
達

ケ さ
English Project Education. 

2 
l せ '.'lewspaper Wnting I 

シ る English Project Education: 
ヨ 2 
ン
Newspaper Wnting II 

コ English Project Education: 
l Newspaper Writing Ill 2 
ス-English Project Education: 
English ~ews Production I 4 

English Project Education: 
4 

English News Production I! 

English Project Education: 
4 English News Production Ill 

は語学概論a 2 

言語学概論b 2 

英語学概論a 2 

英語学概論 b 2 

社会言語学 2 
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 I2年 3年 4年 単位数

目際コミュニケーション実践の方法 2 

異文化間コミュニケーション論 2 

文 異文化適応論 2 
化
に 目際コミュニケーションとメデイア 2 
対
す
組織コミュニケーション論 2 
る
認
識 ユーモア・コミュニケーション 2 
を
深 国際人間関係論 2 

荏、-Jî 
め
る 国際麿擦とコミュニケーション 4 

門
マスコミュニケーション論 2 

科
出版文化論 2 

目

群
English Teaching Methodology I 2 

II English Teaching Methodology Il 2 

ヘ

国 English Project Education: 2 
際 Mentor Program I 24単位
コ
ミ English Project Education: 2 
ユ Mentor Program Il 

ケ English Project Education: 2 l □ ザ

Mentor Program Ill 
シ
ヨ
の アナウンス・スピーチ技法 2 ン
実
コ
l 
践 秘書実務 I 2 
ス贋-秘書実務II 2 
を

高め翻訳の基礎（英日） 2 
る
翻訳の技法（英日・実務翻訳） 2 「日中翻訳技法」

「日韓翻訳技法」
通訳の基礎（英日） 2 

「日中通訳技法」

通訳の技法（英日・実務通訳） 2 
は，中国語または

韓国語を栂国語と

日中翻訳技法 2 する学生，または

中国語rn，韓国語
日中通訳技法 2 II1を修得した学生

が履修することが
日韓翻訳技法 2 できる。
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

基礎ゼ ミ I ② (1)必修科H「碁礎ゼ
ミI・ II」「国際交流演

甘寸i- 基礎ゼ ミ II 習 I・ II」を含み 10単

門
国際交流演習 I ⑫) 

位以t選択必須。
(2) 「国際交流研修

科
国際交流演習 II

（海外）」「国際交流研

H 修（日本）」「コミュニ

国際交流研修（海外） 2 
10単位

ケーションインターン

群 シップ」「卒業論文」

III 
国際交流研修（日本） 2 を履修しない学生は，

コミュニケーション
4年次において「専門

演 インターンシップ
3 科H群 I・ II ・ I¥「Jよ

り修得した単位の内，
習ヽ
国際交流インターンシップ 3 4単位を「卒業論文」

に振り替えることがで

卒 業 論 文 4 きる。
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系
授業科目

年次および単位数 最低修得
列 1年 2年 3年 4年 単位数

備 考

環太平洋圏の社会と文化 2 (1) 専門科目群VI

ラテンアメリカの社会と文化 2 （専門関連科目群）」

ヨーロッパ世界とアメリカ 2 
の中より， 10単位
以上選択必修。

中国と日本 2 

多文化社会論 2 

住と文化 2 

国際法 4 

国際経済学 4 

経済原論 I 2 

経済原論II 2 

寸申 倫理学概論 2 

門
比較文化概論 2 

日本語学概論a 2 
科 日本語学概論b 2 

目 日本の歴史a 2 

群
日本の歴史b 2 

日本語の音声 2 
(2)「日本語の音声」

w 
日本語の語彙・意味

～「日本語教育実

2 習」は， 日本語教

-日本語の文法a 2 員姜成課程登録学

寸申 日本語の文法b 2 
生が受講できる科

10単位 目である。

門
日本語教授法a（教授法） 2 

日本語教授法b (3)「日本語教授法

関 （コースデザイン・評価）
2 b （コースデザイ

連
日本語教授法 c 2 

ン・評価）」「日本

（教材・教具） 語教授法c （教材・

科 日本語教育事情 a 2 
教具）」を履修する
には，「日本語の文

日本語教育事情b
目

2 法a・b」を修得し

日本語教育実習 3 
ていなければなら

群 アメリカ文学概論 2 
ない。

ヽ
近代アメリカ文学 2 

近代イギリス文学 2 

生涯スポーツ概論 2 

プロジェクト教育 I 2 

プロジェクト教育II 2 

プロジェクト教育III 2 

プロジェクト教育w 2 
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4.特設科目群

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

日本事情 I
2 外国人留学牛及び帰国

（日本の政治） 生のための履修科Hで

特
日本事情 II

2 ある。
（日本の経済） 「日本語文章論 I.

設 日本事情 III
2 II」 4弔位は，専門科

（日本の経営） H群 Iの第二外国語に
科
日本語文章論 I 振り替え。2 
H （論理的表現） 10単位は， 「各科目

群
日本語文章論[]

2 群J 及び「他学部•他
（文学的表現） 学科」に振り替えるこ

国際理解 I 2 とができる。

l亙l際理解 II 2 

国際理解 III 2 
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5. 自由科目群

専門の内容以外に，教育職員免許状や学芸員資格などに必要な科目を配置する。本科目群

の履修単位は，卒業単位に含まれない。

系 年次および単位数

列
授業科目 備 考

1年 2年 3年 4年

教 コ日 原 理 I 2 

教育原理 II
2 

（教育課程の意義及び椙成の方法を含む）

教 職 論 2 

教 育 心 理 学 2 

青 年 、し、 理 呂子 2 

教 育 制 度 2 

教 育 方 法 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法 II 2 
自
社会科教育法 III 2 

社会科教育法 W 2 
由
公民科教育法 I 2 

公民科教育法 II 2 
科
英語科教育法 I 2 

英語科教育法 II 2 
H 
英語科教育法 m 2 

道 徳 教 育 2 
群
特 別 活 動 2 

生徒指導
2 

（進路指導の理論及び方法を含む）

教育相談
2 

（カウンセリングを含む）

総 合 演 習 I 2 

総 合 演 習 II 2 

教育実習 I

（事前の及び＇れ後指導を含む） 3 

教 育 実 習 II 2 
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に甚づく人格形成，幅広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ問題意識の育成，社会人として求められる甚礎

能力の向上等を主たる廿標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした問題意識をもって科H履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科Hを“人格形成領域”“舟支教養領域＂“甚礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」［文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非言語分野」「言語分野J「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学牛の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独自の科日として

開講し， さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養I~w」として柑札位認
定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科Hは，すべて 1~ 4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科H群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科H

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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LASセンター科H群

領 年次および単位数

域
系 列 授業科目 備 考

1年 2年 3年 4年

①地球と環境
地球環境論 ※ 2 

生活と環境 ※ 2 

現代の人間思想

人 ②人間と思想
日本の思想 ※ 2 LA済訂群から

アメリカの思想 ※ 2 修得した単位の

格 現代思想 2 中から30単位を

形
国家と政治 2 限度として，各

③国家と規範
日本国憲法 ※ 2 科H群に申請に

成 法律学概論 ※ 2 より振り替える

領 政治学入門 ※ 2 ことができま

④倫理と社会
倫理学概論 ※ 2 す。詳細につい

域 情報社会と情報倫理 2 ては，オリエン

女性学入門 2 テーション時に

⑤社会とジェンダー
ジェンダー論 ※ 2 説明しますc

女性学 ※ 2 

男性学 ※ 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史a ※ 2 

日本の歴史b ※ 2 

アメリカの歴史a ※ 2 

①人類のあゆみ
アメリカの歴史 b ※ 2 

韓国の歴史 ※ 2 

中国の歴史 ※ 2 

ジェンダーと歴史a ※ 2 

ジェンダーと歴史b ※ 2 

人類と科学技術の発達 2 

般
文化人類学 ※ 2 

キリスト教文化の世界※ 2 
教 イスラム文化の世界※ 2 

養
②文化のかたち 日本文化概論 ※ 2 

アメリカ文化概論 ※ 2 
領 日本美術 ※ 2 

域 西洋美術 ※ 2 

社会学人門 ※ 2 

経済事情 2 

③社会と経済 経済学入門 ※ 2 

経済学の基礎 2 

中国経済人門 ※ 2 

心と身体の科学 2 

健康栄養管理 2 

④健康と福祉 こころとからだ ※ 2 

ジェンダーと福祉社会※ 2 

健康維持と生活習慣 2 

※印は，他の科tl群に配当
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リベラルアーツ＆サイエンス科H群

領 年次および単位数
系列 授業科H

1年 I2年
備 考

域 3年 4年

基礎の数学 2 

線形代数学 2 

基 ①非言語分野 統計学の基礎知識 2 

礎
総合基礎教養 I（非言語） 2 

総合基礎教養ll（非げ語） 2 
ょ月、ヒヒ

日本語基礎表現法 2 

力 日本社会と H本語 ※ 2 
②言語分野

総合基礎教養I11（占語） 2 
領 総合基礎教養w（五語） 2 

域 ③ビジネスマナー
ビジネスマナー l 2 

ビジネスマナー II 2 

④プレゼンテーション
プレゼンテーション I 2 

プレゼンテーション II 2 

※印は，他の科H群に配当
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vn 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定

の方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない-履修申請は，

年間の受講計画をたて，単位を取得する意思表ホをする学期初めの重要な手続きである方こ

の履修申請手続を間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結呆進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注意事項を厳守して， i呉りのないよ

うに履修申請をすること〈〉

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担‘片教員などの変更，追加，取泊しなどないよ

う，提出する前に授業時間割表に則してもう-度確認するなど，細心の注意を払うこと令

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認する

こと。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとってお

くこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受溝しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記人した場合は，両科目とも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく品人すること 記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) 英語必修科Hおよび選択科目の履修申請「続は，他の科Hと異なる場合があるので，オ

リエンテーションで十分説明を受けること。

(7) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科1-lと共に記人されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(8) 履修申請書は，黒色ボールペンで記入すること、;

(9) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期Hを厳守すること＜〕

VIII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が収得できなかった授菜科Ilについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる、9

2.規定外履修

該‘liするクラスの授叢時間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，必ず人文学部'li.
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務室に相談すること，ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる 0

(2) いずれの授業科Hも授業時数の1/3以t欠席した場合には，原則として当該授業科tl

の受験資格を失う ただし，病気または止当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある（〉

(3) 試験の時間割は掲小により連絡する。

(4) 授業科Hによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期未または学年末に実施するc

(2) 追試験を希望する者は，正％な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること

(3) 追試験は，成給表の当該科目にTの表ホがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，腹修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願Jを人文学部事務室に提出しなけれ

ばならない。

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき2OO円である。

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科Hによっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科HにFの表示がなされる）となっ

た授業科Hのある者は，当該授業科Hの担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験頻」を人文学部事務室に提出しなけれ

ばならない。

なお，再試験の受験料は， l科日につき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指ホに従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。
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(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証または受験許可証を，机の上の見やすい場所に提ホしておかなけれ

ばならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認、めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以卜り欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，人

文学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提ホすることし

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以卜［をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100-80点 F : 59点以下（再試験受験可） D: 59、点以下

B : 79-70点 T・．追試験受験可 E:未受験

C : 69-60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，人文学部事務室に間

合わせること 0

(4) 事故，病気等により指定Hに成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること，



164 

英語集中特訓プログラム

1.趣旨

英語集中特訓プログラムは， 1年次の 1年間，英語を集中的に学習して，英語力を飛躍的に向

上させることを [l的としています 受溝生は，実践的な英語）Jを身につけることができますu 2 

年次以降，本プログラムの修［者は， JEAPを利用して海外留学に行ったり，「英語で授業」科

H群を履修することにより，さらに英語力を磨くことができます。また，このプログラムにより

培われた英語）Jに加えて， l吋際交流， lk]際協力，国際コミュニケーションを学ぶことにより，国

際的な場で活耀することのできる人材となることか期待されます。

本プログラムは，実践的な英語力を身につけて，国際的な場で活躍することを希望する学牛に

お勧めしますしただし，英語に限りませんが，語学の習得は大変根気のいる作業で， H常的な努

力も求められます。プログラム担当教員も，親身になって丁寧な指導をしていきます。

2.設置学科

本プログラムは，人文学部国際交流学科 1年生のみを対象とした特別プログラムです。

他学部•他学科の学生は履修することはできません。また，国際交流学科の学生でも， 2年次

以上の学生は原則として履修することはできません（｝

3.登録にあたっての注意事項

(1) 本プログラムは，事前登録制です。事前に登録をしていない学生は，いかなる理由があっ

ても履修することはできません また，本プログラムは定員制であり，希望学生が定員を著

しく l̂．［il]る場合には，やむなく選抜を実施することがあります。その際には，原則として先

に登録をした学生を優先しますc

(2) 語学の習得には地道な努力が必要です。 1年間英語を学ぶという強い意思をもって登録を

してください。

(3) 本プログラムは，後述するカリキュラムに沿って進められます。プログラムの受講生は，

すべての科Hを履修することになります。 1年次の前期・後期，つまり 1年間を通して履修

することを原則とします。

(4) 前期終了時に，受講生に努力が見られない場合には，後期の本プログラムの履修の辞退を

勧告することがあります。履修辞退勧告の基準は，別に明らかにします。また，受講生に特

別な理由がある場合は，前期のみで本プログラムの辞退を認めます。

(5) 本プログラムでは，夏期・冬期の休業期間にもイi効に英語学習に取り組んでもらうために

課題が出されます（、また，休業期間終［後に，統・試験を実施します0 この試験の成績が思

わしくない学生には，後期の本プログラムの履修の辞退を勧告することかあります。
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(6) 本プログラムの受講生には，年4回の TOEIC学内団体試験を受検することを義務づけま

す。なお，受検料 (1回当たり4,000円）は，本プログラムの受講生に限り無料といたします。

(7) 本プログラムには，週末英語集中合宿もカリキュラムとして組み込まれています。

これに参加する費用は，受講生の負担となります。 (1回につき5,000円程度）。

4.プログラムの内容

1年前期

科H名 単位数
週の授

科目群 備考
業回数

Intensive English I 3 3 
学科共通科目群 I Fundamentals of English I 
（英語・日本語） （必修）に対応

Intensive English II 3 3 
学科共通科目群 I Oral Fluency I （必修）
（英語・日本語） に対応

English Communication I 2 1 
専門科目群II
（国際コミューケーションコース）

English Communication II 2 1 
専門科目群II
国際コミュニケーションコース）

English Learning Methods I 2 1 
専門科目群II
国際コミュニケーションコース）

English Learning Methods Il 2 1 
専門科目群II
（匡際コミュニケーションコース）

1年後期

科H名 単位数
週の授

科目群
業回数

備考

Intensive English ill 2 2 
学科共通科目群 l Basic Writing Skills, 
（英語・日本語） Intermediate Grammar, 

Intensive English N 2 2 
学科共通科目群 I Intermediate Practical 

（英語・日本語） Discussion Skills 

Intensive English V 2 
学科共通科H群I

に対応
2 
（英語・日本語）

English Communication皿 2 1 
専門科目群II
（国際コミュニケーションコ ス）

English Communication N 2 1 
専門科H群II
国際コミューケーションコース）

English Learning Methods ill 2 1 
専門科目群II
咽際コミューケーションコース）

English Learning Methods!V 2 1 
専門科目群II
（国際コミュ—ヶーションコ ス）

＊英語集中特訓プログラムについての詳しい説明は，入学時に実施するオリエンテーションで

行います。

問い合わせ先： 人文学部1i務室 （本部棟 1階）



福祉総合学部

福祉総合学科

履修の手引と手続き

福祉総合学部 福祉総合学科

履修の手引と手続き

く小目＞

I 授業科目につしヽて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 168 

II 授業科Hの単位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 168 

m 卒業に必要な単位につしヽて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 168 

W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位…… 169

v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数………………………… 170
1. 学科共通科H群・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 170

2. 専門科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 172 

3. 自由科目群・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 177 

VI リベラルアーツ＆サイエンス科H群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 179 

V11 授業科Hの単位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 182 

VllI 正規の履修からはずれる場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 182 

IX 試験iこつしヽて•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 183

x 成績発表・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 184



168 

履修の手り1と手続き

I 授業科目について

福祉総合学部福祉総合学科における授業科目は，学科共通科H群 I・ II ・ ill, 専門科目群及び

自由科tl群から構成されている

なお，自由科Hにおいては，教職課程に関する専門科Hが配置されている

II 授業科目の単位と認定

本学では岨位制を採用しているし単位制とは， ィつひとつの授業科Hに一定の悲準により定め

られた単位があり，履修した授業科Hに対しては，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である（

単位の認定は，八 •B ・ C, 3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しない(,

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な屯位は，次の表にぷすとおりである，9

ただし， ［］由科[lは卒業に必要な単イ立には含めない，

ロ
学科共通科H群 l （基礎科 ll群）

学科共通科目群II （フィールド学習科目群）

学部共通科H群1Il （コア科 H群）

専門科 H 群

指定された各科日群より修得した科H以外に，
12単位以上選択必修

計

福祉総合学部 福祉総合学科

6 

4 

6 

96 

12 

124 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ」及び 1年次の必修科目を含め36単位以上修得していなけ

ればならない。

各学年に履修する授業科目群および修得単位数のH安は，次の表に示すとおりである。

学年 単位数の 目 安

1年次 学科共通科H群。（基礎科H群）
Fundamentals of English I 1科目 2単位（必修）
情報メデイア演習 I 1科目 2単位（必修）
基礎ゼミ ］科目 2単位（必修）
学科共通科目群Il （フィールド学習科目群） 1科目 2単位（選択）
学科共通科H群m（コア科H群） 3科目 6単位（選択）
専門科目群 9科目26単位（選択）

修得単位数
40単位

2年次 学科共通科目群II （フィールド学習科目群） 1科H2単位（選択）
専門科H群 10科H32単位（選択）
※上記指定された科目以外に］科H2単位

修得単位数
36単位

3年次 専門科H群
ゼミナール I 1科H2単位（必修）
選択科目 9科H26単位（選択）

修得単位数 ※上記指定された科H以外に 1科目 2単位
30単位

4年次
専門科H群
ゼミナールII 1科目 2単位（必修）

選択科H 2科H8単位（選択）
修得単位数 ※上記指定された科目以外に 2科H8単位
18単位

卒業

修得単位数
124単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群

学科共通科目群は， fn]I （基礎科H群），詞 1l （フィールド学習科目群）， rnlm（コア科目群）

の3系列に分かれている。それらの各科目群のうちから「m．卒業に必要な単位について」にホ

した所定の単位以上を修得しなければならないc

(1) 学科共通科[l群 I （基礎科H群）

学科共通科目群 I （基礎科H群）は，英語によるコミュニケーション能力，情報リテラシー能

カの養成と，円滑に学生生活に人るための悲礎知識・技法を身につけるための科日群である。

※単位数に（）印を付してある科Hは必修科H

系 年次および単位数 最低修得
備 考

列
授業科 H 

1年 2年 3年 4年 単位数

「学科共通科H群 I
Fundamentals of English I ② 

（基礎科H群）」の中
賃 より、必修科Hを含
共 情報メデイア演習 I （か

み 6単位以上選択必

賃 6単位
修

H 情報メデイア演習 II 2 
群
I 
某礎ゼミ ② 

〔備考〕

(1) 第一外国語として英語を学ぶ。うち， Fundamentalsof English Iば必修科目である。

(2)情報メディア演習 IIを履修するには，情報メデイア演習 Iの単位を修得していること。

(2) 学科共通科H群II （フィールド学習科目群）

学科共通科H群II （フィールド学習科H群）は，地域・社会・文化の実際，福祉分野の経営活

動などを体験的に学ぶことにより，実践｝Jを向上させるために設置した科H群である。

系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

地域ボランティア研修 2 「学科共通科目群 II

（フィールド学習科

賃共 福祉疑似体験 2 H群）」の中より，
4単位以上選択必修， 福祉文化環境研修（日本） 2 4単位

群
II 福祉文化環境研修（海外） 2 

福祉インターンシップ 2 
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(3) 学科共通科目群III （コア科目群）

学科共通科目群III （コア科目群）は，専門教育を受けるために必要な素養を身につけるために

設置した科目群である。

系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 I2年 3年 4年 単位数
人間学 2 「学科共通科目群III

（コア科H群）」の中
女性福祉論 2 より、 6単位以上選

ジェンダーと福祉社会 2 
択必修

巫子

科 地域ボランティア論 2 

ノ仕‘ 
通 経営学入門 2 

科
6単位

H ジェンダー論 2 

群

III 
福祉文化論 2 

福祉政策論 2 

サスティナブル社会論 2 

福祉まちづくり論 2 
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2.専門科目群およびその他の選択科目群

(1) 専門科目群

専門科目群は，「社会福祉七J,「精神保健福祉士」の国家試験受験資格および［保育士」国家

資格を取得するために必要な科廿と，それ以外の専門科Hおよびゼミナールから成っている。

特に国家資格，国家試験受験資格の取得については，厳l［な履修条件があるので，後掲の「社

会福祉士国家試験受験資格」「精神保健福祉士国家試験受験資格」「保育士国家資格」の説明をよ

＜訛んで，履修科Hの選択に誤りがないように注意すること C また，資格の取得については，毎

年度オリエンテーションにおいて詳細な資料に基づいて説明を行うので，その指ホに従うこと。

国家資格，国家試験受験資格取得に必要な科目以外の専門科目は，福祉の問題についてより幅

広く，より深く学ぶための科Hであり，自らのキャリア r-1標に従って，適切な科Hを選択するこ

と。アドバイザーに相談することもそのための•つの方法である。

ゼミナールは，学牛各目がテーマを持って研究する科目であり，指導教員の下で，大学におけ

る学習のまとめをする必修科Hである 0

(2) その他の選択科目郡

指定された 科H郡より修得した店目以外に 以上の床 H郡もしくは経営情報学紆 人文学

部，メデイア学部の科Hにより 12単位以上修得しなければならない2
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※単位数に0印を付してある科目ば必修科目

系
授業科 目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

ゼ ミ ナ ル I ② 「専門科目群」の中

より、必修科目を
ゼ ミ ナ ル II ② 含み 96単位以上選

社会福祉援助技術論 I 4 
択必修

社会福祉援助技術論 II 4 

医 巫子 般 I 4 

医 凡、子 般 II 2 

介 護 概 論 I 2 

介 舌"街X 概 論 II 2 

高 齢 者 福 祉 論 4 

児 童 福 祉 吟＂冊 4 

社 会 呂i子^ 2 

専
社 会 福 祉 原 論 4 

門
障 宇口~→ 者 福 祉 吟呻 4 

、し 理 呂子 2 
科

96単位
法 凡子 2 
H 
国 際 福 祉 論 2 

群

公 的 扶 助 論 2 

社 会 保 障 論 4 

地 域 福 祉 論 4 

社会福祉援助技術演習 I 2 

社会福祉援助技術演習 II 2 

社会福祉援助技術現場実習 6 

社会福祉援助技術現場実習
4 

指 導

社会福祉専門研究 I 4 

社会福祉専門研究 II 4 

社会福祉応用研究 I 4 

社会福祉応用研究 II 4 

地域医療福祉論 2 
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※単位数に0印を付してある科Hは必修科H

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

医療ソーシャルワーク論 4 「専門科目群Jの中
より、必修科目を

く す り の 知 識 2 含み 96単位以上選

権 利 擁 護 論 2 
択必修

スポーツ科学 l 2 

基礎技能 （音楽） 2 

基礎技能 （造形） 1 

基礎技能 （休育） 1 

保育・教育心坪学 2 

小 児 栄 養 2 

小 児 保 健 4 

小 児 保 健 実 習 1 

障 害 児 保 育 l 

専 生涯スポーツ概論 2 

門 乳 児 保 育 2 

科 発 達 、心 理 ｝—子ゾテム 2 
96単位

H 保 育 実 習 I 2 

群 保 育 実 習 II 2 

保 育 実 習 III 2 

保 育 実 習 w 2 

保育実習指導 l l 

保育実習指導 II 1 

保育実習指導皿 1 

保育内容 （総論） 1 

保育内容 （健康） 1 

保育内容（人間関係） 1 

保育内容（環境・言葉） 2 

保育内容 （表現） 1 

養 ヨ比ズ雀• 原 理 2 

養 護 内 容 1 

家 族 援 助 論 2 



福祉総合学祁 股修の了引と丁・続き 175 

※単位数に0印を付してある科目は必修科H

系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

精 神 保 健 2 「専門科目群」の中

総 合 演 習
より、必修科 Hを

2 含み 96単位以上選

保 字目 原 理 4 
択必修

教 育 原 理 I 2 

福 祉 と 文 化 2 

生 ノ叩‘ と 倫 理 2 

幼 児 造 形 2 

幼 児 体 ギ目 2 

精 神 医 呂子 I 2 

精 神 医 呂子 II 2 

精 神 保 健 } 子 I 2 

精 神 保 健 芯子 II 2 

専 精神保健福祉援助技術総論 4 

門
、し、 理 療 法 概 ＝＝n入llll 一 2 

科 臨 床 、心 理
f 坪 I 2 96単位

H 臨 床 心 理 坪子 II 2 

群 精神保健福祉援助技術各論 4 

精神保健福祉論 6 

精神科リハビリテーション学 4 

認 知 、心 理 だ子ら• 2 

社 会 、心 理 学 2 

人 格 、心 理 巫f 2 

精神保健福祉援助演習 4 

精（事神前保・健事福後指祉導援を助含実む習） ， 
心理アセスメント基礎実習 2 

臨床心理ケース・スタディ演習 2 

臨床心理技能休験実習 2 

止 術 療 法 2 ユ

介 護 技 術 I 4 

介 護 技 術 II 4 
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※単位数に（）印を付してある科l1は必修科H

系
授業科 目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 I3年 4年 単位数
介 護 技 術 m 4 「専門科H群」の中

2 I 
より、必修科 Hを

家 政 足子 概 論 I 含み 96単位以卜選

家 政 足子 概 論 II 2 
択必修

ケアマネジメント論 2 

老人・障害者の心理 4 

プ レ ゼ ミ 2 I 
N P 0 マネジメント 2 

s 

゜
H 

゜
論 2 

専
環 境 情 報 論 2 

門
データベース論 2 

科
福 祉 情 報 吟＂冊 2 

H 
福 祉 と 経 学c.J’ 2 I 

群
福祉リスクマネジメント 2 

簿 ~乱=し1 論 2 

マーケティング論 2 I 96単位

ユニバーサルデザイン論 2 

消 費 行 動 論 2 

情報ネットワーク論 2 

生 活 と 環 境 2 

福祉ビジネス論 2 

福祉外国専門書講読 2 
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3. 自由科目群

系
授業科 目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

法律学概論 2 

国 際 法 4 

経 済 原 論 4 

国際経済学 4 

倫理学概論 2 

介 護 演 習 2 

介護実技現場実習 1 

自 宗教学概論 2 

由
教育原理 I 2 

教育原理 II
2 

科 （教育諜程の意義及び編成の方法を含む）

教 職 論 2 
H 
教育心理学 2 

群
青年心理学 2 

教 育 制 度 2 

教 育 方 法 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法 II 2 

福祉科教育法 I 2 

福祉科教育法 II 2 

道 徳 教 育 2 

特 別 活 動 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法 II 2 

社会科教育法 m 2 

社会科教育法 W 2 
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系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

生 徒 指 導
進路指導の理論及び方法を含む） 2 

目

由
教育相談

2 （カウンセリングを含む）

科
総合演習 I 2 

H 
総合演習 II 2 

群

教育実習 I
3 

（事前及び事後指導含む）

教育実習 II 2 

〔備考J
(1) 自由科tlとは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することので
きる授業科Hである。
(2) 本学科においては，自由科Hとして，教職課程の科Hが準備されている。これらの自
由科Hについては，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，幅広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ問題意識の育成，社会人として求められる碁礎

能力の向上等を主たる H標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした間題意識をもって科H履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科目を“人格形成領域"“一般教養領域"“基礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて整理し匝し，「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非言語分野」「言語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を人れたい分野・テーマについては独自の科Hとして

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養I~w」として単位認

定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科Hは，すべて 1~4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科目

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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LASセンター科H群

領 年次および単位数
考系 列 授業科H 備

域 1年 2年 3年 4年

(1）地球と環境
地球環境論 ※ 2 

牛活と環境 ※ 2 

現代の人間思想

H本の思想 ※ 2 LA団斗H群から
人 ②人間と思想

アメリカの思想 2 修得した単位の※ 

格 現代思想 2 中から30単位を

形
国家と政治 2 限度として，各

1:-1本国憲法 ※ 2 科目群に申請に
成 (3)国家と規範 法律学概論 ※ 2 より振り替える

領 政治学入門 ※ 2 ことができま

倫理学概論 ※ 2 す。詳細につい
域 ④倫理と社会

情報社会と情報倫理 2 ては，オリエン

女性学入門 2 テーション時に

⑤社会とジェンダー
ジェンダー論 ※ 2 説明します。

女性学 ※ 2 

男性学 ※ 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史a ※ 2 

日本の歴史 b ※ 2 

アメリカの歴史a ※ 2 

アメリカの歴史 b ※ 2 
①人類のあゆみ

韓国の歴史 ※ 2 

中国の歴史 ※ 2 

ジェンダーと歴史a ※ 2 

ジェンダーと歴史b ※ 2 

人類と科学技術の発達 2 

文化人類学 ※ 2 
般

キリスト教文化の批界※ 2 

教 イスラム文化の枇界※ 2 

養
②文化のかたち 日本文化概論 ※ 2 

アメリカ文化概論 ※ 2 
領 日本美術 ※ 2 

域 西洋美術 ※ 2 

社会学入門 ※ 2 

経済事情 2 

③社会と経済 経済学入門 ※ 2 

経済学の基礎 2 

中国経済入門 ※ 2 

心と身体の科学 2 

健康栄養管理 2 

④健康と福祉 こころとからだ ※ 2 

ジェンダーと福祉社会※ 2 

健康維持と生活習慣 2 

※印は，他の科H群に配当
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LASセンター科目群

領 年次および単位数
考系列 授業科H

1年 I2年
備

域 3年 4年

基礎の数学 2 

線形代数学 2 

基 ①非言語分野 統計学の基礎知識 2 

礎
総合基礎教養 I（非言語） 2 

総合基礎教養1I（非言語） 2 
能 日本語甚礎表現法 2 

力 日本社会と日本語 ※ 2 
②言語分野

総合基礎教養m（百語） 2 
領 総合基礎教養w（言語） 2 

域 ③ビジネスマナー
ビジネスマナー I 2 

ビジネスマナ―-II 2 

④プレゼンテーション
プレゼンテーション I 2 

プレゼンテーション II 2 

※印は，他の科目群に配当
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VII 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科Hは，毎学期の初めの指定された期日に，所定

のJj法（オリエンテーションで説明する）で囮修申請をしなければならない0 履修申請は，

年間の受講叶圃をたて，単位を取得する意息表示をする学期初めの直要な手続きである e こ

の履修巾泊手続を間違えたために，授業科目の履修がで合なくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注意巾項を厳守して，誤りのないよ

うに履修申請をすること。

(1 I 服修申蘭閃提出後は，授業科Hおよび担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請科の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申油をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないので，授業科目のIll

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ようにJj全を期すこと

(3) 桓］ 学^期の[,i] 時^限に 2つ以上の授業科日を履修することはできない。もし分割でもな

い重複する授業科Hを履修申請書に記人した場合は，両科Hとも登録無効になるので注意

すること C,

(41 一度単位を修得した授業科Hは，再度履修することはできない。

(5,I 履修申請書には授業科且コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載

トの誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である 0

(7) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VIII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科Hについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。アドヴァイザーと

相談の上必ず学部事務塞に申しでること。
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IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科Hも授業時数のl/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科H

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科Hによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面を速やかに授業担当教員に届け出

ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき200円である。

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科Hによっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科HにFの表示がなされる）とな

った授業科Hのある者は，当該授業科Hの担当教員が再試験を行う場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科Hにつき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指
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定する場所におかなければならない

(3) 受験者は学生証および受験昨叫正（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提ボしておかなければならない

14) 試験開始から20分を経過した後は人本・受験を認、めない。

(51 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではないc

(6) 受験者は，試験中監腎者の昨IIIを得ないで試験場を出てはならないc

17) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上を欠席した者は，試験

を受けることができない

18) 病気・ 1i故その他正％な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な1叫を証明する苫面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科liの岨位の認定を行わない

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する、）

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成韻発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，学

部事務室の指ホに従って必ず交付を受けること。その際．学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以卜をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100-80点 F : 59点以下（再試験受験叩 D: 59点以下

B : 79-7（）点 T:追試験受験"I E ：未受験

C : 69-60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

141 病気，事故等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

薬学部医療薬学科における授業科Hは，学科共通科目群 I及びII'専門科H群 I及びIIから構

成されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている 単位制とは，ひとつひとつの授業料日に＾定の基準によ

り定められた単位があり，履修授業科Hに対して，試験もしくは，その他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である（）

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しないものとする。

m 進級基準

1. 当該学年に配分されている必修科H （専門科目群 Iのうちの必修科H)の単位を修得しな

ければ進級できない。

ただし，未修得必修科H数が3科H以下の者の進級を認めることがある。

なお，未修得必修科H数は， ド級学年の未修得必修科目数をも加算したものをいう。

実習科目の単位は必ず修得していること。また， 2年から 3年への進級にあたっては，総

合演習 Iおよび専門科H群II （選択必修4単位以上）を必ず修得していること， 4年から 5

年への進級にあたっては，総合演習 II, IIIの修得および共用試験を合格していること。

2. 同一学年に 2年以上在籍し，正当な理由なく進級可能でない者については，学則に従い適

当な処置を講ずるものとする。
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3.進級判定の対照となる科H及び進級に必要な科H数

1年→ 2年 2年→ 3年

科目数 科目数

医療薬学基礎ゼミ薬学外国書講読

薬学概論 有機化学I

言語コミュニケーI創薬化学I
ション論演習

解剖生理学I

解剖生理学II

化学I

化学II

生物学

分析科学I

分析科学II

生理化学I

分析科学III

生理化学II

微生物学I

微生物学II

生薬学

食品衛生学

環境衛生学

保健統計学

薬理学I

3年→ 4年

科目数

生理化学1lI

生体防御学

予防医科学

薬物代謝学

毒性学

薬理学1lI

医薬品化学I

病態解析学

臨床化学

薬物治療学I

薬物治療学II

医療薬剤学II
物理薬剤学I

物理薬剤学II

細胞生理学

基礎栄養学

基礎薬学実習

薬理学II 医療薬剤学m

医療薬剤学I 医薬品情報学

有機構造解析演習臨床栄養学

化学系実習

生物系実習

唸総合演習 I

福祉論

専門科H群Il

物理製剤学 I

物理製剤学II

医療薬学系実習 I

医療薬学系実習II

4年→ 5年

科目数

医療倫理

薬物治療学1II

医療薬剤学w

臨床薬理学

漢方医学

薬事関係法規

臨床コミュニケー
ション学演習

医療経済学

病院・薬局事前実習

＊総合演習 Il

＊総合演習III

高齢者医療サービス
論演習

福祉制度論

（選択必修） I 
I共用試験 (CBT.
OSCE)の合格者

4単位

5年→ 6年

科日数

医療統計学
(5 ・ 6年継続）

卒業実験・卒業論
文及び卒業試験
(5 ・ 6年継続）

病院実務実習
(5 ・ 6年継続）

薬局実務実習
(5 ・ 6年継続）

｀となる対象I◎進級となる対象I◎進級となる対象I◎進級となる対象I◎進級となる対象
科目数 科H数 科H数 科H数 科H数

《16》 《21》 《19》 《13》 《4》

＊総合演習 Iは3年進級上には必修。

＊総合演習 IIIIIは5年進級上には必修。

＊共用試験を合格した学生のみ，病院実務実習，薬局実務実習を受けることができる。
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w 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

学科群

学科共通科H
学科共通科H群 I （英語）

学科共通科H群II （情報基礎科H群）

専門科H
専門科目群 I

専門科日群 II （専門関連科H)

卒業に必要な総単位数

v 授業科目の配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群

(1) 学科共通科H群 I （英語）

各科H群毎に必要とされる

単 位 数

6単位

l単位

179単位

4単位

190単位

※単位数に0印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低取得
授 業 科 H 備 考

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

胃
Fundamentals of English I ② 

止/‘ 

通 Oral Fluency I ② 6単位
科
目
群
I Fundamentals of English II ② 

〔備考〕

(1) Fundamentals of English IIを履修するためには， Fundamentalsof English Iを修

得していなければならない。

(2) 学科共通科H群II （情報科学科H群）

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

凡子

科
情報メデイア演習 I ① 

共
通
科 ］単位
目
群 情報メデイア演習 II 1 
II 
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2.専門科目群

単位数に0印を付してある科Hは必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 H 備 考

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

医療薬学基礎ゼミ ① (1) 専門科目
群 Iの中より，

医 療 倫 理 ② 必修科目を含め

② 
て179単位以上

薬 呂子 概 論 選択必修。

言語コミュニケーション論演習 ① 

薬学外国書講読 ② 

薬学基礎化学 2 

薬学基礎生物 2 

薬学基礎物理 2 

薬学基礎数学 2 

解剖生理学 I ② 

専
解剖生理学 II ② 

門
化 巫f I ② 

化 呂子 II ② 

科 有機化学 I ② 
179単位

目
有機化学 II 2 

創薬化学 I ② 

群 創薬化学 II 2 

生 物
I 

呂子 ② 

分析科学 I ② 

分析科学 II ② 

分析科学 m ② 

生理化学 I ② 

生理化学 II ② 

生理化学 IlI ② 

物理薬剤学 I ② 

物理薬剤学 Il ② 

細胞生理学 ② 

微生物学 I ② 

微生物学 II ② 
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系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 H 備 考

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

生体防御学 ② 

生 薬 呂f ② 

食品衛生学 ② 

環境衛牛学 ② 

保健統計学 ② 

予防医科学 ② 

基礎栄養学 ② 

薬物代謝学 ② 

毒 性 f子ソ ② 

薬 坪 だ子'’ I ② 

寸宙
薬 坪 芦子9 II ② 

薬 理 ｝子立^テ III ② 

門 医薬品化学 I ② 

科
医薬品化学 II 2 

病態解析学 ② 

H 臨 床 化 だ子ら ② 

薬物治療学 I ② 
群
薬物治療学 II ② 

I 薬物治療学 m ② 

薬物治療学 w ② 

医療薬剤学 I ② 

医療薬剤学 II ② 

医療薬剤学 III ② 

医療薬剤学 w 2 

医薬品情報学 ② 

臨床薬理学 ② 

臨床栄養学 ② 

食品機能学 2 

分子生物学 2 

物理製剤学 I ② 



没学部股修の「引と「紬き 19l 

系 年次および単位数 最低修得
備 考授 業 科 目

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

物理製剤学 II ② 

物理製剤学 Ill 2 

医薬品開発論 2 

ゲノム創薬論 2 

臨床薬効評価学 2 

漢 方 医 ，，，，， う子 ② 

薬事関係法規 ② 

臨床コミュニケーション学演習 ① 

医療経済学 ② 

医療統計学 ② 

専
薬 剤 疫 呂子 2 

卒粟実験・卒業論文及び卒業試験 ⑥ 

門 薬学特別講義 ② 

科
物理系演習 1 

化学系演習 1 

H 有機構造解析演習 ① 

生物系演習 1 
群
解剖生理学演習 1 

I 病態解析学演習 I 1 

病態解析学演習 II 1 

医療薬剤学演習 1 

医薬品情報学演習 1 

生物統計学演習 1 

薬学基礎化学演習 1 

薬学基礎生物演習 1 

薬学基礎物理演習 1 

薬学基礎数学演習 1 

基礎薬学実習 ② 

化学系実習 ② 

生物系実習 ② 
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系 年次および単位数 最低修得
考授 業 科 H 備

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

医療薬学系実習 I ② 

医療薬学系実習 1] ② 

病院・薬局事前実習 ⑤ 

病院実務実習 ⑩ 

薬局実務実習 ⑩ 

総合演習 I ① 

総合演習 II 〔l）

総合演習 III ① 
導
薬学総合演習 ⑫, 

門 介 護 演 習 1 

看護学演習 1 

科 高齢者朕療サービス論演習 ① 

福 祉 論 ② 

H 福祉制度論 ② 

ジェンダー薬学特論演習 2 (2) ジェンダー

群 薬学特論演習，

発達薬学特論演習 2 発達薬学特論演

加齢薬学特論演習 2 
習，加齢薬学特

I 論演習，専門薬

専門薬剤師特論演習 2 剤師特論演習，

薬局機能特論演

薬局機能特論演習 2 習，医療安全対

医療安全対策特論演習 2 
策特論演習，創

薬化学特論演習，

創薬化学特論演習 2 ゲノム科学特論

演習，医薬品開

ゲノム科学特論演習 2 発特論演習，医

薬品規制特論演
医薬品開発特論演習 2 習，食品機能特

医柴品規制特論演習 2 
論演習の中より

4単位以上選択

食品機能特論演習 2 必修

経 営 子呂 2 (3) 専門科H群

由、T 法 律
II （専門関連科

足f 2 目）の中より，

汀倫 理 子呂 2 4単位以上選択

H 4単位 必修。

群 ジェンダー論 2 

II c• 
教 庄fム 2 刀5

、心 理 凡.f▲ 2 
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の方法

（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年間の受講

計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この履修申請手続

を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果進級はもとより，卒業ができなく

なる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように履修申請をすること。

(1) 各学年に配当された必修科目は当該学年でのみ履修が認められる。

ただし，下級学年の科Hを修得出来ずに上級学年に進級した者が，その科Hを再履修する

場合はこの限りではない。

(2) 上級年次の選択科目を履修することは認めない。

2 下級年次の選択科目の履修は，止むを得ない理由が認められる場合に限りこれを許可する。

(3) 実習科目は，全出席とし，実習レポートおよび実習試験等により判定される。但し，正当

と認められる理由により欠席した場合に限り実習期間内および，それに準ずる期間内に追実

習等がなされることがある。

(4) 卒業実験・卒業論文及び卒業試験は卒業研究コースと総合演習コースとし，卒業研究コー

スは，研究室に所属して研究室における実験実習を主とし，その結果を基とした論文により

判定される。

2 「総合演習コース」は，研究室に所属して主として特別講義及び総合演習を受講し，認

定試験及び卒業レポートにより判定される。

3 前 2項の判定に合格したものは最終試験の受験資格を与えられ，それに合格した者に対

して 6単位が与えられる。

(5) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどがないよう

に，提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うことうな

お，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか確認すること。た

だし，履修申請書の返還または照合には応じないので，必ず「学生控」をとっておくこと。

(6) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないので，授業科Hの申請

にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎璽に行ない，修得単位数が不足しないよう

万全を期すこと。

(7) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科Hを履修することはできない。もしこのような頂複

する授業科Hを履修申請書に記人した場合は，両科Hとも登録無効になるので注、意すること。

(8) 履修申請書には授業科且コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。晶載t

の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること c

(9) 英語必修科Hおよび選択科l]の履修申請手続は，他の科Hと異なる場合があるので，オリ

エンテーションで十分説明を受けること 0

(10) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に記人されている番号で，その時限の授

業科Hに固有の番号である C)
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(11) 指定された期l]までに履修lli晶を怠った場合は，学業の紅思なしとみなされて，退学処分

となるので，提出期［lを厳守すること 0

vn 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科Hについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談することただし 1年次牛の規定外履修は原則として認めない。

3.試験履修 ． 

未修得必修科目が3科目以ドの者で，前年度不合格となった科Hのうち，特に定められ

た条件により，試験のみによる履修を認めることがある

Vll1 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年未に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる

(2) 授業科H （実習科Hを除く）は授業時数の 3分の 1以上欠席した場合には，原則とし

て当該授業科日の受験賽格を失うし｝ただし，病気または正‘l1な理由により長期欠席の場

合には，特別に配慮されることがある。

(3) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある C)

2.追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期未または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は， lドりな事由を証明する苫面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科HにTの表ホがなされた場合に限って受験することがで

きる C) なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を学部事務室に提出しなければな

らない。なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科HにFの表ホがなされる）となった

授業科Hのある者は，％該授業科Hの担当教員が再試験を行う場合，受験することができる。

なお，再試験は，腹修（再履修を含む）した年度に限り受験することかできる。

(3) 再試験の受験を許u［された者は，「再試験受験顧」を学部事務室に提出しなければな
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らない。なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監腎者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・巾故証明その

他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければならない。

2.試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における喝該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 授業科目の単位認定と進級および留年

1.単位認定

(1) 各科目の成績は試験の成績等により総合的に判定する。

(2) 100点を満点とし， 60点以上を合格とし，単位を仮認定する。

その評価は次に従う。

評価 得点分布

A 100-80点

B 79~70点

C 69-60点

(3) 再試験における評価は60点を合格とし， 79点を上限とする0

（4) 欠席数，不正行為等で「ZJ判定となった場合，授業スケジュールの関係で該％科Hの

再履修が困難な場合は試験履修を認める。
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2.正当な理由＊による長期欠席者の取り扱い

(1) 全授業の 2/3以t出席した者に限り定期試験の受験資格を与えるという規則は適用しないc

(2) 欠席数が全授業数の 1/3を越えた場合でも正当な理由がある場合，定期試験，追・再試

験の受験を認める()

(3) 不合格科t] （専門科H群 I:薬学必修科H)が4科目を越えた場合は，当該学年の専門

科H群 I （薬学必修科H)の全てを再履修とする。休学の取り扱いは認めない。

3.無断欠席者の取り扱い

正当なる理由＊なく，各科Hにおいて全授業回数の 1/3を欠席した場合はその科H評価に

ついては「ZJ評価とする。科H担当教員は事前にその該当者にその旨を伝え，正規試験

を受験させないことを伝える。

4.不正行為の取り扱い

(1) 不正行為を行った場合，その科H評価については「z」評価とする。

(2) 不正行為者に対するその他の扱いについては学生便覧 Pl95, 4試験に関する注意の 2

に基づく。

5.進級及び留年

(1) 各学年の進級は，仮認定された単位が別に定める進級基準に従って五忍定されたとき，可

能となる。

(2) 原級に留年した者は，当該学年の専門科目群 Iの必修科Hのうち実習を除く全てを再履

修しなければならない。また，選択科目を再履修するときは，履修届を提出する。

2 6年次生で卒業出来なかった者は留年または卒業延期とする。

(3) 同骨学年に 2年以上在籍し，正当な理由なく進級可能でない者については，学則に従い

適当な処置を講ずるものとする。

＊正当なる理由（診断書・遅延址明書・葬俄回想礼状等の添付証明書があること。）

x 成績発表

(1) 成禎発表は，アドヴァイザーまたは配属講座教員より本人に成績表を交付することによ

り行う。学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際會学生証を提示するこ

と。なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の品号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100-80点

B : 79-70点

F : 59点以下（再試験受験可）

T:追試験受験可

C : 69-60点 z:追・再試験の受験資格なし

D: 59点以下

E:未受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付Hのみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定Hに成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。
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履修の手iJIと手続き

I 授業科目について

メデイア学部メディア情報学科における授業科Hは，学科共通科H群 I.II，専門基礎科H群，

専門科il群 I・Il・IIl・IV・V・VI及びI'llll科目群から構成されている，

なお，［1lll科[lにおいては，教職に関する科llが準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では凩位制を採用している 単位制とは，ひとつひとつの授業科Hに＾定の悲準により

定められた単位があり，腹修した授業科tlに対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その凩位を，忍定する制度である

柑位の認定は， i¥・ B ・ C.3段階の日f価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しないものとするし

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要なりi位は，次の表にぷすとおりである c

ただし、白廿l科Hは卒業に必要な凩位には含めない

学部・学科 メディア学部 メデイア情報学科

系列 単位数

学科共通科H群l（英語・日本語） 8 
-----------------------・・-・・----------・・----------------------------------------・・----------、・・-----------------

学科共通科H群II（総合科H群） 10 
専門某礎科tl群 l1“ 
専門科甘群 l（情報コア） 6 
------・ --------̀―--------------------・ 

専門科H群II （映像コア） 6 ---------------~ -------------こ--------------------------」_--------------“---------------------------------------
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科目を含め36単位以上修得しな

ければならない。

各学年における授業科目および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

口ー：竺:[［9:：:)

修得単位数

情報メディアリテラシー I ........................... 1科目 2単位（必修）

情報メディアリテラシー II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科H2単位 （必修）
デジタルメデイアアプリケーション基礎 •……•• 1科目 2単位（必修）
専門科目群II （映像コア）
映像制作概説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科日 2単位 （必修）
専門科目群w（演習・インターンシップ）
基礎ゼミ I ................................................ 1科目 1単位（必修）
プロジェクト研究 I .................................... 1科H2単位

37単位 1※指定された各科目群より修得した科目以外に20単位
2年次 学科共通科目群 I （英語・日本語）

修得単位数

Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II 2科目 4単位（必修）
日本語 IA・ IB （外国人留学生・帰国生必修） 2科H4単位
専門基礎科目群
デジタルメデイアアプリケーション応用 ·……•• 1科H2単位（必修）
専門科H群I（情報コア）
インターネット基礎論 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科H4単位（必修）
専門科目群w（演習・インターンシップ）
基礎ゼミ II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 1 単位 （必修）
プロジェク ト研究II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

3り単位 1※指定された各科目群より修得した科目以外に26単位

3年次 専門科目群w（演習・インターンシップ）
プロジェク ト研究III .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科日 6 単位 （必修）

修得単位数

竺単位 1※指定された各科H群より修得した科目以外に28単位（選択必修）

4年次 演習科H群
プロジェクト研究N .................................... l科H6単位（必修）

修得単位数

16単位＼※指定された各科目群より修得した科H以外に10単位

卒業

修得単位数
126単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科H群は， 1 （英晶・日本晶）， II （総合科ll群）の 2つの科目群からなる。それら

の各科H群のうちから「ill. 卒業に必要な単位について」にホした所定の単位以上を修得しなけ

ればならない、

(l l 学科共通科tl群 I （英語・日本語）

学科共通科[l群 lは，英語によるコミュニケーション能力と日本語文歎力の向上をはかる

科tl群である c

※単位数にC)印を付してある科Hば必修をポす。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備

列 1年 2年 3年 4年 単位数
考

Fundamentals of 「学科共通科H群g 
English I I （英語・日本

、-!-f’ら
Oral Fluency I ⑨ ¥～-/ 語）」の中より，必

科
Fundamentals of 修科目を含み， 8 

/仕ヽ
English II 

(2、) 単位以上選択必修c

通
Oral Fluency II ② 

科
Basic Media English 
H 

2 

群
English for Broadcasting 2 外国人留学牛・帰

I 
English for Film Making 2 国生は，「H本語

日本語 IA ② 8単位 IA・IB・Il 

- A ・ II B 」を第—→
英 日本語 IB ② 

外国語として必修。

語 日本語IIA ② 

日本語IIB ＠ 

H 日本語rn 2 

本 H本語w 2 

語 ビジネス日本語 I 2 
‘-' ビジネスH本語II 2 

ビジネス英語 I 2 

ビジネス英語II 2 

〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生徒は日本語）を学ぶ。

うち， Fundamentalsof English I ・ ll, Oral Fluency I ・ II （日本語は日本語 IA・IB・llA
・ II B)は必修科目であるC〉

(2) Fundamentals of English Il, Oral Fluency[]を履修するためには，それぞれの Iを修得してい

なければならないc

(3) 日本語 IA ・ I Bのいずれか 2単位を修得していなければ，日本語[]A・ Il Bを履修することは

できない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科H群）

学科共通科H群 IIは，社会，経済，文化に関する問題解決に資する総合的知識について学ぶ

科目群である。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

日本語表現論I ② 「学科共通科目群

日本語表現論II ‘ヽ) 
II （総合科目群）」

の中より，必修科

簿記論 4 
目を含み， 10単位

以上選択必修。

経営情報論 2 

経済原論 4 

呂子 国際経済学 4 

科 現代思想 2 

9±1: /‘ 文学 2 

通
心理学 2 

科
文化人類学 2 
H 

群
西洋美術史 2 10単位

II 
日本美術史 2 

日本文化論 2 
総

> 演劇論 2 

H デジタルメディア論 2 
群
ヽ

異文化交流とメディア 2 

メデイアと社会 2 

メデイアと国際政治 2 

世界メデイア文化史 2 

法律学概論 I 2 
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2. 専門基礎科目群

専門悲礎科目群は、学科の専門領域教育への円滑な導入を図るための情報メデイアリテラシー

能力の養成と，メデイア関連領域の桔礎知識と基礎的な方法論を学習する科Hを配置している。

系 年次および単位数
最低修得

授業科目
単位数

備 考
列 1年 2年 3年 4年

情報メデイアリテラシー I (2 「専門基礎科 H
群」の中より，必

情報メデイアリテラシー II
修科目を含みl4単

デジタルメデイア 位以卜＾選択必修

アプリケーション基礎

•出̀’― デジタルメデイア

門
② 

アプリケーション応用

基
デザイン概論 2 

礎
表現基礎論 I 2 14単1立

科

目
表現基礎論II 2 

群 メデイア倫理と法 2 

コミュニケーション概論 2 

企画とプレゼンテーション 2 

マスコミュニケーション論 2 

ジャーナリズム論 2 

アニメ・コミック総論 2 
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3.専門科目群

専門科目群は， IからVIの6群より構成されている。「情報」「映像」「デザイン」「サウンド」

の4つのメデイアの専門領域に焦点を当てている。それらに関する専門知識と実践能力の養成を

目的とし，加えてそれらを取り巻く社会と文化，及びメデイア情報環境への理解を深めることに

なる。

前述の 4つのメデイア学習領域には，それぞれの根幹となる科目を，コア科目として配置して

いる。コア科目授業は講義科H授業とそれに適合する実習科目授業を統合し，専門知識と対応す

る技術と方法を同時学習することにより，統合的，実践的な教育効果を高めるように配置されて

いる。

(1) 専門科目群 I （情報コア）

専門科目群 Iは，情報に関する専門知識とスキルコアを学ぶ科目群であり，「マルチメデイ

ア・データベース論」「プログラミング論」「地理情報論I・ II」を専門コア科Hとして配置して

いる。そして，情報システム，情報ネットワーク，データベース，情報環境の情報の基礎を学ぶ

とともに，ユビキタス・ネットワーク，情報セキュリティ，地理情報のような最新の科Hも展開

されている。

(2) 専門科目群II （映像コア）

専門科目群IIは，映画やビデオなどの，映像制作と映像文化に関わる科目群である。

映像制作の基本概念を理解する科Hとして「映像制作概説」「映像技法の基礎」があり，「映像

制作 I・ II」「映像表現Jを専門コア科日として配置している。さらに、映画史や映像批評，映

像文化とジェンダーなどについて幅広い知識を習得する科目， ドキュメンタリーやアニメーショ

ンの分野について比較文化論の視点から考察する科Hを配置している。

(3) 専門科目群III （デザインコア）

専門科H群IIIは，デザインに関わる科目群である。専門基礎科目群の「デザイン概論」「デザ

イン基礎論 I・ II」と並行して， 1年次の「デザイン基礎実習Jでデザインの基礎を学習する。

専門コア科目として「生活文化デザイン I・ II」［デジタルデザイン I・ II」「パブリッシング

デザイン I・ II」が配置されており，専門知識とスキルを学習していく。「生活文化デザイン」で

は，日常生活のなかで機能し，地域社会と協働し貢献できるデザイン能力と実践力を養う。「パ

ブリッシングデザイン」では，印制と出版に関わるデザイン能力を養う。

(4) 専門科目群w（サウンドコア）

専門科H群Wは，音声とサウンドに関わる科目群である。 1年次の「サウンドデザイン基礎実

習」でサウンド領域に関する基礎能力を養い，「音楽技法の基礎」「音声制作」「アナウンス技法

の基礎J「音楽・音響表現論」では，映像制作に関連する音声制作理論とスキルを学習する C) こ

の科甘群の専門コア科Hである「サウンドデザイン l・ II」では，音の収集，サウンドコンテン

ツ制作，サウンド配信，音データベースについて習得していく。

(5) 専門科l1群V （複合メデイア）

専門科H群Vは，複合メディアに関わる科目群であり，「Webデザイン I・ II」「CM制作論
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「まちづくりメデイア」を専門コア科Hとして配置している（〕具体的な間題解決のために，どの

ように「情報J「映像J「デザイン」「サウンド」の 4つのメデイアを統合し，複合メデイアとし

て展開すべきかについて学習していく。

(6) 専門科H群VI （演習・インターンシップ）

「基礎ゼミ 1・ II」(1・ 2年次）は，学生牛活の導人科目としの役割を持つ キャリア・アン

カー（職業上の自分イメージ）の確立と形成のために，具体的な「学習計画」と「キャリアプラ

ン」を作成していく(

「インターンシップ」 (3年次）は，実践教育の一環として，メディア情報関連企業，地方公

共団体，各種文化施設， NPOなどの非営利団体における企業研修，地域研究，イベント参加な

どの学翌1 をはじめ，国内•海外でのメデイア情報インターンシップ研修を行う C 大学で勉強した

専門知識を活かしながら，実務経験を蓄積し，ビジネス現場で必要とされている能力を自分自身

のHで理解し，感じ取ることをねらいとしている C9

「プロジェクト研究」は，大学内での講義と実習授業だけでなく，地域社会から学ぶ

フィールドワークによって，地域社会における諸問題の認識とその解決方法を発見し，分析し，

解決能力を義成することを H的とし，「情報」「映像J「デザイン」「サウンド」の 4つのメデイ

アをどのように統合して，問題解決と価値創造のためにどのように複合メデイアとして展開して

いくか実践的に学んでいく（う 1 ・ 2年次では「プロジェクト研究 I・ II」は選択科Hであるが，

地域社会での実践から問題を発見していく厘要なプロジェクトである。「プロジェクト研究ill・

w」は， 3 • 4年次の必修科目であり，「テーマ別複合メデイアプロジェクト」と「専門領域別

複合メデイアプロジェクト」からなる c

くテーマ別複合メディアプロジェクト＞

地域の文化環境，行政，経済，教育，医療，福祉などの具体的な課題を取り上げて，情報

とメデイアの活用による問題解決と価値の創造をめざしていく。

く専門領域複合メディアプロジェクト＞

映像制作，ビジュアルコミュニケーションデザイン，サウンドデザイン，地理情報，モバイ

ル・ブロードバンドなどの専門領域により特化したプロジェクト活動を行うことにより，各専

門領域をより深く学んでいく。

「卒業論文及び卒業制作」は選択科目であるが，学習の成呆の集大成をする科Hとして配置し

ている。
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系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

情報社会と情報倫理 2 「専門科 H群 I
情報システム論 2 （情報コア）」の

専 インターネット基礎論 ④ 中より，必修科H

門 情報ネットワーク実習 2 
を含み 6単位以上

選択必修。

科
マルチメデイア・データベース論 4 

マルチメディア・データベース実習 z 
目 プログラミング論 4 

群 プログラミング実習 2 6単位

I 
データ構造とアルゴリズム論 2 

ユビキタス・ネットワーク論 2 

ヘ間情報セキュリティ 2 

地理情報論 I 4 
コ
ア 地理情報実習 I 2 
ヽ

地理情報論II 4 

地理情報実習 II 2 

映像制作概説 ② 「専門科目群 II」の

映像技法の基礎 2 中より必修科目を

映像制作 I 4 含み 6単位を以上

映像制作実習 I 2 
選択必修すること。

映像制作II 4 

映像制作実習 II 2 

専 映像表現 4 

門 映像表現実習 2 

科
映像文化実習 2 

ノンリニア編集 2 
H アニメーション制作 2 

群 映画史 2 
6単位

II 
映画文化論 2 

映像文化とジェンダー 2 

/ 映 映画作品研究 I 2 

像 映画作品研究II 2 
コ
ア 映像ワークショップ I 2 -映像ワークショップII 2 

日米映画比較研究 2 

シナリオ制作 2 

映像制作とシナリオ 2 

比較映像文化論 I 2 
（ドキュメンタリー）

比較映像文化論II
2 （アニメーション）
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系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目

屯位数
備 考

1年 2年 3年 4年

デザイン基礎実習 2 「専門科 H群 III

生活文化デザイン l 4 
（デザインコア）」

の中より， 6巣位

生活文化デザイン実習 I 2 以卜＾選択必修。

専 生活文化デザイン II 4 

『生活文化デザイン実習 II 2 

群 デジタルデザイン I 4 
III 
ヘ デジタルデザイン実習 I 2 6単位
ナーヽ

ザ
デジタルデザイン II 4 

イ
ン
コ デジタルデザイン実習 ll 2 

ア-パブリッシングデザイン I 4 

パブリッシングデザイン実習 l 2 

パブリッシングデザイン II 4 

パブリッシングデザイン実習II 2 

サウンドデザイン基礎実習 2 「専門科 H群 W

サウンドデザイン I 4 
（サウンドコア）」

の中より， 2単位
専
サウンドデザイン実習 I 2 以卜＾選択必修。

『サウンドデザイン II 4 
群
w サウンドデザイン実習 II 2 
／ 

サ
音声技法の基礎

2単位
ウ 2 
ン
ド 音声制作 2 
コ
ア アナウンス技法の基礎 2 
‘--＇ 

音楽・音響表現論 2 

デジタル音楽基礎論 2 
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系 年次および単位数 最低修得
授業科目

単位数
備 考

列 1年 2年 3年 4年

Webデザイン I 4 「専門科目群 V

Webデザイン実習 I 2 
（複合メデイア）」

の中より， 8単位
Webデザイン II 4 以上選択必修。

専
Webデザイン実習II 2 

門
マルチメデイアコンテンツ制作I 2 

科
マルチメデイアコンテンツ制作II 2 

H CATV制作 2 

群
広告メディア論 2 

V CM制作論
4 

/ 喜 CM制作実習 2 8単位

文化情報施設論 2 メ
デ
コンテンップロデュース論 2 イ

ア
医療情報論 2 ヽ

コミック制作 2 

ブランド・マネジメント論 2 

まちづくりメディア 2 

まちづくりメデイア実習 2 

基礎ゼミ I ② 
専 「専門科 H群 VI
門 基礎ゼミリ ② 

（演習・インター科
H インターンシップ 2 ンシップ）」の中
群 より，必修科目を
VI プロジェクト研究I 2 

含み16単位以上選
ヘ凍‘ rら

プロジェクト研究II 2 択必修。習 16単位
イ プロジェクト研究m ⑥ 
ン
夕 プロジェクト研究w ⑥ 
l 
ン プロジェクト研究v 2 
シ
ツ
プロジェクト研究VI 2 

プ-
プロジェクト研究VII 2 

プロジェクト研究＼＇ III 2 

卒業論文及び卒業制作 I 6 
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4. 特設科目群

特設科H群は，外国人留学生・帰国生が現代日本の社会状況と l1本の文化を理解し，日本とア

ジアの関係について認識を深めると同時に，上級の日本語能力を習得するための科目を配置して

いる。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科H 備 考

1年 2年 3年 4年 単位数

日本事情 l （日本の政治） 2 外国人留学牛及び

日本事情II （日本の経済） 2 
帰国生のための履

修科H

日本事情m（日本の経営） 2 

特 「特設科H群」よ

設
日本語文章論 I り取得した単位の

（論理的表現）
2 

内 4単位は，「学

科 科共通科H群II（総

H 日本語文章論II
合科目群）」に板

（文学的表現）
2 り替えることがで

群 きる。

国際理解 I 2 

国際理解II 2 

国際理解III 2 
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5. 自由科目群

自由科Hは，教職課程に関する科Hを配置している。各教科に必要な科目については，教職課

程のページを参照すること。

なお，自由科目は，卒業単位に算人されない。

系
授業科目

年次および単位数
備 考

列 1年 2年 3年 4年

日本国憲法 2 

生涯スポーツ概論 2 

外国史概説 2 

日本の歴史 4 

地理学 I 2 

地理学II 2 

地誌 2 

国際法 4 

倫理学概論 2 

宗教学概論 2 

教育原理 I 2 

教育原理II
2 

（教育課程の意義及び編成の方法を含む）

自 教職論 2 

教育心理学 2 

青年心理学 2 
由
教育制度 2 

教育方法 2 

科
社会科教育法 I 2 

社会科教育法II 2 

社会科教育法1II 2 

H 社会科教育法w 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法 II 2 

群 情報科教育法 I 2 

情報科教育法 II 2 

情報と職業 2 

道徳教育 2 

特別活動 2 

生徒指導
2 

（進路指導の理論及び方法を含む）

教育相談
2 

（カウンセリングを含む）

総合演習 I 2 

総合演習 Il 2 

教育実習 I
3 

（事前及び事後指導を含む）

教育実習 II 2 
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，輻広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ問題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等をtたる [l標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした問題意識をもって科目履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科Hを“人格形成領域"“一般教養領域"“基礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて整坪し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」 9人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教義領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非ば語分野」「，i語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマですぃ

これらに加えて， LASセンターが特に力を人れたい分野・テーマについては独自の科目として

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養I~w」として単位認
定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科Hは，すべて 1~ 4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科H群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科H

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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LASセンター科H群

領 年次および壌位数

域
系列 授業科目 備 考

1年 2年 3年 4年

①地球と環境
地球環境論 ※ 2 

生活と環境 ※ 2 

現代の人間思想

人 ②人間と思想
日本の思想 ※ 2 LAS科目群から

アメリカの思想 ※ 2 修得した単位の

格 現代思想 2 中から30単位を

形 国家と政治 2 限度として，各

③国家と規範
日本国憲法 ※ 2 科目群に申請に

成 法律学概論 ※ 2 より振り替える

領 政治学人門 ※ 2 ことができま

④倫理と社会
倫理学概論 ※ 2 す、，詳細につい

域
情報社会と情報倫理 2 ては，オリエン

女性学入門 2 テーション時に

⑤社会とジェンダー
ジェンダー論 ※ 2 説明します。

女性学 ※ 2 

男性学 ※ 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史a ※ 2 

日本の歴史 b ※ 2 

アメリカの歴史a ※ 2 

①人類のあゆみ
アメリカの歴史 b ※ 2 

韓国の歴史 ※ 2 

中国の歴史 ※ 2 

ジェンダーと歴史a ※ 2 

ジェンダーと歴史 b ※ 2 

人類と科学技術の発達 2 

般
文化人類学 ※ 2 

キリスト教文化の世界※ 2 
教 イスラム文化の世界※ 2 

蓑
②文化のかたち 日本文化概論 ※ 2 

アメリカ文化概論 ※ 2 
領 日本美術 ※ 2 

域 西洋美術 ※ 2 

社会学入門 ※ 2 

経済事情 2 

③社会と経済 経済学入門 ※ 2 

経済学の基礎 2 

中国経済人門 ※ 2 

心と身体の科学 2 

健康栄投管理 2 

④健康と福祉 こころとからだ ※ 2 

ジェンダーと福祉社会※ 2 

健康維持と生活洲慣 2 

町］］は，他の科H群に配‘li
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LASセンター科H群

領 年次および単位数
系列 授業科H

1年I2年
備 考

域 3年 4年

基礎の数学 2 

線形代数学 2 

基 ①非言語分野 統計学の基礎知識 2 

礎
総合基礎教養 I（非言語） 2 

総合基礎教養II（非言語） 2 
能 日本語基礎表現法 2 

力 日本社会と日本語 ※ 2 
②言語分野

総合基礎教蓑1Il（言語） 2 
領 総合基礎教養w（言語） 2 

域 ③ビジネスマナー
ビジネスマナー I 2 
ビジネスマナ―-II 2 

④プレゼンテーション
プレゼンテーション I 2 

プレゼンテーション II 2 

※印は，他の科H群に配当
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＂ 授業科目の単位と認定
各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定

の方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，

年間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。こ

の履修申請手続を間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないよ

うに履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科Hおよび担当教員などの変更，追加，取消しなどないよ

う，提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認する

こと。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとってお

くこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記入した場合は，両科目とも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に記人されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は，黒色ボールペンで記入すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VIII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない()
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IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は．定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担‘14教員の判断により適宜行われる j

12) いずれの授業科tlも授業時数の1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験脊格を失う ただし，病気または正‘りな坪由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることかあるヘ

(3) 試験の時間割は掲ホにより連絡する 0

14) 授業科llによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある（）

2.追試験

I 1) 追試験は，やむを得ない情情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する

12) 追試験を希望する者は，正‘片な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること

(3) 追試験は，成箱表の'[1,，亥科llにTの表示がなされた場合に限って受験することができる。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願Jを学部事務室に提出しなければな

らないし

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科Hによっては

再試験を行わない場合もある 0

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の消該科HにFの表ホがなされる）となっ

た授業科l1のある者は，背該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる 0

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験顧」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， l科Hにつき 1,000円である。

4. 試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，管品用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。
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(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2.試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはプロジェクト研究ill・N担当教員より本人に成績表

を交付するので，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提

示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80点 F : 59点以下（再試験受験可） D: 59点以下

B : 79~70点 T:追試験受験可 E:未受験

C : 69~60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に間合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参することく）
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

観光学部ウェルネスツーリズム学科における授業科目は，学科共通科目群 I・ II ・ III, 専門基

礎科且群 I・ II, 専門科ll群 I・ II ・ III, 専門関連科H群から構成されている 0

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している 単位制とは，ひとつひとつの授業科Hに外：の基準により

定められた単位があり，履修した授業科Hに対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の品定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しないものとする 0

m 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な単位数は，次の表にホすとおりである 3

学科 ウェルネスツーリズム学科

系列
ウェルネス ウェルネス
ツーリズム計画を 観光経営を
中心に学ぶ場合 中心に学ぶ場合

単位数 単位数

学科共通科H群 I （外国語） 14 14 

学科共通科目群II
4 4 

（観光情報・リスクマネジメント）

学科共通科H群llI （コミュニケーション） 4 4 

専門基礎科H群 I （ウェルネス） 8 8 

専門基礎科H群II （ホスピタリティ） 8 8 

専門科目群 I （ウェルネスツーリズム計画） 24 12 

専門科目群II （ウェルネス観光経営） 12 24 

専門科H群III
18 18 

（観光実務・研修・インターンシップ・キャリア形成）

専門関連科目群 8 8 

指定された各科H群より修得した科H以外に選択
24 24 

必修

計 124 124 
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IV 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「観光実務基礎 I・ II」「キャリア形成演習 I・ II」及び 1年次の必

修科目を含め36単位以上修得しなければならない。そのためには、以下の履修モデルを参照に慎

重に履修計画をたてる必要がある。

1. 履修モデルA

ウェルネスルネスツーリズム計画分野を主に学び地域密着型の就業を目指す場合

□：必修
科 H群 1年次 2年次 3年次 4年次

Fundamentals of 
学科共通科目群 I Eng脳hI ② 
（外国語） 0叫 FluencyI R 中国語II ② 

中国語IA ② 観光ビジネス会話W
必修科目を含み 中国語IB ② （中国語） ② 
14単位以上選択必修 観光ビジネス会話m

（中国語） ② 

学科共通科目群II 情報システム ② 
観光メデイア制作②

（観光情報・リスク ビジネス
リスクマネジメント11R リスクマネジメントIllRマネジメント） 事アプリケ-ション②
パブリッシングデザインR4単位以上選択必修 リスクマネジメント IR

学科共通科目群m ビジネスマナー I②
ビジネスマナー 1I②

（コミュニケーション） ビジネス
ネットワーキング論②

4単位以上選択必修 プレゼンデ-s-l!ンI@
専門基礎科目群 I

ウェルネス論II ② （ウェルネス）
ウェルネス概論 ② ウェルネス論W ② 

必修科目を含み
ェコツーリズム論②8単位以上選択必修

専門基礎科目群II
ホスピタリティ産業論R

ホスピタリティ（ホスピタリティ）
ホスピタリテ1概論② ホスピタリティ

マーケティング ② 必修科目を含み
マネジメント ② 8単位以上選択必修

ウェルネス
専門科目群 I ツーリズム研究IV④

ウェルネスツーリズム
（ウェルネス

② 
ウェルネスツーリズム ウェルネス

プロジェクト C ⑥ 
ツーリズム計画）

観光概論
プロシェクト B ⑥ 地域観光研究I（日本）R

観光・環境関連法制＠24単位以上選択必修 観光調査・統計 ② 
観光政策論 ② 

観光ビジネス論II
観光ビジネス論w

専門科目群II
（交通システム論）＠

（ウェルネス観光経営） （観光営業法） ② ホスピタリテイビジネス
ホスピタリテイビジネス 研究V（イベント・コンベ12単位以上選択必修 研究w（旅行事業論）④） ンション事黎論） R 
旅行業実務 ④ 

専門科目群m
観光実務基礎I R ホスピタリティ

（観光実務・研修
ホスピタリテイビジネス 観光実務基礎H R ビジネス研修・インター 健康生活コーデイ・インターンシップ
研修・インターンシップI② ンシップN（海外） ② ネータ資格演習 ⑫） ・キャリア形成）

キャリア形成演習n② キャリア形成演習III②
18単位以上選択必修 キャリア形成演習I② 旅行業務取扱

管理者資格演習 ② 

専門関連科目群
簿記論 ②世界の歴史と文化I② 食文化論 ② ジェンダーと観光②

8単位以上選択必修 圏芸療法 ② 

年次単位数 34 36 34 20 

累積単位数 34 70 102 124 
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2.履修モデルB

ウェルネス観光経営分野を主に学び観光関連企業での就業を目指す場合

□：必修
科目群 1年次 2年次 3年次 4年次

学科共通科H群 I Fundamentals of Fundamentals of 

（外国語） En述shI ② 
English II ② 

Oral Fluency I ② (2) 
Oral Fluency II ② 

必修科目を含み 韓国語 IA 
韓国語II ② English 

14単位以上選択必修 韓国語 IB ② 
観光ビシネス会語w for TOEIC 500 ② 
（韓国語） ② 

学科共通科目群 1l 情報システム ② 
（観光情報・リスク ビジネス 観光メデイア論 ② 

マネジメント） ＊アプリケーション② リスクマネシメント ll(> リスクマネシメント 111＠

4単位以上選択必修 リスクマネジメント I(>

学科共通科目群III
ビジネスマナーI②

（コミュニケーション）
ビジネス ビジネス

4単位以じ選択必修
プレゼンテーションIRプレゼンテーションIIR
異文化コミュニケーション②

専門基礎科目群 I
ウェルネス論m ② 

（ウェルネス）
ウェルネス概論 R 

必修科目を含み
ウェルネス ェコツーリズム論②

8単位以上選択必修
ホスピタリティ論②

専門基礎科目群II ホスピタリティ

（ホスピタリティ）
ホスピタリティ概論②

サービス論 ② 

必修科目を含み ホスピタリティ
観光心理学 ② 

8単位以上選択必修 コミュニケーション論②

専門科日群 I
（ウェルネス 観光概論 R 観光地理学

ウェルネス

ツーリズム計画）
② ツーリズム研究皿④

ウェルネス地域観光

12単位以上選択必修
観光文化論 ② 

研究1Il （欧米） ④ 

観光ビジネス論 I

専門科l=l群ll
（国際観光ビジネス論）R

観光ビジネス論v
ホスピタリテイビジネス

ホスピタリティ

（ウェルネス観光経営） ビジネス研究rn （ヒューマンリソース

プロジェクト B ⑥ 
（エアライン事業論）④

マネジメント） ② 

24単位以上選択必修 ホスピタリティ
ホスピタリテイビジネ

ビジネス研究w ス・プロジェクト C⑥ 

（旅行事業論） ④ 

専門科目群m
（観光実務・研修 観光実務基礎I ② 観光実務基礎n R エアライン実務 ④ 
・インターンシップ ホスピタリテイビジネス

ホスピタリテイビジネス ホテル実務 ④ 

・キャリア形成） 研修・インターンシップI@ 
研修・インターンシップW 観光通訳ガイド演習②

キャリア形成演習I② キャリア形成演晋n② （海外） ② 

18単位以上選択必修
キャリア形成演習1lI②

専門関連科目群
薄記論 ② 世界の歴史と文化Il②8単位以上選択必修

ジェンダーと観光② 薬草薬膳 ② 

年次単位数 34 36 34 20 

累積単位数 34 70 102 124 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群

学科共通科目群は， I （外国語）， II (観光情報・リスクマネジメント）， III （コミュニケ

ーション）の 3つの科H群からなる。それらの各科目群のうちから「III.卒業に必要な単位

について」に示した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （外国語）

学科共通科目群 Iは，グローバル化時代の到来とともに，近い将来のアジア大交流時代

に向けて，英語に加えてスペイン語，中国語，韓国語の語学能力の向上をはかる科H群であ

る。

※単位数に0印を付してある科目は必修を示す。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
考

列 2年 単位数
備

1年 3年 4年

Fundamentals of English I ② 「学科共通科目
群 I （外国語）」

Fundamentals of English II 2 の中より，必修

Fundamentals of English III 
科目を含み 14

2 単位以上選択必

Oral Fluency I ② 
修。ただし，第
二外国語科Hを

芯子 Oral Fluency II 2 履修する場合は，
か国語 4科目

科 Oral Fluency III 2 8単位を必修。

共 English for Wellness 
2 

通 Tourism 

科 English for Tourism 
2 

目 Industry 

群 English for TOEIC 500 2 14単位

I English for TOEIC 800 2 

/ スペイン語 IA 2 

外 スペイン語 IB 2 

国 スペイン語 II 2 

語 中国語 I A 2 

-中国語 I B 2 

中 国 語 II 2 

韓国語 IA 2 

韓国語 I B 2 

韓 国 語 II 2 
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系
授業科l]

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

賃共
観光ビジネス会話 I

2 
（スペイン語）

通 観光ビジネス会詰ll
2 科 （スペイン語）

H 
群 観光ビジネス会話m（中国語） 2 
I 
観光ビジネス会詰w（中国語） 2 

外
観光ビジネス会話V （韓国語）国 2 

語ヽ 観光ビジネス会話Yl （韓国語） 2 

［備考〕

(1)学科共通科目群 Iでは，第→外国語として英語および第二外国語を学ぶ。うち， Fundamentals

of English I, Oral Fluency Iは必修科目である。

(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには，それぞれの Iを修得してい

なければならない。同様に、 Fundamentalsof English Ill, Oral Fluency Illを履修するために

は，それぞれの IIを修得していなければならない。

(2) 学科共通科H群 II （観光情報・リスクマネジメント）

学科共通科H群 IIは，新しい時代の観光テクノロジストに不可欠な「情報システム」

「Webデザイン」「観光メデイア論Jなどによっで情報・メディアリテラシーについて学ぶ

科H群である。加えて，ツーリズム産業に不可欠な「リスクマネジメント」についても学ぶ

ことができる。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

乳
情報システム ② 「学科共通科目

群II （観光情報・

廿ノ^  ビジネス・ ② 
リスクマネジメ

通 アプリケーション ント）」の中より，
科 必修科目を含み
H デジタルメデイア 2 4単位以上選択群
II Webデザイン 2 必修Q

； パブリッシングデザイン 2 

観光メデイア論 2 
4単位

報

リ 観光メディア制作 2 
ス
ク 広告 C M 制作 2 
マ
ネ リスクマネジメント I 2 
ジ
メ
リスクマネジメント II 2 ン

卜
リスクマネジメント m 2 
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(3) 学科共通科目群III （コミュニケーション）

学科共通科H群 IIIは，あらゆる職業領域において必要不可欠なマナーやプレゼンテーショ

ンを学び，その基盤としてのコミュニケーションの基礎について学ぶ科目群である。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目 備 考

1年 2年 3年 4年 単位数

［ 共
ネットワーキング論 2 

「学科共通科H群
m （コミュニケー
ション）」の中より，

賃 ビジネスマナー I ② 必修科目を含み 4

H 
単位以上選択必修。

群
III ビジネスマナー II 2 

ヘ

コ 4単位
ミ ビジネス
ユ プレゼンテーション I ② 

ケ
ビジネスl 2 

シ プレゼンテーション II
ヨ
ン
異文化コミュニケーションヽ 2 
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科H群は、心身の健康と豊かさに関する体験や学習を重視するウェルネスマインドを

学び、サービス業としての観光に不可欠なホスピタリテイマインドを学習するための科目群であ

る。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

ウェルネス概論 (2) 「専門基礎科 H

ケ ア 論
群 I （ウェルネ

2 ス）」の中より，

ウェルネス論 I 必修科Hを含み
専

（健康・栄養・スポーツ）
2 8単位以上選択

門 必修G
基 ウェルネス論 II
礎

（環境・文化・史跡）
2 

科
H ウェルネス論 III
群 2 
I （ユニバーサルツーリズム）
/ 

ウェルネス論 wウ 2 8単位
工 （地域社会・まちづくり）
ル
ネ スポーツ文化論 2 
ス
‘-' レジャー・レクリエーション論 2 

旅 行 医 凡子＾ 2 

ェコツーリズム論 2 

ウェルネスホスピタリティ論 2 

家 族 論 2 

ウェルネスと生涯学習 2 

専
ホスピタリティ概論 ② 「専門基礎科目

群 Il （ホスピタ
門 ホスピタリティサービス論 2 リティ」の中よ基
礎 ホスピタリティと文化 2 り，必修科Hを
科 含み 8単位以上
目 ホスピタリテイコミュニケーション論 2 選択必修。
群
II ホスピタリティ産業論 2 
/ 

ホスピタリテイマネジメント
8単位

ホ 2 
ス
ホスピタリテイマーケティングピ 2 

夕
サービス経済論リ 2 

テ
ホスピタリティと福祉 2 イ

ヽ

観光心理学 2 
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3.専門科目群

専門科目群は，「専門科H群I （ウェルネスツーリズム計画）」と「専門科H群II （ウェルネス

観光経営）」の 2つの領域からなり，テーマ・地域・業界研究を核としている。

くウェルネスツーリズム計画＞

ウェルネスツーリズムを基調に新たな観光事業のクリエータを目指す。

くウェルネス観光経営＞

ウェルネスツーリズムを基調に新たな観光事業のテクノロジストを目指す。

(1) 専門科目群 I （ウェルネスツーリズム計画）

専門科目群 Iは，「専門基礎科H群 I （ウェルネス）」と連動しており，「ウェルネスツー

リズム研究I~N」および「ウェルネス地域観光研究 I~N」などで，ウェルネスツーリズ

ムに関する創造カ・構想カ・企画力などを鍛え，「ウェルネスツーリズム・プロジェクト A

~C」で地域ニーズに即した観光商品の準備・開発に取り組んでいく。

(2) 専門科H群II （ウェルネス観光経営）

専門科目群IIは，「観光ビジネス論I~V」「ホスピタリテイビジネス研究 I~VI」などで

実務の詳細について学び，「ホスピタリテイビジネス・プロジェクト A~C」によって，適

正な知識に碁づいた実践力を身につける。

(3) 専門科目群III （観光実務・研修・インターンシップ・キャリア形成）

専門科目群1IIは、フィールド教育及びキャリア形成教育を実施する科目群である。「ホス

ピタリテイビジネス研修・インターンシップI~V」は，さまざまなフィールド体験を通

して，広い視野や実践力を養っていく。さらに，「実務」を中心に据えたいくつかの科Hと

「キャリア形成演習 I~III」及び「旅行業務取扱管理者資格演習」などの資格取得科Hを置

いている。多彩なキャリア形成プログラムを通して，就職に直結する能力を1年次から身に

つけていく。

研修・インターンシップは，学生の希望により，他の科目に支障のない限り， I~Vのい

ずれも履修でき，事前学習（学内），フィールド実践，事後学習（学内）の 3段階で行う。

詳細な内容説明は，オリエンテーション時に行う。

(4) 専門関連科目群

専門関連科H群，「簿記論」「食文化論」「ジェンダーと観光」などウェルネスツーリズム

に結びつく領域について広く学んでいく。
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系
授業科ll

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年l4年 単位数 備 考

ウェルネスツーリズム研究 I 「専門科目群 I

（健康・栄養・スポーツ）
4 （ウェルネスツ

ーリズム計画）」

を主として履修
ウェルネスツーリズム研究II

（環境・文化・史跡）
4 

する者は， 24単
位以上選択必修c

併せて「専門科

ウェルネスツーリズム研究1Il H群 II （ウェル

（ユニバーサルツーリズム）
4 ネス観光経営）」

専 の中より， 12単

門 ウェルネスツーリズム研究IV
位選択必修c,

科 （地域社会・まちづくり）
4 

H ウェルネス地域観光研究 I

群 （［］ 本）
4 

I 
ウェルネス地域観光研究II

（アジア）
4 -

ウ
ウェルネス地域観光研究III

エ （欧米）
4 

ル
24単位

ウェルネス地域観光研究w
ネ
（千葉）

4 
(12単位）

ス
ウェルネスツーリズム・

ツ プロジェクト A
6 

l 
ウェルネスツーリズム・

リ プロジェクト B
6 

ズ ウェルネスツーリズム・

ム プロジェクト C 6 

計
（卒業論文含む）

画
観 光 概 論 ② 

-観光調壺・統計 2 

観光文化論 2 

観光地理学 2 

観光政策論 2 

環境資源論 2 

観光・環境関連法制 2 
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 若

列 1年 2年 3年I4年 単位数

観光ビジネス論 I 「専門科甘群 II
2 （ウェルネス観

（国際観光ビジネス論） 光経常）」をt
として履修する

観光ビジネス論II
2 

者は， 24単位以

（観光営業法） 上選択必修ぐ併

せて「専門科 H

観光ビジネス論m 群 I （ウェルネ

計）
2 スツーリズム計

（会
画）」の中より，

12屯位選択必修

寸市
観光ビジネス論w

2 
（交通システム論）

門

科 観光ビジネス論v
2 

H 
（ヒューマンリソースマネジメント）

群 ホスピタリテイビジネス研究 I

（ホテル事業論）
4 

II 

ヘ ホスピタリテイビジネス研究II

（フードサービス事業論）
4 

ウ
24弔位

工

ホスピタリテイビジネス研究III
4 

ル （エアライン事業論） (12単位）

ネ
ホスピタリテイビジネス研究w

ス （旅行事業論）
4 

観

光
ホスピタリテイビジネス研究V

（イベント・コンベンション事業論）
4 

経

骨白
ホスピタリテイビジネス研究VI

（スポーツ・温泉療法事業論）
4 

ヽ

ホスピタリテイビジネス・

プロジェクト A
6 

ホスピタリテイビジネス・

プロジェクト］3
6 

ホスピタリテイビジネス・

プロジェクト C 6 

（卒業論文含む）
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

観光実務基礎 I ② 「専門科目群 III

専 観光実務甚礎 II (、2ーー／～、! 
（観光実務・研

修・インターン

『ホ テ ル実務 4 シップ・キャリ

レストラン実務 4 
ア形成）」の中

群 より，必修科目
III 旅行業実務 4 を含み 18単位

／悶ク
ェアライン実務 4 以卜^選択必修。

喜
ホスピタリテイビジネス

2 
研修・インターンシップ l

旦
ホスピタリテイビジネス

2 
研修・インターンシップII

イ
ホスピタリテイビジネス

2 18単位
ン 研修・インターンシップ1II

夕 ホスピタリテイビジネス
l 
研修・インターンシップw（海外） 2 

ン
シ ホスピタリテイビジネス
ツ 研修・インターンシップV（海外）

2 
プ
キャリア形成演習 I ② 

キ
ヤ キャリア形成演習 II ② 
リ
キャリア形成演習m ② ア

形
観光通訳ガイド演習 2 成

ヽ

旅行業務取扱管理者資格演習 2 

健康生活コーデイネータ資格演習 2 

簿 記 論 ② 「専門関連科目群」

経 済 ，，，子1，^ 2 
の中より，必修

科目を含み 8単
経 営 ‘‘了"’— 2 位以上選択必修。

専
世界の歴史と文化 I 2 

世界の歴史と文化Il 2 
門
文化人類学 2 

関
民 俗 呂子．． 2 

連 房総文化論 2 
8単位

科 房総の地誌と遺跡 2 

H 食 文 化 吟禰 2 

群 紀行文学論 2 

ジェンダーと観光 2 

ジェンダーとウェルネス 2 

薬 早9 9 薬 膳 2 

園 芸 療 法 2 
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期Hに所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続きを間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないよ

うに履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどはないよ

う，提出する前に授業時間割表に即してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認す

ること。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとって

おくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科Hの申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記入した場合は，両科目とも登録無効となるので注意す

ること。

(4) 一度単位を取得した授業科目は，再度履修することはできない。

(51 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効となるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記人されている番号で，その時限の

授業科Hに固有の番号である。

(7) 履修申請書は，黒色ボールペンで記入すること。

(81 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

＂ 正規の履修からはずれる場合
1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科Hについては，次年度において再び履修

することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず観光学部事

務室に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

V111 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末または学年末に行
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い，臨時試験は担‘li教員の判断により適宜行われる

(2) いずれの授業科llも授業時数の1/3以lこ欠席した場合には，原則として‘り該授業科H

の受験資格を失う ただし，病気または正喝な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある

13) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する

(41 授業科llによって論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある Q

2.追試験

(1 I 追試験は，やむを得ない1叶打によって定期試験を受験できなかった者に対し， I原則と

して学期末または学年木に実施する

(21 追試験を希沼する者は，正‘りな'hlllを証明する胄面をもって速やかに授業担‘l1教員に

届け出ること

(3) 追よ験は，成紐表の廿該科HにTの表ボがなされた場合に限って受験することができるc

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

（4¥ 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を観光学部巾務室に提出しなけれ

ばならない

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき200円であるし

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する＼」ただし，授業科Hによっては

再試験を行なわない場合もある

(21 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の渭該科HにFの表ぷがなされる）となっ

た授菜科目のある者は，‘り該授業科Hの担丼教員が再試験を行なう場合，受験すること

かできる

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる (3

(3) 再試験の受験を昨n［された者は，「再試験受験顔」を観光学部事務室に提出しなけれ

ばならない

なお， 1り試験の受験料は， l科甘につき 1,000円である〈」

4. 試験に関する注意

1.通貝1J

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない（，なお，監督者の指ホに

従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，惰記用具・持込みを許された責料以外のものは，すべて監督者の指定

する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所に

提示しておかなければならない）

14) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない C)

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監仔者が退場を命ずる場

合はこの限りでないc
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(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を受

けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明その

他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければならない。

2.試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該授

業科目の単位の認定を行なわない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知する

と共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーより本人に成績表を交付するので，観光学部事務室の指示

に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100~80点

B : 79~70点

F : 59点以下（再試験受験可）

T ：追試験受験可

C : 69~60点 z:追・再試験の受験資格なし

D: 59点以下

E ：未受験

(3) 成績についての疑問，質間等は成禎表交付日のみ受け付けるので観光学部事務室窓口に

問合わせること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。
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教 職課程

I.教職課程の履修について

教職課程は，中学・高等学校教員の免許状（教育職員免許状）を取得する課程である 本学に

おいては，以ドで述べる教科の課程がある 免許状取得のためには，卒業に必要な科Hに加えて

「教職に関する科[l」など，相当凰の自由科Hを履修しなければならないし

教職課程は，将来教員になる意欲のある者の履修を原則とするし学牛諸君には，充実した学業

を修め大学を卒業すること，その卜でさらに，教職をめざす熱意を持って最後まで努力する意志

が求められる C) 最近の教員採用は数において少なく，質においてもきわめて高度なものが要求さ

れており，これらの状況を跨まえたうえで履修すること c

II.教育職員免許状について

1. 免許状の種類および教科

本学で取得できる教育職員免許状は，第 l表のとおりである，9

（第 1表）取得できる免許状の種類および教科

免許状の種類
学部 学科

中学校教諭一種 高等学校教諭一種

公 民

経営情報学部 総合経営学科 社 会 商 業

情 報

国 語 国 語

国際文化学科 社 会 地理歴史

人文学部 英 語 英 語

社 会 公 民
国際交流学科

英 語 英 語

福祉総合学部 福祉総合学科 社 会
公 民

福 祉

公 民
メデイア学部 メデイア情報学科 社 会

情 報
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2. 基礎資格と最低修得単位数

教育職員免許状を取得するためには，学士の称号を有し，さらに免許法に定める単位（第 2

表）を修得しなければならない。また，中学校教諭一種免許状を取得する際は，平成10年4月か

ら施行された免許法の特例に定める「介護等の体験」も必要である。

（第 2表）教育職員免許状取得のための最低修得単位数

免許状取得に必要な
中学校教諭一種 高等学校教諭一種

最低修得単位数

教職に関する科目 31単位 23単位

教科に関する科H 20単位 20単位

教科又は教職に関する科目 8単位 16単位

第2表の「教職に関する科目」は，どの教科にも共通に設定された科Hである。第 4表 (236

ページ）にその内容が示されている。

また，「教科に関する科目」は，免許教科ごとに定められた科Hである。第 6表から第22表

(238ページから255ページ）に学科および教科ごとにその内容が示されている。

「教科および教職に関する科目」の単位には，上記の科Hから最低修得単位を超えて履修した

ものが含まれる。

m．単位の修得及び履修方法

1.学士の称号を得る

教育職員免許状を取得するには，学士の称号を得ること（卒業）が前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなければならない。さらに，その中には免許法で第 3表

の科Hを含むという制限がある。注意をして履修すること。

（第3表）卒業に含めて修得する科H

区 分 履 修 方 法

日本国憲法 (2単位） 必ず履修をすること。

生涯スポーツ概論 (2単位） 5科目の内，いずれか］科H (2単位）を修
スポーツ科学 I (2単位）

得すること。
スポーツ科学II (2単位）
スポーツ科学a (2単位） なお，当該学科において開設されていない場

スポーツ科学 b (2単位） 合には他学科からの履修が必要となる。

Oral Fluency I (2単位）
当該学科において開設されていない場合には

Oral Fluency l (3単位）

Oral Fluency II (2単位）
他学科からの履修が必要となる。

情報メデイア演習 I (2単位）
情報メデイア演習 II (2単位） 7科目の内，いずれか 1科日 (2単位）を修
情報メデイア論 (2単位）

得すること。
情報メデイア演習 (2単位）
コンピュータ基礎論（実習を含む） （2単位）

なお，当該学科において開設されていない場

コンピュータ応用論（実習を含む） （2壌位） 合には，他学科からの履修が必要となる。

情報メデイアリテラシー I (2単位）
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2.教職に関する科目

「教職に関する科目」（第 4表）は，免許状を取得するうえで，憎仰の科l=lを除き，必修となる。

また，これらの科目は，学則し自由科目群に区分され，卒業に必要な単位数には算人されない。

（第 4表）教職に関する科H

科 H 単位 履修年次 科 H 単位 履修年次

唸教職論 2 1 ＊教有方法 2 2 ~ 3 

＊生徒指導 2 2 

教育原理 I 2 1 （進路指導の坪論及び

＊教育原理II 2 2 方法を含む）

（教育課程の意義及び ＊教育相談 2 3 

編成の方法を含む） （カウンセリングを

含む）

没教育心理学 2 2 ※総合演習 I 2 1~4 

青年心理学 2 1 ※総合演習 II 2 2~4 

女教育制度
（教職論又は

2 2 教育原理 I要修得）

＊教科教育法 I 2 3 ※印はいずれか 1科目

＊教科教育法1I 2 3 2単位選択必修

斉教科教育法1ll 2 3 玄教育実習 I 3 4 

教科教育法w 2 4 （事前及び事後指導を

唸道徳教育 2 1 含む）

女特別活動 2 2 
教育実習 II 2 4 

注 1 女印の付してある科目は、免許状の資格を得ようとする者は必修である。ただし，高等学校の

免許状のみ取得する場合は， 「道徳教育」を「教科又は教職に関する科目」に配当する。※印

の付してある科目については，いすれか 1科目 2単位を選択必修すること。

注2 総合演習 I1を履修する者は，教職論又は教育原理 Iを修得していること。

①「教科教育法」は，授与を受けようとする免許状の教科に関するものを全て履修すること。

第5表を参照して，教科別の科Hを確実に履修し，修得すること。

（第 5表）教科教育法の科目名および履修時期

教科名 科目名
3年次 4年次

前期 後期 前期 後期

国 語 国語科教育法 I II • III 

社 会 社会科教育法 I II ・ III w 
英 語 英語科教育法 I II ・ Ill 

地理歴史 地理歴史科教育法 I rr 

公 民 公民科教育法 I II 

商 業 商業科教育法 I II 

福 祉 福祉科教育法 I II 

情 報 情報科教育法 I II 
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②原則として，「教育実習 I」を履修するには，第 4表の食印を付してある必修科目全てと，

実習教科の教育法 I• II • IIIの単位を修得していなければならない0 ただし，高等学校の免

許状のみの場合は「道徳教育」を除く。なお，中学校の免許状を取得する場合には，「教育

実習 Il」を併せて履修すること。

3.教科に関する科目

「教科に関する科目」は，免許状の教科別に定められた科Hで，各学科の専門科Hの一部及び

自由科Hからなっている。本学では，中学・高校と両方の免許状取得を H指す教科コース制をと

っており，その科Hは第 6表～第22表のとおりである。学科ごとに授業科目が指定されているの

で，所属学部・学科の表を確認すること。指定された科目の中から，＊印の付してある教職課程

における必修科目を含み20単位以上修得すること。

なお，第 6表から第22表の単位数に0印を付してある科Hは，各学部・学科の卒業必修科目で

あり，△印を付してある科目は自由科H，無印は各学部・学科の選択科目を示す。

4.教科又は教職に関する科目

「教科に関する科H」および「教職に関する科目」の中から，最低修得単位数を超えて，中

学校教諭一種免許状では 8単位，高等学校教諭一種免許状では16単位以上を選択して修得するこ

と。
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経営情報学部 総合経営学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，教脊職員免許法 l：において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しな

ければならない。

第 6表〔社会関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科H 備考

種類
科 目 開設科H 屯位

履修
年次

H本史及び外国史 没外国史概説 2 2 
没日本の歴史 a 2 2・3 
森日本の歴史 b 2 2・3 
経 洋口9 史 2 2・3 

地理学（地誌を含む。） ＊地 理 学 a 2 2 
没地 理 ;--f'ら・ b 2 2 
＊地 誌 2 3 
地理情報論 I △ 4 l ・ 2 
地理情報論 rr △ 4 2・3 

法律学・政治学 斉法律学概論 2 1 ・ 2 
＊国 際 法 2 3・4 
国家と政治 2 1 ・ 2 
現代社会論 2 1 ・ 2 
地域と暮らし 2 1 ・ 2 
消費生活と行政 2 1 ・ 2 
政 治 学 2 2・3 

中 行 政 呂了^ 2 2・3 
民 法 I 2 2・3 
民 法 II 2 2・3 

9いrら̂  脱 法 I 2 2. 3 
商 法 II 2 2・3 
法人税法 I 2 2・3 

校 相続税法 II 2 3・3 
行 政 法 2 2・3 
呂プJ 働 法 2 2・3 
経 済 法 2 2・3 

社会学・経済学 女国際経済学 2 2・3・4 
羹経済原論 I 2 1 

種 ＊経済原論 II 2 l 
統計学の基礎知識 2 l 
経常学の基礎 2 I ・ 2 
経 済 事 情 2 3 
ミクロ経済学 2 3 
マクロ経済学 2 3・4 
財 政 足子 • 2 3・4 
国際経済事情 2 3・4 
金 融 論 I 2 2・3 
金 融 吟"1111 II 2 2・3 
電子商取引論 2 2・3 
経営管理総論 2 2・3 
企業倫理論 2 2・3 
メデイア産業論 2 2・3 
地域振興論 2 2・3 
国際経営論 2 3・1 
異文化適応論 2 l 
企業と社会 2 I 

哲学・倫理学・宗教学 倫理学概論 2 1 ・ 2 いず修甲；れ以か 1 科選II 
宋教学概論 2 1 ・ 2 

必2、 位． I・. 訳

森印の付してある科目は，免許状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第7表〔公民関係授業科目〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科目 備考
種類

科 目 開設科目 単位 聾嬰
法律学（国際法を含む。）， ＊法律学概論 2 1 ・ 2 
政治学（国際政治を含む。） ＊国 際 法 2 3・4 

国家と政治 2 1 ・ 2 
現代社会論 2 1 ・ 2 
地域と暮らし 2 1 ・ 2 
消費牛活と行政 2 1 ・ 2 
政 治 子呂 2 2・3 
行 政 呂子 2 2・3 
民 法 I 2 2・3 
民 法 II 2 2・3 
商 法 I 2 2・3 
商 法 II 2 2・3 

ロ． 
法 人税法 I 2 2・3 向

相続税法 II 2 3・3 
行 政 法 2 2・3 

等 労 働 法 2 2・3 
経 済 法 2 2・3 

｝ 子 社会学，経済学（国際経 ＊国際経済学 2 2・3・4 
済を含む。） 女経済原論 I 2 1 ・ 2 

森経済原論 II 2 1 ・ 2 
校 統計学の基礎知識 2 1 

経営学の基礎 2 l ・ 2 
経 済 事 情 2 3 
ミクロ経済学 2 3 
マクロ経済学 2 3・4 
財 政 呂子 2 1 ・ 2 

種
国際経済事情 2 3・4 
金 融 論 I 2 2・3 
金 融 論 II 2 2・3 
霞子商取引論 2 2 
経営管理総論 2 2・3 
企菓倫理論 2 2・3 
メデイア産業論 2 2・3 
地域振穂論 2 2・3 
国際経営論 2 3・4 
異文化適応論 2 I ・ 2 
企業と社会 2 1 

哲学，倫理学，宗教学， 倫理学概論 2 1 ・ 2 
いずれか］科目
2単位以上選択

心理学 宗教学概論 2 1・2 必修

玄印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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商業コース（商業）

以ドの表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第 8表〔廂業関係授業科H〕

免許
教定育職員免許法施行規則
める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科H 備考

種類
科 目 開設科H 単位 履ギ修ク久

商業の関係科H 女会 計 ｝子も I 2 l ・ 2 
唸会 計 }子立 II 2 1 ・ 2 
女マーケティング論 2 1 
経営学総論 ② 1 
流 通 論 2 2・3 
ロジスティクス概論 2 1 ・ 2 
簿 記 論 I 2 l 
簿 記 論 II 2 1 ・ 2 
上級簿記論 2 1 ・ 2 
工業簿記論 I 2 ]. 2 

工業簿記論 II 2 1 ・ 2 
財務諸表論 I 2 2・3 
財務諸表論 Il 2 2・3 
経営分析論 2 2・3 

高 経営戦略論 2 3 
人事労務管理論 2 3・4 

等 経営組織論 2 2・3 
中小企業論 2 3・4 
企業とリスクマネジメント 2 2・3 

子} 
管理会計論 I 2 3・4 
管理会計論 II 2 3・4 

校 原価計算論 l 2 2・3 
原価計算論 II 2 2・3 
会計監在論 2 2・3 
現代ファイナンス論 2 3 ・ 4 
会計学特講 2 2・3 

種 消費者行動分析論 2 3・4 
広 告 論 2 3・4 
非営利マーケティング論 2 3 ・ 4 
サービスマーケティング論 2 2 
国際マーケティング論 2 3・4 
起業マネジメント論 2 3・4 
事業 と継承 2 2・3 
新規事業開発論 2 2・3 
ベンチャーキャピタル論 2 3・4 
NPOマネジメント論 2 3・4 
行政・自治体

マネジメント論 2 3・4 
小売経党論 2 2・3 
サービス実践論 I 2 2・3 
サービス実践論 II 2 2・3 

職業指導 貨職 業 指 導 4 3 

貨印の付してある科日は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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情報コース（情報）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第 9表〔情報関係授業科目〕

免許
教育職教員科免許法施行規則
定める に関する専門 本学開設科H

状の 教育科目 備考
種類

科 目 開設科H 単位 璽嬰
情報社会及び情報処理 古情報社会と情報倫理 2 1 

情報化戦略論 2 3 

コンピュータ及び情報処理 ＊ァルゴリズム基礎論 2 2 
＊プログラミング墓礎 2 2 
情報メデイア論 ② 1 
情報学基礎演習 2 2 
情報学応用演習 2 2 
情 報 理 論 2 2 
アルゴリズム応用論 2 2 

高 プログラム設計 2 3 
プログラミング応用 2 3 

等 情報システム（実習を含 ＊情報システム論 2 2 
む。） （実習を含む。）

経営情報基礎論 ② 1 
学

データベース基礎論 2 2 
データベース応用論 2 2 

校 データベース演習 2 3 
システム監査論 2 3 

情報通信ネットワーク 女情報ネットワーク論 2 2 
（実習を含む） インターネット社会論 2 2 

種 流通情報システム論 2 2 

マルチメデイア表現及 斉デジタルメディア論 2 2 
び技術（実習を含む） （実習を含む）

情報表現技法 2 1 ・ 2 
デジタルメデイア

アプリケーション基礎 2 2 
モデル化と

シミュレーション 2 3 

情報と職業 ＊情報と 職業 2 2 
情報産業論 2 2 
マーケティング情報論 2 3 
組織情報論 2 3 

玄印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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人文学部 国際文化学科

国語コース（国語）

以下の表より，教育職員免叶法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第 10表〔国語関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科目 備考

種類
科 H 開設科H 単位

履修
年次

国語学（音声言語及び文 ＊日本語学概論a 2 1 ・ 2 

章表現に関するものを含 唸 L]本語学概論b 2 1 ・ 2 

む。） 五語学概論a 2 1 ・ 2 

言語学概論b 2 1 ・ 2 

表現の技法a 2 2 

表現の技法b 2 3 

H本語の音声 2 2 

日本語学の語彙・意味 2 2 

日本語の文法a 2 2・3 

日本語の文法b 2 2・3 

飩． 廿本語教授法a（教授法） 2 2・3 

中 日本語教授法b
等

（コースデザイン・評価） 2 2・3 足子

巫子 廿本語教授法c（教材研究） 2 2・3 
校

日本語教育事情a 2 3・4 校
日本語教育事情b 2 3・4 

種 日本語教育実習 3 3・4 

種 現代詩歌 2 1 ・ 2 

比較表現論 2 1 ・ 2 

国際文化研究の方法a 2 2 

国文学（国文学史を含 女日本文学概論 2 1 ・ 2 

む。） ＊日本文学史 2 2 

日本の文学a（古典） 2 2・3 

日本の文学b（近・現代） 2 2・3 

漢文学 玄漢文講読a （韻文） 2 2・3 

＊漢文講読b （散文） 2 3 

書道（書写を中心とす 食書道a （書写中心） 2 2・3 

る。） ＊書道b （書写中心） 2 3 

＊印の付してある科且は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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社会コース（社会・地理歴史・公民）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第11表［社会関係授業科目〕

免許
教育職教員免許法施行規則
定める 科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科H 備 考
種類

科 目 開設科H 単位
履修
年次

日本史及び外国史 ＊外国史概説 2 2 
羹日本の歴史 a 2 l ・ 2 
沿日本の歴史 b 2 1 ・ 2 
文化交流史 a
（日本：アジア） 2 2・3 
文化交流史 b
（日本：欧米） 2 2・3 
中国 と 日 本 2 2・3 
アメリカの歴史 a 2 1 ・ 2 
アメリカの歴史 b 2 1 ・ 2 
韓国の歴史 2 1 ・ 2 
中国の歴史 2 1 ・ 2 
ラテンアメリカの歴史 2 2・3 
カナダの歴史 2 2・3 

地理学（地誌を含む。） ＊地 理 呂子 a 2 2 

中
＊地 理 巫91子 b 2 2 
没」地 誌 2 2・3 
環太平洋圏の

子呂
社会と文化 2 3・4 

文化人類学 2 1 ・ 2 
カナダの社会と文化 2 3・4 

校
ラテンアメリカの
社会と文化 2 3・4 

韓国の社会と文化 2 3・4 
遺跡と文化遺産 2 2・3 
北米先住民社会と文化 2 3・1 
国際文化研究の方法c 2 2 
国際文化研修 I 2 l ・2・3・4 

種
法律学，政治学 女法律学概論 2 1 ・ 2 

女国 際 法 4 3・4 
国際関係論 4 3・4 
政治学人門 2 1 ・ 2 
国際政治入門 2 1 ・ 2 

社会学，経済学 女国際経済学 4 3・1 
女経済原論 I 2 2・3 
玄経済原論 II 2 2 ・ 3 
経済学人門 2 l ・ 2 
国際経済事情 2 1 ・ 2 
社会学人門 2 1 ・ 2 
女 性 }了ユ— 2 l ・ 2 
生活文化論 2 I ・ 2 
高齢社会論 2 2・3 

哲学，倫理学，宋教学 倫理学概論 △ 2 3 いずれか 1科II

宗教学概論 △ 2 3 
2 ii1 1、［以 I:選訳
必修

此印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必す修得しなければならない，
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第 12表〔地理歴史関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科H 備考

種類
科 H 開設科目 単位 闘

日本史 ＊日本の歴史 a 2 1 ・ 2 

*H本の歴史 b 2 1 ・ 2 

文化交流史 a

(H本：アジア） 2 2・3 

文化交流史 b

一的皇9 （日本：欧米） 2 2・3 

中国と 日本 2 2・3 

等
外国史 ＊外国史概説 2 2 

アメリカの歴史 a 2 1 ・ 2 
学

アメリカの歴史 a 2 1 ・ 2 

韓国の歴史 2 1 ・ 2 
校

中国の歴史 2 1 ・ 2 

ラテンアメリカの歴史 2 2・3 

カナダの歴史 2 2・3 

種 人文地理学及び自然地 ＊地 理 ，，，，子9 a 2 2 

理学 ＊地 理 ‘‘子‘み— b 2 2 

環太平洋幽の

社会と文化 2 3・4 

文化人類学 2 1 ・ 2 

カナダの社会と文化 2 3・4 

ラテンアメリカの

社会と文化 2 3・4 

韓国の社会と文化 2 3・4 

遺跡と文化遺産 2 2・3 

北米先住民社会と文化 2 3・4 

国際文化研究の方法c 2 2 

国際文化研修 l 2 1・2・3・4 

地 誌 女地 誌 △ 2 3 

＊印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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英語コース（英語）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第13表〔英語関係授業科H〕

免許
教育職教員免許法施行規則
定める 科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科目 備考
種類

科 目 開設科目 単位 闘
英語学 女英語学概論 a 2 1 ・ 2 

＊英語学概論 b 2 1 ・ 2 

アメリカ社会と英語 2 1・2 

英米文学 ＊アメリカ文学概論 2 1・2 

＊近代イギリス文学 2 2・3 

近代アメリカ文学 2 2・3 

アメリカ文学史 2 2 
中
英語コミュニケーション 森BasicWriting Skills 2 1 ・ 2 

子呂
Intermediate Grammar 

Intermediate Pacial 

2 1 ・ 2 

Discussion Skils 2 1 ・ 2 
校 Intermediate 

Reading Skills 2 2・3 

Business English Writing 2 2・3・4 

Spoken Business English 2 2・3・4 

高 翻訳の基礎（英日） 2 3・4 

翻訳の技法

等
（英日・実務翻訳） 2 3・4 

通訳の基礎（英日） 2 3・4 

呂子
通訳の技法
（英日・実務翻訳） 2 3・4 

Oral English for 
校 Children a 2 3・4 

Oral English for 
Children b 2 3・4 

異文化理解 ＊異文化間

種
コミュニケーション論 2 1 ・ 2 

比較文化概論 2 I ・ 2 

アメリカ文化概論 2 1 ・ 2 

アメリカの歴史a 2 1 ・ 2 

アメリカの歴史b 2 1 ・ 2 

アメリカの思想 2 1 ・ 2 

ヨーロッパ世界と
アメリカ 2 3・4 

コミュニケーション概論 2 l ・ 2 

多文化社会論 2 3・4 

＊印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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人文学部・国際交流学科

社会コース（社会・公民）

以ドの表より，教育職員免咋法 1こにおいて規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しな

ければならない

第 14人〔社会関係授業科Il〕

免昨
教有職員免咋法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教宥科日 備考

種類
科 tl 開設科H 単位 讐

日本史及び外国史 貨外国史概況 2 2 

＊日本の歴史 a 2 1 ・ 2 

貨日本の歴史 b 2 1 ・ 2 

文化交流史 a

(H本：アジア） 2 2・3 

文化交流史 b

（日本：欧米） 2 2・3 

中国と H 本 2 2・3 

地理学（地誌を含むC) ＊地 理 呂1乙 a 2 2 

＊地 理 --fヽ‘立^  b 2 2 

l l l ＊地 誌 2 2 

法律学，政治学 ＊法律学概論 2 l ・ 2 
だ-fら→ 

責lEl 際 法 4 3・4 

国際政治入門 2 l ・ 2 
校

政治学入門 2 l 

国際交流・協力
ー• ^ 

概説a （枇界） 2 1 ・ 2 

種
国際交流・協力

概説b （日本） 2 1 ・ 2 

国際交流・協力

概説c（アジア） 2 1 ・ 2 

国際交流・協力と法 2 2・3 

国際交流・協力

実践の方法 2 1 ・ 2 

日際開発論 4 3・4 

国際関係論 4 3・4 

国際摩擦と

コミュニケーション 4 3・4 

アジア国際関係論 4 3・4 
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免許
教育職教員免許法施行規則
定める 科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科目 備考

種類
科 目 開設科H 単位 闘

社会学，経済学 ＊国際経済学 4 3 ・ 4 

唸経済原論 I 2 2・3 

＊経済原論 II 2 2・3 

経済学入門 2 1 ・ 2 

社会学人門 2 1 

国際経済事情 2 1・2 

日本とヨーロッパ 2 1 ・ 2 

日本と東アジア 2 1 ・ 2 

NGO・NPO論 2 3・4 

異文化適応論 2 2・3 

国際コミュニケー

ションとメデイア 2 2・3 

組織コミュニケー

ンヽ ヨ、／ラ呻11l1 2 3・4 

国際経営論 4 3・4 

哲学，倫理学，宗教学 唸倫理学概論 2 2 いずれか］科選目

＊宗教学概論 2 2 
必2修単位以上 択

＊印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第15表〔公民関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科H 備考

種類
科 H 開設科且 単位 闘

法律学（国際法を含む）， ＊法伸学概論 2 1 ・ 2 

政治学（国際政治を含む。） 貨国 際 法 4 3・4 

国際政治人門 2 1 ・ 2 

政治学人門 2 1 ・ 2 

国際交流・協力

概説a （但界） 2 1・2 

国際交流・協力

概説b （日本） 2 1 ・ 2 

国際交流・協力

概説c （アジア） 2 1 ・ 2 

国際交流・協力と法 2 2・3 

国際交流・協力

蛉． 実践の方法 2 1 ・ 2 

国際開発論 4 3・4 

等 国際関係論 4 3・4 

国際摩擦と

，，，子ら— コミュニケーション 4 3・4 

アジア国際関係論 4 3・4 

校
社会学，経済学（国際経 ＊国際経済学 4 3・4 

ー^

済を含む。） 唸経済原論 I 2 2・3 

唸経済原論 II 2 2・3 

種 経済学人門 2 1 

社会学人門 2 l ・ 2 

国際経済事情 2 1 ・ 2 

日本とヨーロッパ 2 1 ・ 2 

日本と東アジア 2 1 ・ 2 

NGO・NPO論 2 3・4 

異文化適応論 2 2・3 

国際コミュニケー

ションとメディア 2 2・3 

組織コミュニケー

ンヨ /、全nlfll 2 3・4 

国際経営論 4 3・4 

哲学，倫理学，宗教学， 女倫理学概論 2 2 いずれか 1科日

心理学 ＊宗教学概論 2 2 
必2修単位以上選択

汝印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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英語コース（英語）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第16表〔英語関係授業科目〕

免許
教定育職教員免科許法施行規則
める に関する専門 本学開設科H

状の 教育科目 備 考
種類

科 目 開設科目 単位 闘
英語学 ＊英語学概論 a 2 1 ・ 2 

＊英語学概論 b 2 1・2 

アメリカ社会

と英語 2 1 ・ 2 

中
英 米 文学 ＊アメリカ文学概論 2 1 ・ 2 

女近代イギリス文学 2 2・3 
呂子

近代アメリカ文学 2 2・3 

アメリカ文学史 2 2 
校
英語コミュニケーション * Basic Writing Skills 2 1 ・ 2 

Intermediate Grammar 2 1 ・ 2 

Intermediate Pacial 

高 Discussion Skils 2 l ・ 2 

Intermediate 

等
Reading Skills 2 2・3 

Business English Writing 2 2・3 

子た
Spoken Business English 2 2・3・4 

翻訳の基礎（英日） 2 3・4 

校
翻訳の技法

（英 H•実務翻訳） 2 3・4 

通訳の基礎（英日） 2 3・4 

通訳の技法

種
（英日・実務翻訳） 2 3・4 

異文化理解 貨異文化間

コミュニケーション論 2 1 ・ 2 

比較文化概論 2 1 ・ 2 

ヨーロッパ世界と

アメリカ 2 3・4 

日 本と北米 2 1 ・ 2 

アメリカ国際関係論 4 3・4 

国際コミュニケー

ション実践の方法 2 1 ・ 2 

コミュニケーション概論 2 l ・ 2 

多文化社会論 2 2・3 

斉印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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福祉総合学部 福祉総合学科

社会コース（社会）

以下の表より，教脊職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならないこ‘

第17表〔社会関係授業科tl〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考
種類

科 H 開設科H 単位
履修
年次

H本史及び外国史 貸外国史概況 △ 2 2 
＊日本の歴史 a △ 2 1 ・ 2 
玄日本の歴史 b △ 2 1 ・ 2 

地坪学（地誌を含む） ＊地 理 足子9 a △ 2 2 

＊地 理 ，，，子ら^  b △ 2 2 

高
＊地 誌 △ 2 2・3 

法律学，政治学 ＊法律学概論 △ 2 2 

タ、tJこ. 女国 際 法 △ 4 3 ・ 4 

＊法 呂子 2 1 ・ 2 

心rら̂ 社会学，経済学 羹国際経済学 △ 4 3・4 

羹経 済 原 論 △ 4 l. 2. 3 

校
人 間 i子立 2 1 ・ 2 
ジェンダーと福祉社会 2 1 ・ 2 
ジェンダー論 2 1 ・ 2 
サスティナブル社会論 2 l ・ 2 
社 会 子、匹 2 1・2 

種 環境情報論 2 2・3 

マーケティング論 2 l ・ 2 
ユニバーサルデザイン論 2 2・3 

消費行動論 2 2・3 

情報ネットワーク論 2 2・3 

生活と環境 2 2・3 

哲学，倫理学，宗教学 倫理学概論 △ 2 3 いずれか 1科選H 
宗教学概論 △ 2 3 必2修単位以上 択

唸印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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社会コース（公民）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第18表〔公民関係授業科H〕

免許
教育職教員科免許法施行規則
定める に関する専門 本学開設科目

状の 教育科H 備考

種類
科 目 開設科目 単位 闘

法律学（国際法を含む。）， ＊法律学概論 △ 2 2 
政治学（国際政治を含む。） 食国 際 法 △ 4 3・4 

法 呂子 2 1 ・ 2 

高 社会学，経済学（国際経 食国際経済学 △ 4 3・4 
済を含む。） ＊経 済 原 論 △ 4 1 ・ 2 ・ 3 

等 人 間 子呂 2 1・2 

ジェンダーと福祉社会 2 1 ・ 2 

呂子
ジェンダー論 2 1 ・ 2 
サスティナブル社会論 2 1・2 

社 会 学 2 1 ・ 2 
校 環境情報論 2 2・3 

マーケティング論 2 1 ・ 2 
ユニバーサルデザイン論 2 2・3 

消費行動論 2 2・3 

種 情報ネットワーク論 2 2・3 

生活と環境 2 2・3 

哲学，倫理学，宗教学， 倫理学概論 △ 2 3 いず贔れか 1科目2 位以上選択
心理学 宗教学概論 △ 2 3 必

羹印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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福祉コース（福祉）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第19表［福祉関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科H 備考

種類
科 H 開設科H 単位 闘

社会福祉学 斉社会福祉原論 4 l ・ 2 
（職業指導を含む） （職業指導を含む）

福祉文化概論 2 l ・ 2 
社会保障論 4 2・3 

公的扶助論 2 2・3 

女性福祉論 2 1 ・ 2 

「ロ口．J ． 
高齢者福祉，児童福祉 玄高齢者福祉論 4 1 ・ 2 
及び障害者福祉 玄児童福祉論 4 1 ・ 2 

唸障害者福祉論 4 1 ・ 2 
等
社会福祉援助技術 女社会福祉援助技術論 I 4 1 ・ 2 

学
女社会福祉援助技術論II 4 3 

地域福祉論 4 2・3 

医療ソーシャル
校 ワーク論 4 2・3 

介護理論及び介護技術 ＊介護概論 I 2 1 ・ 2 
玄介護概論 II 2 3 

＊介 含nx雀 演 習 △ 2 2・3 
種
社会福祉総合実習 汝介護実技現場実習 △ l 3・4 

（社会福祉援助実習及び 唸社会福祉援助技術

社会福祉施設等におけ 演習 I 2 2 
る介護実習を含む） 社会福祉援助技術

演習 II 2 3 

貨印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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メディア学部 メデイア情報学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第20表〔社会関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考

種類
科 目 開設科目 単位 闘

日本史及び外国史 ＊外国史概説 △ 2 2 

女日本の歴史 a 2 2・3 

＊日本の歴史 b 2 2・3 

冊界メデイア文化史 2 1 ・ 2 ・ 3 

地理学（地誌を含む。） ＊地 理 ，，，，， 子 a △ 2 2 
中

玄地 理 呂子^ b △ 2 2 

斉地 誌 △ 2 3 
呂子 地理情報論 I 4 1 ・ 2 

地理情報論 II 4 2・3 

校 法律学，政治学 ＊法律学概論 2 とウ4 

＊ 国 際 法 △ 4 1・2 

メデイアと国際政治 2 1 ・ 2 ・ 3 

社会学，経済学 ＊国際経済学 4 2 
種 唸経 済 原 論 △ 4 2 

コミュニケーション

概論 2 1 ・ 2 

マスコミュニケーション論 2 2 

メデイアと社会 2 1 ・ 2 ・ 3 

ジャーナリズム論 2 2 

哲学，倫理学，宗教学 倫理学概論 △ 2 3 いずれか 1科目

宗教学概論 △ 2 3 必2修単位以上選択

森印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第21表〔公民関係授業科H〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科H 備考

種類
科 H 開設科[l 単位 闘

法律学（国際法を含む。）， ＊法律学概論 2 2 

政治学（国際政治を含む。） ＊国 際 法 △ 4 1 ・ 2 
裔 メデイアと国際政治 2 l ・ 2 ・ :3 

等 社会学，経済学（国際経 ＊国際経済学 4 2 

子呂 済を含む。） ＊経 済 原 論 △ 4 2 

コミュニケーション
校 概論 2 1 ・ 2 

―---̂  
マスコミュニケーション論 2 2 

メデイアと社会 2 1 ・ 2 ・ 3 
種 ジャーナリズム論 2 2 

哲学，倫理学，宋教学， 倫理学概論 △ 2 3 いずれか 1科H

心理学 宗教学概論 △ 2 3 
必2単修1立以上選択

＊印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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情報コース（情報）

以下の表より，教職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけれ

ばならない。

第22表〔情報関係授業科H〕

免許
教育職教員科免許法施行規則
定める に関する専門 本学開設科目

状の 教育科H 備考

種類
科 日 開設科目 単位 讐

情報社会及び情報処理 唸情報社会と情報倫理 2 1 ・ 2 

コンピュータ及び情報処理 ＊プログラミング論 4 2・3 
情報メデイア

リテラシーII ② 1 
プログラミング実習 2 2・3 
データ構造と

高 アルゴリズム論 2 2・3 

情報システム（実習を含 ＊情報システム論 2 2 

等 む。） マルチメディア

・データベース論 4 2 
マルチメデイア

序子
・データベース実習 2 2 

校
情報通信ネットワーク ＊情報セキュリティー 2 2・3 
（実習を含む） インターネット基礎論 ④ 2 

情報ネットワーク実習 2 2 

マルチメデイア表現及 ＊マルチメデイア

び技術（実習を含む） コンテンツ制作 I 2 3 
種 ＊マルチメデイア

コンテンツ制作II 2 3 
デジタルメデイア

アプリケーション基礎 ② 1 
デジタルメデイア

アプリケーション応用 ② 2 
デジタルデザイン I 4 2 

情報と職業 唸情報と 職業 △ 2 2 
経営情報論 2 1・2 

貨印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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w．教職課程履修についての注意

1.教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

l)各年次のオリエンテーションに必ず出席すること。その際必ず学生便覧を持参すること。

2)教職課程を履修しようとする者は，教職課程の規程にしたがい， 1年次から履修計画を

立てること。ただし，履修にあたっては，卒業に必要な科Hを優先し，その上で，教職課

程の科目の履修を考えること。したがって，時間割上で履修したい教職関係の科Hと学部

専門科目が同時限に重複した場合は，前述の原則に従って履修計画を立てること。

3)教職課程を履修しようとする者は， 1年次 4月に「教職課程履修登録カード」を教務課

へ提出をすること。

4) 授業科目は，上級年次の科日を履修することはできない。上級年次の者が， 下級年次に

配当された科目を履修することは差し支えないが，時間割編成し学部専門科目と重複す

る場合があるので，配当年次に履修することが望ましい。

5)編入学生は，学部の授業科Hとして認定された単位が，免許法上の単位と認定できない

こともあるので，オリエンテーションの際に個別指導を受けること。

6)教職課程に関する連絡は，すべて掲ホにより行う。

2.教育実習について

教育実習は， 4年次〔実習校から指定された 2週間（中学校免許の場合には 4週間）〕に行う。

教育実習 I及び1I （中学校免許の場合には必修）の履修に際しては，単に必要な単位を修得す

ればよいなどという安易な考え方はしないで，教壇に立って正規の授業や生徒指導を担当する責

任を考えて，教職の職務を理解してしっかりと準備しなければならない。そのためには，以下に

示す各項をふまえて，真剣に取り組むこと。

l)教育実習 I・ IIの履修条件

① 教育実習履修年度に 4年次（卒業見込）の者で，各学科のポした標準的な修得単位数の

H安をおおむね満たしていること。

② 原則として， 3年終了時に教職に関する科目（第 4表）の「教職論」「教育原理1I」「教

育心理学」「教育制度」「教科教育法」「道徳教育」「特別活動J「教育方法」「生徒指導」

「教育相談」を全て履修していること。（ただし，高等学校の免許状のみの場合は，「道徳

教育」を除く。）

③ 3年次に教育実習担当の指導を受け，実習に向けた点手続きを済ませていること。

2)教育実習内諾手続きについて

教育実習希望者は，実習実施の前年度のうちに各自の出身中学校又は高等学校に教育実習

を依頼しておかなければならない。（詳細は， 3年次 4月に説明会を行う。）

3)教育実習の履修は， 4年次4月に発表する「教育実習生名簿」の登載をもって許1lIする

が，登載後も指導を受けていない場合には，教育実習の許可を取り消すことがある。

4)教育実習費納入について
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教育実習生名簿に登載された者は，教育実習費30,000円を納入しなければならない。ま

た，一度納めた実習費は，理由の如何にかかわらず返還しない。実習費納入方法について

は， 4年次オリエンテーションで説明する。

5)教育実習事前・事後指導

① 教育実習事前指導

教育実習に向けて，教育実習担当教員により指導を行う。

期間： 4年次の 4~5月（実施計画については，オリエンテーション時に説明）

② 教育実習事後指導

教育実習終了後，教育実習担当教員により，教科ごとに指導を行う。

（日時および教室等については，掲示により指示する。）

3.教育職員免許状一括申請について

1)教育職員免許状の申請は，大学から千葉県教育委員会に一括して行う。申請手続きについ

ては， 4年次の10月に説明会を行う。なお，教育職員免許状は卒業式当日に交付する。

2) 中学校教諭一種免許状の申請を希望するものは「介護等の体験」の証明が必要である。詳

細についてはオリエンテーション時に説明する。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務課



1 健康・スポーツ関連資格 I 

健康・スポーツ関連資格
（経営情報学部総合経背学科）
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健康・スポーツ関連資格

（経営情報学部総合経営学科）

1. 健康運動実践指導者（受験資格）

●認定団体 ： （財）健康・体力づくり1i業財団

●資格の概略：健康づくりのための運動指導者にりえられる称号のィつで，医学的基礎知識，

運動生理学の知識，健康づくりのための運動指導の知識・技術等を持ち，健康づ

くりをH的として作成された運動プログラムに基づき，ジョギング，エアロビク

ス・ダンス，水泳及び水中運動等のエアロビック・エクササイズ，ストレッチン

グ，筋カ・筋持久）Jトレーニング等の補強運動の実践指導を行うことができると

認められた者に与えられる c、上位資格として健康運動指導士がある。

●認定方法 ：以ドの所定の柑4立修得およびエクステンションプログラム受講後，認定団体が行

●認定料

●参考

系列

学科共通

科目群II

専門科H
群II

その他

う試験（筆記および実技）に合格した者が認定される。

：受験料25.000円，登録料21.000円 (5年毎更新）

： （財）健康・休力づくり事業財団

http:/ /www.health-net.or.jp/undoshidosha/index.html 

科t]名 単位

生涯スポーツ概論 2 

スポーツ科学I 2 

スポーツ科学II 2 

医療と健康 2 

健康栄養管理 2 

心と身体の科学 2 

運動生理学 2 

スポーツ医療・薬学 2 

スポーツ心理 2 

健康運動指導法（含実習） 2 

健康スポーツ実習 1 

体カトレーニング実習 1 

水泳•水中運動指導法

機能的解剖学

救急処置

修得年次

1 ・ 2 

1 

2 

3 ・ 4 

2 

2 

2 

2 

2 ・ 3 

3 

3 

3 

備考：水泳•水中運動指導法、機能的解剖学および救急処骰は、健康運動実践指導者受験希望者に対

してエクステンションプログラムとして開溝する。
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2. スポーツリーダー

●認定団体 ： （財）日本体育協会

●資格の概略：日本体育協会公認スポーツ指導者資格の一つで，地域におけるスポーツグルー

プやサークルなどのリーダーとして，基礎的なスポーツ指導や運営にあたる人材

を養成する。日本体育協会公認スポーツ指導者資格は，平成17年度より新制度が

導人され，この資格が新たに設けられた。

●認定方法 ：以下の所定の単位を修得後，申請した者が認定される。

: 6,300円（更新なし）●認定料

●参考 ： （財）日本体育協会 http:/ /www.japan-sports.or.jp/ coach/index.html 

系列 科目名 単位 修得年次

学科共通 生涯スポーツ概論 2 1 ・ 2 

科H群II スポーツ文化論 2 1 ・ 2 ・ 3 

医療と健康 2 3 ・ 4 

心と身体の科学 2 2 

スポーツ医療・薬学 2 2 

専門科H
スポーツ心理 2 2 ・ 3 

群II
ライフセービング論 2 2 ・ 3 

海洋スポーツマネジメント 2 2 ・ 3 

スポーツと地域振興 2 3 

3. 障害者スポーツ指導員（初級）

●認定団体 ： （財）日本障害者スポーツ協会

●資格の概略：障害者の適性に応じたスポーツ・レクリエーションを通じて，健康・体力の維持・

増進と競技力の向上に寄与する者を養成する。上位資格として中級，上級がある。

●認定方法 ：以下の所定の単位修得後，申請した者が認定される。

●認定料 ：認定料5,000円，年会費3,500円 (1年侮）

●参考 ： （財）日本障害者スポーツ協会 http:/www.jsad.or.jp/ 

系列 科H名 単位 修得年次

生涯スポーツ概論 2 1 ・ 2 
学科共通

スポーツ科学II 2 2 
科H群II

スポーツ文化論 2 1 ・ 2 ・ 3 

スポーツ医療・薬学 2 2 

専門科H
スポーツ心理 2 Z ・ 3 

群II
海洋スポーツマネジメント 2 2 ・ 3 
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4. 心肺蘇生法

●認定団体 ： （特）日本ライフセービング協会

●資格の概略：日本ライフセービング協会の認定資格の -Tで，救命の連鎖を理解し心肺蘇生法

ができる者を壺成する〔）ライフセービング活動の導人資格でもある。

●認定方法 ：ライフセービング論を脱修し，授業の中で試験（レポートおよび実技）を行い，

合格した者が認、定される C)

●認定料 : 2,500円

●参考 ： （特） ［l本ライフセービング協会 http://www.jla.gr.j p/home.h tm 

系列

専門科[l 
群II

科H名

ライフセービング論

単位 修得年次

2
 

1 ・ 2 

5. ベーシックサーフライフセーバー

●認定団体 ： （特）日本ライフセービング協会

●資格の概略： H本ライフセービング協会の認定資格の一つで，海浜における救助の知識・技術

を持ち，ライフセーバーとして活動できる者を養成する。ライフセービングのス

ポーツ活動の導人ともなる。上位資格として指導員資格がある。

受講条件は，泳力 (400mを9分以内， 50mを40秒以内，潜行20m以上，立

ち泳ぎ5分以t) があること（）

●認定方法 ：学外集中で実施する。その中で試験（筆品および実技）を行い，合格した者が認

定される詳細については別途オリエンテーションを行う。

: 7,000円，その他実費（宿泊，溝師料，施設使用料など）●認定料

●参考 ：日本ライフセービング協会 http://www.jla.gr.jp/home.htm 



学芸員資格

口一竺芸戸mい
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学芸員資格

本学では，人文学部[Ii]際文化学科の学牛を対象として，学芸員資格取得のための科目を開講し

ています。学芸員は，博物館におかれる専門的職員であり，科学・歴史・民族・美術・動植物等

各種の博物館に展ホする資料を専門的な知識に甚づいて収集・保管・展示し，利用者に対して説

明・助言・指導を行い，また調在研究し，その他これらに関連した1i業に従事しますぃ

人文学部の学生は，必修の 7科Hl5単位を取得すれば，学十の学位を得るとともに，学芸員資

格に必要な単位を得ることができます。ただし，この 7科廿は憎砂を除き自由科日であり，卒業

要件に必要な単位数には算入されません。

なお博物館実習 I・博物館実習 IIの履修には実習費30,000円が必要です。

さらに実習生の受け入れをお顧いする博物館の都合により，特に博物館実習IIでは受講牛の数

を制限する場合もあります。その際には，学芸員の職に対する確固とした志望を確認した上，第

2 ・ 3学年で生涯学習論・博物館概論・博物館学各論・視聴党教育・教育原理 I・博物館実習 I

の全単位を取得し終えた学生が，優先して博物館実習IIを履修登録できます。

また， r-記の学芸員の職務を遂行するために相応の専門知識が要求されます。
本学では，文化史・民俗学・考古学・美術史・地誌の分野から科目を履修できますので，各分

野に挙げる科目を積極的に単位取得し，専門知識を高めるよう要望いたします。
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博物館学芸員課程講座科目

科 目 本学開講科 H 単位 履修年次

生涯学習概論 生 涯 子足 習 吟iillll 2 2 ・ 3 

博物館概論 博 物 館 概 吟呻o 2 2 ・ 1 
必

博物館経営論

修 博物館資料論 博物館学各論 4 2・3 

博物館情報論

科
博物館実習 I 2 3 

博物館実習
博物館実習 II 1 4 

目

視聴覚教育メディア論 視 聴 覚 教 育 2 2 ・ 3 

教育学概論 教 育 原 理 I 2 1 

日 本文化概論 2 1 

環太平洋圃の社会と文化 2 3 ・ 4 

比較文化概論 2 1 ・ 2 
文 化 史

伝統文化と生活 2 2・3 

文化交流史a（日本・アジア） 2 2 ・ 3 

選 文化交流史b（日本・欧米） 2 2・3 

文 化 人 類 ｝ 子 2 1 ・ 2 

民 俗 ｝i立2 北米先住民社会と文化 2 2 ・ 3 

択 日 本 民 俗 巫子 2 1 ・ 2 

考 古 呂子 遺跡と文化遺産 2 2・3 

科 西 洋 美 術 2 2 
美 術 史

日 本 美 術 2 2 

自然科学史

H 物 理

化 ‘子”み→ 

生 物 巫子

地 理 呂子- a 2 2 

地 誌 地 理 ，，，，，， —子＾ b 2 2 

地 誌 2 2・3 
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学芸員課程行事予定表

1年次 2年次 3年次 4年次

4月t旬
学芸員諜程オ リ 工 ン 7——- シ ヨ ン

中旬

・学芸員諜程

下旬 登録カード

提出

5月 ・博物館実習費納人

・博物館実習説明会

・博物館実晋事前指導

6月

7月 ・希望実習館調在票 ・博物館実習先訪間

提出 ・博物館実習 (1週間）

8月

9月

10月 ・博物館実習レポート

提出

11月 . 4年生博物館実習報告会

12月

1月

2月

3月 ・博物館へ実習依頼 ・博物館学芸員課程

書送付 単位取得証明書

(~ 5月頃） 交付（卒業式）
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社会福祉士国家試験受験資格

（福祉総合学部福祉総合学科）

I.社会福祉士とは

社会福祉卜は，社会福祉専門職の国家資格であり，社会福祉上及び介護福祉士法によって「専

門的知識及び技術をもって，身体1：若しくは精神＿卜の障害があること又は環境上の理由により日

常生活を常むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ，助言，指導その他の援助を行うこと

を業とする者」 (Inj法第ご条）と定義されている。

社会福祉卜が働く職域と職種は，各種社会福祉施設の指導員•生活支援員・相談員，相談機関

の相談員，公的機関（児童相談所や福祉事務所のケースワーカーなど），朕療機関（医療‘ノーシ

ャルワーカー），老人保健施設（相談員），地域鉱括支援センター，社会福祉協議会のコミュニテ

イ・ワーカーやボランティア・コーデイネーター，介護保険1i業のケア・マネジャーなど多岐に

わたる。判断能力が不十分な人達を支援する成年後見制度（成年後見人）などにおいても社会福

祉士は活躍している。

II.社会福祉士をめざすには

社会福祉士の資格を取得するためには，本学で国家試験の受験資格を得た後，年 1回実施され

る国家試験を受験し，合格しなければならない。国家試験の受験資格を得るためには，本学で厚

生労働省の指定科Hを全て単位取得する必要がある（表 1を参照）。

社会福祉士国家試験の合格率は約30％という難関であるが， 1年次から自分自身の学習スタイ

ルに応じた計画的・効率的な学習を継続することで，合格の可能性も高くなる。

また，本学には，社会福祉tをめざす人達を支援する福祉教育センター (A棟 1階）が設置さ

れているので，積極的に活用してもらいたい（詳細は88頁を参照）。

指定科Hの履修については以下の点に留意し，原則として開講年次に単位取得する必要がある。

1. 表］の関連知識領域のうち，国家試験受験資格取得のためには④と⑤は必ず単位取得しなけ

ればならないが，①，②，③については，その 3科Hのうち 1科目以上を単位取得することで

国家試験受験資格を取得することができる。ただし，国家試験では，その 3科目がすべて出題

されるので，国家試験合格のためには 3科Hすべてを履修することが望まれる。

2.表］の知識領域のうち，国家試験受験資格取得のためには⑥から⑨は必ず単位取得しなけれ

ばならないが，⑩，⑪，⑫については，その 3科t1のうち 1科目以上を単位取得することで国

家試験受験資格を取得するこができる。ただし，国家試験では，その 3科目がすべて出題され

るので，国家試験合格のためには 3科Hすべてを履修することが望まれる。
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3.表］の技術領域については，国家試験受験資格取得のためには，⑬から⑯のすべてを単位取

得しなければならないが，本学では⑬⑭は，それらに該当する科目がIとIIの2科Hに分かれ

て開講されているので，その両方を単位取得しなければならない。また，⑭～⑯の科目の履修

については，それらが実習関連科目であることから，別に定められている履修条件を満たす必

要がある。その詳細については，各年次に行なわれる履修説明会や現場実習説明会で説明する

ので，それらに必ず出席し，履修条件を満たすことが必要である。

4.実習（社会福祉援助技術現場実習）の諸手続きや詳細についても，現場実習説明会において

説明するので，それに必ず出席し，手続きのミスや遅れのないようにすることが必要である。

なお，社会福祉援助技術現場実習の登録費は， 2年次に別に定める額を納入する。



270 

rn．必要取得単位数（表 1)

領 法令指定科 H 本学開設科目
備 考

域 科 H 名 科 目 名 単位 履修年次

関 ①社 会 ｝了ソ^＊ 社会学 2 1 ・ 2 
＊受験資格とし

連 ｝ては，法令指
②心 理 9い了ら→＊ 、心 理 ｝子ソ→， 2 l ・ 2 定科H①～③

知 の内 l科目以
識 ③法 、さ子ム＊ 法学 2 1 ・ 2 上選択必修

領 ただし，国家

域 ④医学 ＾般
医学→般I 4 1 ・ 2 試験では 3科

⑤介護概論 介護概論I 2 l ・ 2 H出題

⑥社会福祉原論 社会福祉原論 4 1 ・ 2 ＊＊受験資格とし

知
⑦老人福祉論 高齢者福祉論 4 l ・ 2 ては，⑩～⑫

識
⑧障害者福祉論 障害者福祉論 4 1・2 の内 1科H以

領 ⑨児童福祉論 児童福祉論 4 1 ・ 2 ト^ 選択必修

域 {0[））t|• 会保茄論＊＊ 社会保障論 4 2・3 ただし，国家
⑪公的扶助論＊＊ 公的扶助論 2 2・3 試験では 3科
⑫地域福祉論＊＊ 地域福祉論 4 2・3 目出題

⑬社会福祉援助技術論 社会福祉援助技術論 I 4 1 ・ 2 
社会福祉援助技術論II 4 3 

----------------------．ー・・・・心•“~疇· •0 ·~ ・蒼＇・,ー ー'•----------------------'一―-----------“--•~喩.-.. ・幽一―----------------------------------•幽--
技 ⑭社会福祉援助技術 社会福祉援助技術演習 I 2 2 

術 演習 社会福祉援助技術演習II 2 3 
““^“~響•~―------------------------------- ~ ̀  -“--“““→ ~“-・臀響"--＂響警•”"--------------- ---------• -_ -““~幽~幽一・9 m 丑 W“ -, •• 戸響 響響--------------------

領 ⑮社会福祉援助技術 社会福祉援助技術

域 現場実習 現場実習 6 2 
------------------------------------------------------------------置幽•----·~ .,.~”,.. ＂＇_,..,雫 ~-------------- 幽•------量,_________________ 

⑯社会福祉援助技術 社会福祉援助技術

現場実習指導 現場実習指導 4 2 

（事前・事後を含む）

福祉総合学科の学生は卒業時に児童福祉司，身体障害者福祉司，知的障害者福祉司，社会福

祉主事，児童指導員の各資格を取得できる。ただし，それらは，社会福祉士の資格と異なり，

専門機関・施設で担当職員として任命された後に有効となる任用資格である。
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福祉総合学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（表 2)

科 H 群

学科共通科目群 I
（基礎科目群）

1 年次

3科目⑥単位必修

学科共通科目群n この科目群の中から
(7イールド学習科且群I1) ④単位以上選択必修

学科共通科目群旧 この科且群の中から
（コア選択科目群） R単位以上選択必修

専門科目群
（選択科目群）

92単位以上選択必修［医学一般I④

必修科目群
2科目④単位必修

2 年次

社会学②

心理学②
法学②

介護概論l②

3 年次 4 年次

←関運知識領域

←知識領域

←冒巧＂ 奮＇量

社会福祉専門研究I④

社会福祉専門研究Il④

社会福祉応用研究l④

社会福祉応用研究Il④

ゼミナール］②| ゼミナールII②

任意科目群 以上の科H群及び他学部より 12単位以上を選択必修

年次単位数 40 30 36 

累積単位数 40 70 106 

注）網掛け科目は，社会福祉士国家試験受験資格取得のための指定科目である (3

それぞれ，関連知識領域， ：知識領域， ＇［星履一誓Iであるぐ

18 

124 
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精神保健福祉t国家資格受験資格

I.精神保健福祉士とは

精神保健伽祉七は， 1997（平成 9)年に誕生した精神保健領域のソーシャルワーカーの国家資

格である。

「精神保健福祉士の資格を定めて，その業務の適正を図り，もって精神保健の向上及び精神障

害者の福祉の増進に寄与することを H的とする（第 l条）」精神保健福祉士法（公布：平成 9年

12月19日法律第131号）には，次のように定義されている。

「精神保健福祉七とは，第28条の登録を受け，精神保健福祉士の名称を用いて，精神障害者の

保健及び福祉に関する専門的知識及び技術をもって精神病院その他の医療施設において精神障害

の医療を受け，又は精神障害者の社会復帰の促進を図ることをH的とする施設を利用している者

の社会復帰に関する相談に応じ，助言，指導， 日常生活への適応のために必要な訓練その他の援

助を行うことを業とする者をいう」（第 2条） C

すなわち，精神保健福祉士は，精神障害者の保健および福祉に関する専門的知識・技術を用

いて，精神障害者の社会復帰に関する相談援助を行う者であり， したがって資格取得後の職域

には，精神科医療機関，社会復帰施設，作業所，グループホーム，保健所や精神保健福祉センタ

ー，救護施設，厚生施設，ハローワーク，福祉事務所などの相談窓口から施設やセンターなどの

多くの場面での活躍が期待される。

II.精神保健福祉士をめざすには

精神保健福祉士の資格を取得するには，本学で国家試験の受験資格を得た後に，年1皿1月下旬

に実施される精神保健福祉士国家試験を受験し，合格しなければならない。受験科Hは，「精神

医学，精神保健学，精神科リハビリテーション学，精神保健福祉論，精神保健福祉援助技術，社

会福祉原論，社会保障論，公的扶助論，地域福祉論，心理学，社会学，法学及び医学一般」の13

科Hである。

また，本学にて精神保健福祉士国家試験の受験資格を得るためには，福祉総合学部福祉心理コ

ースにある実習を含めた「厚生労働省の指定する科目」の全ての単位を取得し，大学を卒業する

必要（卒業見込みも可）がある（表］を参照）。

表lにある厚生労働省の指定科Hのうち，知識領域の精神医学は本学では精神医学 I・精神医

学IIとなり，精神保健学は精神保健学 1・精神保健学IIとなっている。それぞれ I・ IIともに単

位取得が必要となる。また関連知識領域の医学・般は医学一般I・医学一般IIとなっているがI

の単位取得が必要となる。

表 1にある指定科目のうち，知識領域の社会福祉原論，社会保障論，公的扶助論，地域福祉論

の4科目，関連知識領域の医学一般，心理学，社会学，法学の 4科Hは，社会福祉士受験資格と
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共通の科Hである。努力すれば両資格のダブル受験が可能である。

表 lにある指定科Hのうち，本学に設ける技術領域の精神保健福祉援助実習 9単位には，実習

指導 3単位を含める。この実習の手続きや詳細については，「実習況明会」において指示がある

ので必ず出席し，特に手続きの遅れや提出書類にミスが無いようにすることが必要である。なお

実習の登録費については， 3年次に別に定める額を納人する。

精神保健福祉士国家試験の受験については， 1年次より計画的に継続することが望ましい。

また，社会福祉応用研究や別に設けられる受験対策講座などを積極的に活用することが合格へ

の近道となる。参考として，福祉心理コース「精神保健福祉士履修モデル」を表 2に示す。臨床

心理学関連科Hも同時に履修していくことが望ましい。

表 1 精神保健福祉士指定科目

厚生労働省指定科目
必要

本学開講科H
配当

備考
単位数

単位数
年次

関連知識領域

(1)医学一般 4 医学一般 I 4 1 ・ 2 ※医学一般IIは選

医学一般II 2 2 択

(2)心理学 2 心理学 2 1 ・ 2 
※(2)心理学，社会

学，法学のうち
社会学 2 社会学 2 1 ・ 2 1科目以上選択

法学 2 法学 2 1 ・ 2 必修

知識領域

(3)精神医学 4 精神医学 I 2 1 ・ 2 

精神医学 II 2 2・3 

(4)精神保健学 4 精神保健学 I 2 2・3 

精神保健学II 2 2・3 

(5)精神科リハビリテーション学 4 精神科リハビリテーション学 4 2・3 

(6)精神保健福祉論 6 精神保健福祉論 6 2 

(7)社会福祉原論 4 社会福祉原論 4 1 ・ 2 ※(8)社会保障論，

(8)社会保障論 4 社会保障論 4 2・3 
公的扶助論，地

域福祉論のうち
公的扶助論 2 公的扶助論 2 2・3 1科目以卜選択
地域福祉論 2 地域福祉論 4 2・3 必修

技術領域

(9)精神保健福祉援助技術総論 4 精神保健福祉援助技術総論 4 l ・ 2 

(lo)精神保健福祉援助技術各論 4 精神保健福祉援助技術各論 4 2 

(11)精神保健福祉援助演習 2 精神保健福祉援助演習 4 2 

(12)精神保健福祉援助実習 ， 精神保健福祉援助実習 ， 3 
（事前・事後指導を含む）
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表2 福祉総合学科福祉心理コース精神保健福祉士履修モ売ル

科H群 1年次 2年次 3年次 4年次

基礎科H群 Fundamentals of 情報メデイア演習 l2
（必修） English I 2* 

情報メディア演習 I2*

基礎ゼミ I2* 

フィールド 福祉擬似体験2

学習科H群 地域ボランティア研修2

コア選択科 人間学2

H群 女性福祉論2
地域ボランティア論2

ジェンダー論2

専門科H群 精神医学 I2 精神医学II2 

精神保健福 社会福祉原論4 精神保健学 I2 

祉l：選択科 精神保健額II2 

H （知識領 精神科リハビ）テーション学1

域） 精神保健福祉論6

社会保障論4

公的扶助論2
地域福祉論4

精神保健福 精神保健福祉援助技 精神保健福祉援助技 精神保健福祉援助実習

祉士選択科 術総論4 術各論4 9 （実習6,指導3)

H （技術領 精神保健福祉援助演

域） 習4

精神保健福 医学一般 14 医学一般II2 

祉士選択科 心理学2

目（関連知 社会学2

識領域） 法学2

専門科目群 臨床心理学 I2 臨床心理学II2 心理療法概論2 臨床心理技法体

（選択科H) 認知心理学2 心理アセスメント基礎実習2験実習2

人格心理学2 臨床心理ケース・スタディ演習2社会福祉専門研究14

地域医療福祉論2 社会福祉応用研究I4 
医療ソーシャルワーク論4
ネ扁ネ止リスクマネジメント2

くすりの知識2

生活と環境2

専門必修科 ゼミナール I2* ゼミナールII2* 

目群

40 44 29 12 

125 

注） ＊印は必修科目
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保育t国家資格
（伽祉総合学部 福祉総合学科子ども福祉コース）

l 保育士とは

保有 l：は， ―•般に保有所など児哨伽祉施設において f どもの保有を行う者であり，平成15年 11

月の改正児童福祉法施行により国家資格となった 児猷福祉法第l8条の 4 （平成15年］］月以降）

によって，「都道府県知事の登録を受け，保育t：の名称を用いて，専門的知識及び技術をもって，

児州の保有及び児箪の保設者に対する保育に関する指導を行うことを業とする者」と定義されて

しヽる、9

保有 1：が働く職域とは，働く親達のfどもを預かり保有する公立や民間の保育所をはじめ，児

哨施設，知的障害＾児施設などの児猷福祉施設における児窟指導員，また，デパート，公共施設な

どの時的に-fどもを預かる施設，企業保育などがある。

II 保育士をめざすには

本学の福祉総合学部福祉総合学科fども福祉コースは，指定保育士養成施設である。本学子

ども福祉コースで，厚生労働省の指定した科Hを全て単位取得すると，卒業と同時に保育士国家

資格を取得することができる

］． 本学の—f ども福祉コースの目的は，本学の建学の理念のもと，指定保育七蓑成施設におけ

る専門的な学術研究を通して，［玉］内及び国際社会においてfどもの健全な保育に貢献する人

材を養成することであるぐ」

2. fども福祉コースの履修を希望するものは，人学年度の 4月末までに，所定の子ども福祉

コース登録届を，福祉総合学部事務室に提出しなければならない(〉

3. 子ども福祉コースヘの編人・転人は受け人れない()

4. 保育卜の国家責格取得に係る厚生労働省指定科目は別表の通りである。全て取得しなけれ

ば保育七の国家資格は取得できないので，留意すること（）

5. 保育実習の諸手続きや詳細は，保育実習説明会において説明する。必ず説明会等には出席

し，手続きの漏れや間違いがないようにすること。なお，保育実習の登録費は， 2,3, 4年

次に，別に定める額を納入する()

＊ 本学の福祉総合学部福祉総合学科fども福祉コースに所属しないで，保育十の資格取得

を目指す学生は， ＾定の受験資格を満たし，各都道府県が実施する保育士試験を受け合格するこ

とで，国家資格を取得することができる。（福祉教育センターにおいて，保育士受験の情報提供

を行っているので，詳しくは， 87貞を参照）
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（別表）

指定保育士養成課程に関する科目

系列 本学開設科H 単位 配当年次 備 考

情報メデイア演習 I 2 1 「情報メデイア演習 IJ 
教 ジェンダーと福祉社会 2 1 ・ 2 「Fundamentalsof English I」

養 サスティナブル社会論 2 1 ・ 2 「生涯スポーツ概論」

科 Fundamentals of English I 2 1 「スポーツ科学 I」

目 生涯スポーツ概論 2 2 
を含み 10単位以上選択必修

スポーツ科学I 2 1 

社会福祉原論 4 1 ・ 2 

1 
社会福祉援助技術演習 I 2 2 

系
児童福祉論 4 1 ・ 2 

列
保育原理 4 2 

養護原理 2 2 

教育原理 I 2 1 ・ 2 

発達心理学 2 2 

保育・教育心理学 2 1 

2 小児保健 4 2 
系 小児保健実習 1 2 
列 小児栄養 2 2 

精神保健 2 3 
必

家族援助論 2 3 

修
保育内容（総論） 1 2 

保育内容（健康） 1 2 

科 3 
保育内容（人間関係） 1 2 

系
保育内容（環境・言葉） 2 3 

H 列 保育内容（表現） 1 3 

乳児保育 2 2 

障害児保育 1 2 

姜護内容 1 2 

4 基礎技能（音楽） 2 1 
系 基礎技能（造形） 1 2 
列 基礎技能（体育） 1 2 

5 
保育実習指導 I 1 2 

系
保育実習指導II 1 3 

列
保育実習 I 2 2 

保育実習 II 2 3 

6 総合演習 2 4 
系

列
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系列 本学開設科H 単位 配当年次 備 考

関目保 福祉と文化 2 1 ・ 2 
す的育

福祉文化論 2 1 ・ 2 るのの

甘理本 地域福祉論 4 2・3 
解質

選 に・ 社会学 2 l ・ 2 

関の保 障害者福祉論 4 I ・ 2 18単位以上選択必修
択 す理育 心理学 2 1 ・ 2 
る解の

臨床心理学 l 2 1 
必 科H（ -っ対象

臨床心理学II 2 2 

修 関法方保育 医療ソーシャルワーク論 4 2・3 

す のの 地域ボランティア論 2 1 ・ 2 

科
る理内

地域ボランティア研修 2 1 〗解に容・
H 技基 幼児造形 2 3・4 
能礎 幼児体育 2 3・4 

保育実習指導III 1 4 

喜賃 保育実習rn 2 4 いずれか選択必修

保育実習w 2 4 
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福祉総合学科子ども福祉コース保育士履修モデル

科目群 1年次 2年次 3年次 4年次

教養科目

Fundamentals of English I② 生涯スポーツ概論②

サスティナプル社会論③

情報メデイア演習 I②

スポーツ科学］②

ジェンダーと福祉社会③

必修科目

1系列 社会福祉原論④ 保育原理④

児童福祉論④ 社会福祉援助技術演習I③

教育原理 I② 養護原理② 精神保健②

2系列 保育・教育心理学② 小児保健② 家族援助論②

小児保健実習①

小児栄養②

発達心理学② 保育内容（環境・言葉）②

3系列 乳児保育② 保育内容（表現）①

保育内容（総論）①

保育内容（健康）①

保育内容（人間関係）I
障害児保育①

養護内容①

4系列 基礎技能（音楽）② 基礎技能（体育）①

基礎技能（造形）① 保育実習II②

5系列 保育実習 I② 保育実習指導II①

保育実習指導 I① 総合演習②

6系列

選択必修科目

保育の本質・目 福祉文化論② 地域福祉論④

的の理解に関す 福祉と文化②
る科目

社会学②

保育の対象の理 心理学② 臨床心理学II②

解に関する科目 臨床心理学 I② 障害者福祉論④ 医療‘}ーシャルワーク論④
1呆解介の内容す・る}j科法Iの
糾！に1関 I地域ボランティア研修＠ 幼児体育②

基礎技能 幼児造形②

保育実習I11（又はW)②

保育実習 保育実習指導rn①
任意科H群 以上の科目群および他学部より20単位以上選択必修

専門科目群 基礎ゼミ I② ゼミナール I② ゼミナール II②

年次単位数 38 39 36 11 

累積単位数 38 77 113 124 
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8本語教員養成課程

I 日本語教員について

日本語教育とは，日本語を母語としない人に，外国語としてI1本語を教えるもので， 日本人が

国内の学校制度で受けてきた国語教育とは異なります

日本人だから日本語を教えるのは簡単だと思いがちですか，実際は，逆に，高度な専門的な知

識が必要とされます，，グローハルな視点から日本語を分析・説明すること， 日本の文化や社会を

誤解のないように紹介すること，文化的に沢なる背娯を持つ人々のグループを適切に指導するこ

と，などの能力が求められます。

日本語を学ぶ人の数はこの20年ほどで増加しており， 日本語教員を H指す人の数も増えていま

す。就職はそれほど容易ではありませんが，国際化社会にともなって日本語教員の需要は増大す

るばかりです勺 1::1本語教員の活躍の「場」は， 日本国内はもちろんのこと海外の大学・中高校・小

学校・日本語学校・国際交流団体・技術研修機関など，大変幅広いです。今，冊界の多くの人が日

本語を勉強しています（へこれらの人々の求めに応じられる日本語教員が必要とされています。

また， H本語教員を目指す人でなくても，日本語教員としての訓練を受けた人の異文化コミュ

ニケーション能力は，将来，海外と関連ある企業等に就職を希望する人， NPO活動のボランテ

ィアや，海外青年協力隊員として国際的に活躍したい人にとっても役立つものになるでしょう 0

なお， 日本語教員としての能力を認定する試験として「日本語教育能力検定試験」がありま

す。これは日本語教育の知識および能力が日本語教脊の専門家としての水準に達していることを

証明する検定です0 本学の養成課程では， lii]検定に即して授業内容を構成していますc

Il 課程修了認定について

現時点では，日本語教員には，資格認定や免許制度がありません。大学や専門学校などの養成

機関は，文化庁から示された養成課程に関する指針に基づき，カリキュラムを組み，それぞれに

課程修了認定を行っています、9

本学も，所定の単位を修得した学生に，独自の課程修了認定証を発行します。修f証が必要な

場合は，所定の手続きにより発行申請してください。

間い合わせ先：語学教育センター (H棟 3F) 

修―［証の申請先：教務課（本部棟 1F) 
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皿 課程修了認定に必要な単位について

日本語教員養成課程に関する科目は，人文学部の国際文化学科・国際交流学科に設置されてい

ます。

以下の表にしたがって，合計33単位（必修25単位，選択8単位）を取得することで，修了認定

証が交付されます。なお，これらの科日はすべて卒業要件単位にも含まれます。

1. 必修科目 (25単位）

領域 科 目 名 単位 国際文化 国際交流 備考

日本語学概論a 2 専門基礎 I 専門w

日 日本語学概論 b 2 専門基礎 I 専門w
本
語 H本語の音声 2 専門 I 専門w
に
関 日本語の語彙・意味 2 専門 I 専門w
す
る 日本語の文法 a 2 専門 I 専門w
科
目 日本語の文法 b 2 専門 I 専門IV

日本語教授法a （教授法） 2 専門関連 専門w

日本語教授法 b 2 専門関連 専門w 「日本語教授法 b
（コースデザイン・評価） • C」を履修する

日本語教授法 c （教材・教具） 2 専門関連 専門w には， 「日本語の

専門関連 専門W
文法a・ b」の単

H本語教育事情a 2 位を修得している

日本語教育事情 b 2 専門関連 専門w ことを条件とする。

実
日本語教育実習 3 専門関連 専門w

習

2. 選択科目 (8単位）

領域 科 H 名 単位 国際文化 国際交流 備考

言語学概論a 2 専門基礎 I 専門 II 右の科目より， 8 

言語学概論 b 2 専門基礎 I 専門 II
単位以上を履修す

ること。

日本社会と日本語 2 学部基礎 学部基礎

関
コミュニケーション概論 2 学部基礎 学部基礎

連 社会言語学 4 専門 II

科 異文化間コミュニケーション論 2 専門基礎 I
専門 II

H 
コミュニケーションインターンシップ 3 専門m

日本文化概論 2 
専門甚礎 I

多文化社会論 2 専門III

国際関係論 4 しり門関連 専門 I
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城洒国際大学学則（抄）

第 1章目 的

第1条 城西国際大学（以下「本学」という。）は，教脊基本法並びに学校教育法の定めるところに

従い，広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し，知的，道徳的能力の涵養をはかり，もっ

て国家社会に貢献し得る人材を養成するとともに，人類文化の発展に寄与することをH的とする0

第 2章学部及び学科

第2条 本学に経営情報学部・人文学部・福祉総合学部・薬学部・メデイア学部・観光学部を置く。

2 前項の学部に次の学科を置く。

経営情報学部 総合経党学科

人文学部国際文化学科

国際交流学科

福祉総合学部福祉総合学科

薬 学 部朕療薬学科

メデイア学部 メデイア情報学科

観光学部 ウェルネスツーリズム学科

第3章修業年限及び収容定員

第 3条 本学の修業年限は次のとおりとする，

(1) 経営情報学部，人文学部，福祉総合学部，メデイア学部及び観光学部の修業年限は 4年と

し，在学年数は 8年を超えることができない。

(2) 薬学部の修業年限は 6年とし，在学年数は12年を超えることができない。

(3) 大学入学前に本学のカリキュラムに則して一定の単位を修得したものが本学に人学する場

合，当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは，文部科学

大臣の定めるところにより，修得庫位数その他の事項を勘案して本学が定める期間を本学の

修業年限に通算することができる。ただし，その期間は，本学の修業年限の二分の一を超え

てはならない。

第4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする C9

学部 学科
+-- ---

経営情報学部総合経営学科

人ー文学部一国際文化学科 ------

国際交流学科
――-- ---

福祉総合学詞□福祉総合学科
薬 学 証〗竺療薬学科 180名 ! 1080名

---

メデイア学部 1メディア情報学科 r]Eo名―□-5名-―+-1?名
観光学部 ウェルネスツーリズム学科 I 120名 480名



第4章職員組織

第5条本学に次の職員を置く。

学長

副学長

教授

准教授

講師

助教

助手

事務局長

事務職員

技術職員

2 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める。

第5章教授会
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第 6条 各学部に教授会を置き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

2 学部長は，学部教授会を招集してその議長となる。

ただし，学部長に事故があるときは，学部長が予め指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の准教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の 3分の］以上の要求があったとき，学部長は当該学部教授会を招集しな

ければならない。

5 学部教授会運営に関する規定は，各学部において別に定める。

第 7条教授会は，次に掲げる事項を審議する。

(1) 教育及び研究に関すること。

(2) 教育課程及び授業に関すること。

(3) 学生の人学及び退学に関すること。

(4) 学生の試験及び卒業に関すること。

(5) 学生の補導及び賞罰に関すること。

(6) 教授，准教授，講師，助教及び助手の候補者の推薦並びに退職に関すること。

(7) その他学長の諮間に関すること。

第6章学年・学期及び休業日

第8条 学年は， 4月1日に始まり翌年 3月31日に終わる。

第 9条学年は，次の 2学期とする。

前学期 4月1日から 9月30日まで

後学期 10月1日から翌年 3月31日まで

2 前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。
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第10条休業日は，次のとおりとする。

(1) 日 曜 日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(3) 創立記念H 4月28日

(4) 春期休業 3月21日から 3月31日まで

(5) 夏期休業 8月1日から 8月3l[1まで

(6) 冬期休業 12月26日から翌年 1月8I]まで

2 学長は必要により前項第 4号から第 6号までの休業日を変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業日に実験・実習・演習等を課することができる c

第7章授業科目及び単位

第11条 授業科目は，学科共通科目群·専門基礎科 H群·専門科 H 群•特設科 H 群・自由科目群

及び教職に関する専門教育科Hとする。

第12条 前条の科tlは，必修・選択及び日由科目の 3種とし，講義・演習・講読・実験及び実習

により行う。

第13条 各授業科目の単位数は， 1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の｝j法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については， 15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て1単位とする C9

(2) 実験，実習及び実技については， 30時間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもって 1単位とする。

2 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科Hについては，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。

第14条 各学部において開設する授業科H及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第8章履修規定

第15条削除

第16条削除

第17条削除

第18条削除

第19条削除

第20条 学科共通科目群・専門基礎科H群・専門科H群及び特設科目群の中より，各学部・学科

所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科目は，許可を得て履修することができる。

第21条 履修する授業科Hは，毎学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。



城11り［9|際人学予測（抄） 291 

ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年末に行う。

第24条 いずれの授業科目も，授業時数の 3分の 1以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。

ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科目の成禎評価は， A・B・C・Fで表わし， A・B・Cを合格とし， Fは不合

格とする。

第9章卒業及び学位

第26条 卒業資格を得るためには，学部・学科の定める授業科目のなかから，経営情報学部は

124単位以上，人文学部は126単位以上，福祉総合学部は124単位以上，薬学部は19(）単位以し

メデイア学部は126単位以上，観光学部は124単位以上修得しなければならない。

ただし，自由科目の里位は，卒業に必要な単位数には算入されない。

第27条削除

第28条 卒業資格を得た者には，卒業証書を授与する。

経営情報学部総合経背学科学士（経営情報）

人文学部国際文化学科学士（国際文化）

国際交流学科学士（国際交流）

福祉総合学部福祉総合学科学七（福祉総合）

薬 学 部医 療 薬 呂子 科学t （薬学）

メデイア学部メデイア情報学科学t （メデイア情報）

観光学部 ウェルネスツーリズム学科学士（観光学）

2 学位の授与については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条人学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に入学することのできる者は，次の各号の 1に該当し，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。

1 高等学校を卒業した者

2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，高等学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認められる者

すなわち

(1) 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者

(2) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を打するものとして忍定した在外教育施設

の当該課程を修Tした者
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(3) 文部科学大臣の指定した者

(4) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第l3号）により文部科学大臣の行う大学人学

資格検定に合格した者

(5) その他大学において，相％の年令に逹し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認、めた者

第31条 人学を志顧する者は，本学所定の手続によって顧い出るものとする。

第32条 人学を許可された者は，誓約書を添え，所定の期日までに人学手続を完［しなければな

らない0

第33条 本学に学七人学，他の大学から本学に編・転入学，又は学内において転部もしくは転科

を希望する者は，その学綿に欠員のある場合選考によって許可することがある。

ただし，その時期は，学年の始めを原則とする（）

2 他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学顧を提出し，学長の許可を得なければな

らない0

第34条 学t：人学，編人学又は転人学を許19［された者の本学人学のための点手続は，第32条の規

定に準じて行い，かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなければならない。

第35条 学1：人学，編・転人学，又は転部した者は，その学部に 2年以上在学しなければ卒業す

ることはできない。

2 学士人学，編・転入学，又は転部に関して，本草各条に規定しない＇μ項については別に定め

る細則による。

第36条の 1 教育上有益と品められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許可することができる。

2 前項の規定により修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる (9

3 前 2項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。

第36条の 2 教育上有益と認められるときは，学生が本学に人学する前に，他の大学又は短期大

学および短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位

を，本学に人学した後における授業科Hの履修により修得したものとみなすことができる。

2 教育上有益と認められるときは，前項の規定以外に文部科学大臣の定める学修をおこなった

場合，その成果を本学における授業科Hの履修とみなすことができる。

3 前 2項の規定により履修した授業科Hについて修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし，編人学，転学等の場合については適

用しないものとする。

第37条 病気その他やむをえない事情により，引きつづき 3か月以上出席することのできない者

は，その事由を証明する書類を添え，保証人連署のうえ学長に願い出て，その許可を得て休学

することができる。

ただし，休学期間は 1年以内とし，更に休学を要する者は，前項により許"rを得て 1年以内
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に限り休学することができる。

なお，外国人留学生で，兵役のため休学する者は，学長に願い出て，その期間休学すること

ができる。

2 休学期間の通算年限は 2年とする。

第38条 休学者は，原則として学期又は学年の始めでなければ，復学することができない。

第39条休学期間は，在学年数に算入しない。

第40条 病気その他やむをえない事情により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のうえ学長に退学顧を提出して，許可を受けなければならない。

第41条 正当な事由で退学した者が当該学部に再人学を志望したと合は，選考のうえ許可するこ

とがある。

この場合は，既修授業科目の全部又は一部について，再履修を命ずることがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 入学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表(1)の入学検定料を納めなければ

ならない。

第43条 入学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表(1)の人学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

第44条 授業料は，別表(1)により 4月及び10月の二期に分けて納るものとする。ただし，年額を

もって一括に納めることができる。

2 施設設備費は，別表(1)により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 一度納めた学費は，事由の如何にかかわらず返還しない。

第46条 停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を許可された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。

ただし，外国人留学生で兵役のため休学する者は，兵役在籍料を納付することとする。

第47条 授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 国又は公共団体から，一定の在学期間と履修科Hとを定めて入学を委託された者は，選

考のうえ委託生として入学を許可することがある。

第49条 委託生の人学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条 委託生として 4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条 委託生の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外国人学生の人学及び転入学については，日本人学生に関する規定を準用する。

ただし，講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して，本章各条に規定しない事項

については，学部学生に関する規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章科目等履修生

第54条 学部の授業科Hのうちの 1科且又は数科目の履修を希望する者に対しては，科H等履

修生として入学を許可することがある。
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第55条 科H等履修牛として入学できる者は，履修するに足る能力があると認められた者とする。

第56条 科ti等履修生として人学を必顧する者は，所定の出顧書類に履修しようとする授業科目

を晶載して，学期又は学年の始めに朝い出るものとする。

第57条 科H芯履修牛は，履修した授業科[lについてよ験を受けることができる〔）

2 前項の試験に合格した者には，その授業科H所定の単位をりえる。

3 科ti等履修牛として在藉した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条 科Il等履修牛の授業料その他納付金は，別表11)によるー）

第59条 科t1等腹修生に関して本章各条に規定しないに加項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則によるぐ

第14章研究生

第60条 各学部において，特殊な研究に従rμしようとする者に対しては，研究生として入学を許
可することがある（）

第61条 研究牛として人学することのできる者は，その学部において，選考のうえ適当と認めら

れる者とする

第62条 研究牛として入学を志顧する者は，所定の出願書類に，研究題H・研究計画を記載して

厠い出るものとする

第63条 研究生の在学年限は 1年とする。

ただし，事情によっては，期間の延長を願い出ることができる。

第64条 研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

2 研究Itは，指導教員及び担任教員の承，沿を得て，学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる

3 研究牛として相当の成禎をホしたと認められる者には，研究証明青を与える。

第65条 研究牛の授業料その他納付金は，別表I1)による。

第66条 研究生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章賞 罰

第67条 次の各号の 1に該当する学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

(]) 品行・学）Jともに優秀な者

(2) 篤行のあった者

第68条 学則その他，本学の定める諸規則を守らず，学生の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲戒する。

2 懲戒は訓告・停学及び退学とする。

第69条 次の各号の 1に該当する者は，退学を命ずることがある。

(1) 性行不良で，改善の見込みがないと認められた者

(2) 学業を怠り，成業の見込みがないと認められた者

(3) 正当な理由がなく，出席常でない者

(4) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者
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第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という。）を置く。

2 本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は，別表 (3の 1)のと

おりとする。

3 教員の資格を得ようとする者は，第14条別表(2)に定める，教科に関する専門教育科Hのほか

に教職に関する専門教育科Hを履修しなければならない。

4 教職に関する専門教育科H及び単位数は，別表 (3の2) のとおりとする。

5 前項の専門教育科Hは自由科目とし，卒業に必要な単位数に加えない。

6 教職課程履修細則及び教職課程の運営に関する細則は，別に定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という。）を置く。

2 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は，別に定める。

第18章 保育士の資格取得に関する課程

第72条 指定保育士養成施設として，福祉総合学部福祉総合学科子ども福祉コースを置く。

2 指定保育士蓑成施設に関する細則は，別に定める。

第19章留学生別科

第73条 本学に留学生別科を置く。

2 前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

日本文化専修課程 30名

日本語専修課程 40名

ビジネス・情報専修課程 30名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める。

第20章図書館

第74条本学に図書館を置く。

2 屈書館の管理運営，その他必要な事項は別に定める。

第21章公開講座

第75条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第22章雑 則

第76条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，その執行

について必要な細則は別に定める。

第23章改 正

第77条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付則 本学則は，平成 4年4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成 5年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成 6年4月1日から施行する。
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付則 この改正は，平成 7年4月 l[］から施行する (9

付則 この改正は，平成 8年4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成 9年4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成10年4月 1日から施行する C9

付則 この改正は，平成11年4月 lHから施行する。

付則 この改正は，平成11年9月 1日から施行する c

付則 この改正は，平成12年4月 1Hから施行する c

付則 この改正は，平成13年4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成l4年4月］日から施行する c

付則 この改正は，平成15年4月 lHから施行する。

付則 この改正は，平成16年4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成17年4月 1f-:1から施行する。

1寸貝lj この改正は，平成18年4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成］8年6月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成19年4月 1日から施行する。

改正条文第 5条，第 6条，第 7条

2 ただし，平成19年3月31H以前に任用された専任講師については，経過措置として現行ど

おりとすることができる。
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別表(1) 入学検定料・入学金及び授業料等

学~納金J 巫子 部 凡子 生
研究生

科目等履修生

（委託生を含む） 本学卒業生 本学卒業生以外

円 円 円 円
入学検定料 35,000 15,000 5,000 25,000 
入
経営学文情報学金 部 300,000 100,000 

人 学喜部 300,000 100,000 
福祉総合学 300,000 100,000 
薬学 400,000 300,000 
メデイア学部 300,000 100,000 
観 光 呂子 部 300,000 100,000 
授
経営業情報料学部 770,000 270,000 1単位に付 1単位に付
人文学部部 770,000 270,000 

（各学部10共,00）0 （各学部10共,00）0 福祉総合学 770,000 270,000 
薬 呂子 部 1,430,000 715,000 
メディア学部 770,000 270,000 
観 光 凡子 部 770,000 270,000 
在 籍 料 30,000 30,000 

施経設営設情備費
報学部 初年度 度 240,000 120,000 

人 文 子巫 部
次年 以降度 300,000 
初年 240,000 120,000 

福祉総合学部 240,000 
次初年度以臼洩悶300,000 
次各年年年度以 300,000 

120,000 

薬 足子 部 586,000 250,000 
メデイア学部 初年度 240,000 120,000 

観 光 巫f 部
次年度以胃降 300,000
初 240,000
次年年度以 300,000 

120,000 

（注） ］． 日本国外から志望する外国人留学生については，入学検定料を減額することができる。

2.入学試験区分ごとに併顧を希望する者には，入学検定料を減額することがある。
3. 委託生の入学金及び授業料は，予定在学期間及び履修授業科H数等により減額するこ
とがある。
4.研究生のうち本学卒業生については，入学金を免除し，授業料も減額することがある。
5.研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。
6.施設設備費は，下記のとおり納入するものとする。
初年度後期 (10月）に納人
次年度以降前記 (4月）
7.外国人留学生で兵役のため休学する者は，兵役在籍料として10,000円を納入するものと
する。
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学友委員会規約

城西国際大学学友会

学友会規約

学友会連絡協謙会規約

学友委員会規約
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学友会規約

第 1章総則

第1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千薬県東金市求名1番地，城西国際大

学内に置く。

第2条 本会は，次の2種の会員より構成する。

(1) 正会員

(2) 賛助会員

第3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第 6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併

せて会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第7条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1) 学友会連絡協議会

(2) 学友委員会

(3) 学術団体委員会

(4)課外活動委員会

(5)学術団体顧問会

(6) 課外活動顧問会

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第8条 1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の 3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第3章会計

第9条 l項 本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収人をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。
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3項 正会員の納入する会費は，年間5,000円とする。

第10条 本会の会計年度は，毎年 4月 1Hに始まり翌年 3月31日に終わる。

第4章規約改正

第11条 1項 本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する。

2項 本会の規約改正の決議は，委員 3分の 2以上の出席を必要とし，過半数をもって

決する。

3項 可否伺数の場合は，議長の決するところとする。

4項 本会の規約改正が成立したときは，改正資料を 1カ月間学生掲示板に発表するもの

とする。

学友会連絡協議会規約

第1章総則

第1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約を

定める。

第2条 本協議会は，城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に置

く。

第3条 本協議会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城直国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

第2章会員

第4条 本協議会は，学友会会長，副会長 (3名），学術団体顧問会会長，副会長，課外活

動顧間会会長，副会長，父栂後援会代表 (1名），学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表 (5名），学術団体委員会代表 (2名），課外活動委員会代表

(2名）の21名で構成する。

第3章協議

第5条 本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

(1)学友委員会の役員の選出

(2)学友会予算の調整

(3)学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

(4)学友会所属団体の承認

(5)学友会運営に必要な事項

第6条 本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。
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学友委員会規約

第1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め

る。

第2条 本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

第3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第5条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

第6条

(1)学術団体委員会

(2) 課外活動委員会

(3)編集委員会

(4)生活委員会

(5) 大学祭実行委員会

(6) 卒業アルバム編集委員会

(7) マルチメデイア広報委員会

(8)吹奏楽団

(9) チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

第 2章役員

役員は，以下の役員を置く。

（］）会長 1名

(2) 副会長 2名

(3)総務 1名

(4)会計 2名

(5)監査 2名

(6)渉外 2名

第7条 1項 会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。



城洒国際大学学会会則

I 城西国際大学学会会則
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城州国際大学学会会ulj

第 1条 本会は，城西国際大学学会と称する（）

第2条 本会は，事務屁を城西国際大学内（学務課）に置く。

第3条 本会は城西国際大学における教育研究活動を推進し，人文科学，経常情報学，福祉総合

学，薬学，メデイア学，観光学研究の進展と会員相！Lの交流を図ることをH的とする。

第4条 本会は，前条のll的を達成するため，次の事業を行う．）

1. 機関誌・会報等の発行

2.研究会・講演会及びシンポジウム等の開催

3. ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

4. 研究活動による地域社会への寄仔

5. 本会が必要と認、めた他団体との共同研究

6. その他本会が必要と訟めた研究活動

第5条 本会は，次の会員をもって構成するし

l. 1E会員

(1) 本学経営情報学部・人文学部•福祉総合学部・薬学部・メデイア学部・観光学

部・大学院人文科学研究科・経営情報学研究科•福祉総合学研究科・ビジネスデ

ザイン研究科及び留学生別科の専任教員

(2) 本学国際教育センター，情報科学研究センター，語学教育センター， IT教育セ

ンター， ジェンダ・女性学研究所の研究員

(3) 本学経営情報学部・人文学部・福祉総合学部・薬学部・メデイア学部・観光学

部，大学院人文科学研究科・経営情報学研究科•福祉総合学研究科・ビジネスデ

ザイン研究科の学生

(4) 本学非常勤講師及び本学専任職員の希望者

z.特別会員
(1) 本学の卒業生有志及び大学院人文科学研究科・経党情報学研究科•福祉総合学研

究科・ビジネスデザイン研究科修了者有志

(2) 本学会の承認を得た者

3. 賛助会員

(1) 本学会の趣旨に賛同し，学会の事業，活動に対して助言及び援助を行う者

第6条本会に次の役員を置く。

1.会長 1名

z.副会長若干名

3.監事 2名

4.委員芯［名
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第7条会長は学長とする。

2 会長は会務を統括し，本会を代表する。

3 副会長，監事，委員は正会員より会長が委嘱する。

4 本会の運営のため，会長，副会長，委員によって運党委員会を構成する。

5 会長は運営委員会を招集し，議長となる。

6 機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに当たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要がある場合には特別委員会を置くことができる。

第8条本会に，以下の各分科会を置く。

I.人文学会

2.女性学会

3.経営情報学会

4.福祉総合学会

5.薬学会

6. メデイア学会

7.観光学会

第9条 各分科学会は，第 3条のH的を達成するため，第4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年 1回総会を開催し，事業，会計等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び寄付金その他の収人をもってこれに充てる。

第12条 会員は，次の会費を納入するものとする。

1.正会員 年額 3,000円

2. 特別会員 年額 2,000円

3. 賛助会員 年額個人 口） 6,000円

法人 口） 30,000円

第13条 本会の会計年度は，毎年 4月1日から翌年 3月31日までとする。

付則 本会会則は，平成 8年4月1日から施行する。

付 貝lj この改正は，平成16年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成17年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成18年4月1日から施行する。



城西国際大学圃窓会

I 城西国際大学同窓会 I
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城洒国際大学圃窓会規約

第1章総則

第 l条 本会は城西国際大学同窓会（以下「本会」という。）と称する。

第2条 本会は会員相圧の親睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に寄与することを H的と

する c

第3条 本会は次の事業を行う

(l) 学校法人城西大学，城西国際大学とlnj窓会（本部・支部）および会員との連絡

(2) 会員名簿および会報の発行

(3) その他本会の目的を達成するのに必要な事業

第4条 本会の本部は城西国際大学内におく c

第5条 本会の会員は正会員・準会員•特別会員および賛助会員とする，9

(l) 正会員は城西国際大学の卒業牛とする

(2) 準会員は城西国際大学に在学中のものとする

(3) 特別会員は法人役員・城西国際大学の教職員とする

14) 賛助会員は城西国際大学に・定期間在籍したのち退学したもので総会において認められた

ものとする

151 他大学より城西国際大学大学院に入学し，修士またはt専上の課程を修了したもので，人会

金および会費を納人したものは正会員とする

第6条 本会に次の機関をおく。

（］）総会

(2) 役員会

(3) 支部長会

第2章総 会

第 7条 総会は本会の最高決議機関とする。

2 総会は正会員をもって構成し，定例総会は会計年度が終了後 3か月以内に開催するものと

し， ］か月以前に公示するものとする。

第8条 次の場合は臨時総会を開催することができる。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第9条 総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。



第11条 総会は次の事項を議事として審議する。

(1) 事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

(2) 事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

(3) 役員選出および改選に関すること

(4) 規約の改正に関すること

(5) その他重要事項に関すること

第3章 役員・役員会および支部長会

第12条本会に次の役員をおく。

(1) 会長 1名

(2) 副会長 若干名

(3) 幹 事 若干名

(4) 監事 2名
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第13条 本会に名誉会長（理事長），名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括す

る。顧間（学生部長・副部長）および相談役を若十名おく。

2 名誉会長及び名誉副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推應されたものとする。

第15条 役員の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支音叶長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出席し意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の運営規定については別にこれを定める。

第4章会計監査

第21条 監事は本会の会計を監介し，総会において監在報告をしなければならない。
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第 5章会計

第22条 本会の運党は人会金・会費•寄付金およびその他の収入による。

第23条 会員は人学時に準会員費として10,000円，卒業時に終身会費として40,000円をそれぞれ

納入しなければならない。

第24条 本会の会計年度は 4月1日より翌年 3月31日までとする。

第6章規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員の 1割の署名により要求のあったとき

第 7章事務局

第26条 本会の事務を遂行するために本部に事務局をおく。

2 事務局に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

付則 本規約は，平成8年 4月1日から施行する。



城洒国際大学父屈後援会

父屈後援会共済事業規約

城西国際大学父母後援会
父母後援会共済事業規約
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父屈後援会共済事業規約

1.趣旨及び事業

城内国際大学父母後援会では，城西国際大学学生（大学院生及び別科学生を含むc) の父母

又は学費負担者として登録された者（様式］）を会員とし，相圧扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う

(1 I 在学生を対象として「学生教育研究災害傷害保険J（以ド，「学生保険Jという）及び「総

合福祉団体定期保険」（以下，「生命保険Jという）に加人することにより，正課授業中や課

外活動又学内外を問わずに24時間学生牛活を保障し，次のようなときは各保険特約条瑣にも

とずく保険金の支払が受けられるようにする c

① 正課中及びそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

② 学牛のH常牛活（課外活動等も含む）で蒙る小慮の事故による死亡または所定の高度障

害になったとき若しくは入院及び所定の障害状態になったとき。

③ 病気による死亡または所定の高度障害になったとき。

④ 生命保険の保険金受取人は，会員とする c

(2) 会員が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

(3) 学生の正課中及び課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する c

2.共済費

(1) 学生 1人年額9,000円を会員負担とする。

(2) 共済費納人は人学時9,000円とし， 2年次以降毎年 4月未日までに9,000円を納入する。

(3) 共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる 0

3.共済費の支出内訳

(1) 学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

経営情報学部人学時 (4年間） 3,200円 観光学部人学時 (4年間） 3,200円

人文学部人学時 (4年間） 3,200円 大学院修士人学時 (2年間） 1,700円

福祉総合学部入学時 (4年間） 3,200円 大学院博士入学時 (3年間） 2.500円

薬学部入学時 (6年間） 5.400円 別 科入学時 (1年間） 950円

メデイア学部 入学時 (4年間） 3,200円

保険有効期間は卒業年度の 3月31日までとする。

(2) 生命保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

保険有効期間は 1年間 (4月 1日から 3月31日）
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(3) 共済基金

異常事態に対応するため，基金を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

5. 事故の際支払われる保険金

(1) 学生保険の保険金

区

①正課中の死亡

ク 傷害 (4日以上）

後遺障害保険金

分

人院給付金 (180日を限度） 1日につき

②課外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡

ク の傷害 (14日以い

通学中・施設間移動中の傷害 (7日以上）

後遺傷害保険金

入院給付金 (180日を限度） 1日につき

保険金

2,000月

6,000円～30万円

90万円～3,000万円

4,000円

1.000万円

3万円～30万円

1.5万円～30万円

45万円～1,500万円

4,000円

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

われます。

(2) 生命保険の保険金

区 分 保険金

病気による死亡・高度障害 150万円

不慮の事故による死亡・高度障害 150万円

障害給付金 15万円～105万円

人院給付金（入院 5日以上120日を限度） 1日2,250円

※高度障害保険金は，普通保険約款に定める所定の高度障害状態に該当したときに支

払われます。また、障害給付金は，災害総合保障特約条項に定める所定の身体障害

の程度に応じて支払われます。

(3) その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には，上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えば，死亡の場合は2,000万円＋ 150万円，合計2,150万円が支払いを受ける保険金です。
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6.各種見舞金

(11 弔慰金（様式 2)

（［ 会員が死亡した場合はl(）ガ円の弔慰金を支給する

(2へ） 学生が死亡した場合はlOh円の弔慰金を支給する〔〕

(2) 傷寓見舞金（様式 2)

（ー［ 学生が正課中傷害巾故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費10万円を限度と

して給付する（、

ただし， 4日以卜の治療については学生保険から治療費が給付されるので，その給付額

を差し引いた金額の限度を10万円とする

(2〕 学生が正，渫中以外の課外活動等で偽害1i故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10ガ円を限度として給付する）

ただし， 14ll以 I・＾の通院又は 5日以 I・．の人院治療については，学生保険から人院給付金

が給付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10}j円とする

③ 学牛が通学途中・施設間移動中に傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費lOJj円を限度とし給付する）但し 7l]以 iユ＾の治療については学生保険から治療費が給

付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10ガ円とする（，

7. 本共済'li業の経費は共済費をもってこれにあてる 但し，本共済事業及び父祉後援会事業の

運営にともなう収支決りに過小足が生じた場合には，相圧に運用できるものとするし

付則

1. 本共済事業規約は平成 4年4月1Hより実施する(.

ただし，学生保険の適用は，平成 4年 6月1日からとする

2. 本共済事業規約は平成 6 年 4 月 1 日—一部改正

ただし，学生保険の適用は，平成 6年度人学牛からとする（う

3. 本共済事業規約は平成 8年 4月lll 憎IS改正。

ただし，学生保険の適用は，平成 8年度人学牛からとする 0

4.本共済事業規約は平成10年4月1「I-部改正e

ただし，学生保険の適用は，平成10年度人学生からとする。

5.本共済事業規約は平成14年 4月1日・部改＿lじ

ただし，学牛保険の適用は，平成］4年度人学生からとする C

6. 本共済事業規約は平成16年 4月1H 音恥改正。

ただし，学生保険の適用は，平成16年度入学生からとする。

7. 本共済事業規約は平成17年 4月1日・部改正c

ただし，学生保険の適用は，平成17年度入学生からとするc

8. 本共済事業規約は平成18年 4月1日憎恥改正e,

ただし，学生保険の適用は，平成］8年度人学生からとする。
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(1枚目 父母後援会用）

受験番号 I※学藉番号

登 録 書
平成 年 月 日

城西国際大学父母後援会会長殿

私は下記学生の学費負担者として登録いたします。また、学生とともに下記の個人情報のお取り扱いについてを了承し、

保険に加入することに同意します。

住 〒（ ） TEL （ ） 

父 所

フリガナ 同意印

母 学生との続柄
氏 名 白］

邑子 部 子部 学科

学 大学院 伽元粁 専攻

別 科 専修

フリガナ 性 別 生年月 日
生
氏 名 1.男 2. 女 年 月 日

備
1. この登録書が末提出ですと、共済費が納入されていても、保険が成立しませんので

必ず合格書類といっしょに返送してください。

2. 1枚目および2枚目とも必ず捺印してください。また、 2枚とも返送してください。

考 3. ※欄は記入しないでください。

4. 父母欄の続柄は、学生からみた関係を記入してください。

《個人情報のお取り扱いについて》

城西国際大学父母後援会は、本登録書に記載の情報を保険契約の引受、継続・維持管理、保険金・給付金等の支払いのための

目的で使用し、それ以外の目的には使用しません。

N
痒
f

翌
芦
助

3
1
7
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椋式 2

餃抜会長 事務／，り長 総務諜長 ；ヽ；：I'諜長 係

平成年 月 1」

城両国際人す

父髯後拭公会・に 殿

学部

研究科

けlj ずI

科

攻

修専

専

学

学籍・番号

学作氏名

詰求人（［所

氏 ス
4 印

父且後抜会共済事よ甚詞によ 0 ¥ p慰金・兄舛虚 J L~9 j9口，」と叩ふし、たしよす。

ビ
全
＂

種 別

添付書類

その他

名-J
 

ん

1
l
又乳ー

2. 文店名

3 f 直 月LJ

4. 口座番号

5. I□1)坐名義人

銀り

玄

船 ‘..9

戸 iり Â-
―
 

t
i
 

人』一
9
「

J
リ――

城国父発第 号
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